
多賀城市文化財調査報告書第45集

山王遺跡 I
ー仙塩道路建設に係る発掘調査報告書一

平成9年3月

多賀城市教育委員会

建設省東北地方建設局



山王遺跡l 正誤表

ページ 行／表 誤 正

89 Tablle.l No7 S I 180 S D180 

No9 S D5083 SD180 

No JO S D5083 S D180 

Noll S D5083 S D180 

Nol2 S D5083 SD180 

90 Tablle.2 SAN7 S D5083 SD180 

113 Photo. 9 (21) SD-39出土 S D-5039出土

137 分析資料No2 出土位置 S I -266 S I -5266 

138 分析資料No3 出土位置 S I -266 S I -5266 

140, 分析資料No5 出土位置 S I -266 S I -5266 

141 分析資料No6 出土位置 S I -266 S I -5266 

144 分析資料No9 出土位置 S D-5083 S D-180 

145 分析資料NoIO 出土位置 S D-5083 S D-180 

146 分析資料Noll 出土位置 S D-5083 S D-180 

147 分析資料Nol2 出土位置 S D-5083 S D-180 



多賀城市文化財調査報告書第45集

山 王 遺跡 I

ー仙塩道路建設に係る発掘調査報告書一

平成9年3月

多賀城市教育委員会

建設省東北地方建設局



上 山王遺跡遠景
下 山王遺跡八幡地区遠景



上
下

第12次調査区
第21次調査区



（某誼¥くヤ乙蛍）遜田>ft.(f)雅腺谷｝郵酎早



上左 古墳時代前期の水田層下から30cmの黒い層
上右 弥生時代の水田層 一番下の黒い層
下 古墳時代前期の水田跡検出状況（第24次調査）



上 古墳時代中期の土器
下左 模造品の原石
下右 石製模造品



ヽ と

漆紙文書（第10次調査出土）
上 戸口損益

帳
草案

中 同上紙背部分
下 具注暦



湖
撰
沿
囀（
澗1
7
;,
�
�
�
l±l
廿）

廿

翌
藩

T

回
廿
圧
廿1
X
泊



漆紙文書（第17次調査出土）
上・中 計帳様文書
下 同上出土状況



上 漆紗冠（第24次調査出土）
下 同上出土状況



古代の中国陶磁（青磁•白磁）



緑釉陶器



灰釉陶器（黒笹14号窯式）



灰釉陶器（黒笹90号窯式）



中世の中国陶磁（青磁・白磁・染付）



中世
の

施釉陶器（瀬戸・美濃）



上
中
下

馬形
小柄出土状況
漆器椀出土状況



序 文

多賀城市を通過する仙塩道路の供用開始の日を間近に控え 、 それにかかわる山

王遣跡の発掘調査報告書を上梓する運びとなりました。 去る昭和63年度に県文化

財保護課が調査に着手し、 翌年には当市埋蔵文化財調査センターも加わり、 両者

協力して調査にあたってまいりました。 その結果、 山王遺跡

八

幡地区には弥生時

代から江戸時代にいたる造跡が重なりあって存在していたことが明らかとなり、

当初の予定をはるかに上回る膨大な菰の遺構・遺物が発見されました。 特に、 多

賀城の城外に広がる街並みの存在を明らかにしたのは大きな成果であり、 全国に

先駆けて古代地方都市の実態を明らかにした点は大きく評価されるものと自負し

ております。 また、 奈良時代の

陸奥

国戸籍が 3 点発見され、 報道発表の翌日 、 新

聞各紙とも全国版に報じたことが思い起こされます。 奈良の正倉院文書と同様の

ものが山王遺跡に無尽蔵に埋もれていることを思うと胸が躍る思いです。 このほ

かにも費重な発見は枚挙にいとまなく 、 当市の文化財にかかわる者として誠に喜

ばい限りであります。 しかし、 このような貴重な成果が開発と引き換えに得られ

たものであることを我々は決して忘れてはならないのであります。 記録保存とい

う名のもとで多くの遺跡が本市からも一つ二つと消えていく現在、 古代から受け

継いだ重要な遺産「埋蔵文化財」をいかに保護し、 そして活用すべきか、 「史都 多

賀城」をスロ ー ガンとする本市にとって大きな課題であります。 今、 山王遺跡を

縦断する長大な高架橋を目のあたりにし、 思いを新たにするものであります。

最後になりましたが、 調査に理解を示し 、 ご支援を惜しまれなかった建設省東

北地方建設局仙台工事事務所、 調査から本書の作成にいたるまでご指導.. ご協力

を頂いた宮城県教育庁文化財保護課、 東北歴史資料館、 宮城県多賀城跡調査研究

所、 国立歴史民俗博物館に対し、 衷心より御礼申し上げます。

平成 9 年 3 月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



例 言

1. 本書は、 平成2 ......... 6年度に実施した仙塩道路建設に係る山王遣跡発掘調査報告書
の

第 1 分冊である。

2. 本書には、 第17.-.....21・24次調査
の

一部(F • J区）
の

調査報告と全調査
の

写真図版、 および関連資料
を

収録した。

3. 発掘調査は多賀城市教育委員会が主体となり、 多賀城市埋蔵文化財調査センタ-が担当した。

4. 発掘調査および報告書
の

作成に際しては次
の

方々および機関から指導、 助言
を

賜った（敬称略） 。

桑

原

滋郎、 加藤道男、 真山 悟、 後藤秀一、 佐藤則之、 村田晃一、 菅

原

弘樹、 佐藤憲幸、 吉野 武（宮

城県教育庁文化財保護課） 、 進藤秋輝、 丹羽 茂（宮城県多賀城跡調査研究所） 、 手塚 均（東北歴史
資料館） 、 永嶋正春（国立歴史民俗博物館） 、 相沢清利（多賀城市中央公民館） 、 滝川ちか

こ

（多賀城市

史編纂事務局） 、 故澤口 滋、 穴澤義功、 次山 淳

東北歴史資料館、 宮城県多賀城跡調査研究所
、 国立歴史民俗博物館、 東北大学考古学研究室、 宮内庁

正倉院事務所
、 石岡市教育委員会、

5. 本書
の

執筆分担は、 第II·Ill章、 第IV章 4 千葉孝弥、 第IV章 1 ......... 3 菊池 豊、 第V章 鈴木孝行で

ある。 第VI章については須藤 隆、 高橋 哲（東北大学考古学研究室） 、 大澤正己（八幡製鉄株式会社） 、

松葉礼子 ・ 新山雅広（パレオ ・ ラボ） 、 鈴木三男（東北大学院大学理学研究科生物学教室） 、 平川 南（国

立歴史民俗博物館） 、 鐘江宏之（弘前大学） 、 古尾谷知浩（奈良国立文化財研究所）
の

各氏から報告
を

頂い

た。

編集は千葉、 鈴木が行った。

6. 資料整理および図版作成にあたり、 山川純一、 臨時職員
の

柏倉霜代、 須藤美智子、 熊谷純子、 黒田啓子、

陶山喜美栄、 浦風志恵子、 伊藤美恵子、 鹿野智子、 高橋知賀子、 村上和恵、 小野寺雪子、 木村志信、 渡邊

奈緒
の

協力
を

得た。

7. 本調査については「山王遺跡ー第10次発掘調査概報（仙塩道路建設に伴う八幡地区調査） ー』多賀城市

埋蔵文化財調査センター（平成3年） 、「山王遺跡ー第12次調査概報（仙塩道路建設に伴う八幡地区調査）

ー」多賀城市埋蔵文化財調査センター（平成4年） 、 「山王遺跡ー第17次調査一出土
の

漆紙文書j多賀城市

教育委員会（平成7年） などが刊行されている。 これらと本報告書で記載内容が異なる場合には本報告書

の
内容がそれらに優先

す

る

も

の
である。

8 . 発掘調査に関する記録および出土遺物
は

す

べて多賀城市教育委員会が保管している。
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調 査要項

遺 跡名：山王遺跡（宮城県遺跡登載番号18013)
所在地：宮城県多賀城市南宮字八幡・ 山王一区

調査主体：多賀城市教育委員会 教育長 櫻井茂男

第10次調査

1. 調 査期間：平成2年4月16日,...._,12月19日
2. 調 査面積：2, 700m2 

3. 調査担当者：多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 斎藤一司

4. 調 査 員：千葉孝弥 石本 敬 菊池 豊（補助員）

第12次調査

1. 調 査期間：平成3年4月15日�12月26日
2. 調 査面積：2, 900m1 

3. 調査担当者：多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 斎藤一司

4. 調 査 員：千葉孝弥 菊池 豊（補助員）

第17次調査

1. 調 査期間：平成4年4 月14日～平成5年2 月12日

2. 調 査面積： 2,800m1 
3. 調査担当者：多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 斎藤一司

4. 調 査 員：滝口 卓 石川俊英 千葉孝弥 菊池 豊（補助員）

第21次調査
1. 調 査期間：平成5年4月12日～平成6年1月21日
2. 調 査面積： 4,000m2 
3. 調査担当者：多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 斎藤一司(4 月 1 日--.... 6 月30日）

杉田裕孝(7 月 1 日）

4. 調 査 員：相沢清利 鈴木孝行 菊池 豊

第24次調査

1. 調 査期間：平成6年4月12日～平成7年1月21日
2. 調 査面積：2,000m2 

3. 調査担当者：多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 鳥山文夫
4. 調 査 員：相沢清利 鈴木孝行 菊池 豊



第I章 調査に至る経緯

建設省東北地方建設局、 日本道路公団、 宮城県道路公社、 宮城県 、 仙台市で構成する仙塩地区総合交通計

画委員会は昭和47,..._,52年に仙台湾高規格幹線道路事業計画を立案した。 その路線は亘理町中泉で国道6号線

に連結して仙台市 、 多賀城市、 利府町 、 松島町、 鳴瀬町 、 矢本町 、 石巻市、 桃生町を経て、 岩手県宮古市に

至るもので、 そのうち仙台松島道路は昭和62年に供用を開始している。 この仙台松島道路の南終点である利

府町春日から仙台市中野に至る 7.1kmが東北地方建設局仙台工事事務所が担当する仙塩道路である。

仙塩道路の計画決定に伴い、 昭和56年11月に東北建設局仙台工事事務所から路線敷内の埋蔵文化財の分布

調査の依頼があった。 それを受けて、 宮城県教育委員は利府町教育委員会、 多賀城市教育委員会と共に昭和

57年 3月に分布調査を実施した。 その結果、 利府町の丘陵部で5遺跡、 特別史跡多賀城跡の西に隣接する低

湿地地域で市川橋遺跡、 山王遣跡、

六
貫田遺跡が関わることになった。 これらの遺跡は奈良•平安時代の多

賀城に密接にかかわるものであり、 特に、 山王遺跡はこれまでの調査結果からみて、 極めて濃密な遺構の存

在が推定された。

道路は当初の計画では基底幅80mで十数mの高さに盛土するものであったため、 調査対象面積は40ha、 さ

らに縄文時代から中・近世まで8陪の文化層が予想されることから膨大な時間と費用が見込まれた。 そこで

共用開始の時期をも考慮して、 宮城県教育委員会では昭和62年11月に東北地方建設局に対して盛土工法から

高架工法への変更を申し入れた。 工事事務所からは設計変更を進めるに当たり文化層の具体的な数と遣構の

密度についての資料が求められたため、 利府町の調査が一応終了した昭和63年11・1 2月に山王迫跡の自然堤

防上とそれに隣接する市川橋造跡のうちl ,500m'� こついて確認調査を実施した。 その結果、 山王追跡では掘立

柱建物跡や多賀城外の道路遺構の他、 下層から古墳時代後期・中期、 縄

文時代の遺構や遺物が発見された。 また、 市川橋遺跡でも8層にわたる

水田遺構が重複していることが確かめられた。 このようなデータが明ら

かになったため、 仙台工事事務所は東北地方建設局、 建設省との協議を

経て高架工法へ設計変更することになった。

道路建設に伴う本格的な調査は平成元年度より継続して行われ、 これ

までに山王遺跡八幡•多賀前・山王一区地区、 市川橋遺跡伏石・中谷地

地区の調査を実施している。

八幡地区の調査は、 多賀城I. C. 予定地を対象としたもので、 宮城県

教育委員会と多賀城市教育委員会が分担し、 それぞれ受託して実施して

いる。 （本章は「山王遺跡J宮城県文化財調査報告書第138集 1991年所収の「I . 調
査に至る経過」を訂正、 加筆したものである）

第1図 多賀城市の位置

ー



第 2 図 多賀城市航空写真（昭和24年撮影）画面上 北

この写真は、 米軍撮影の空中写真を建設省国土地理院の
承認を得て撮影したものである。
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第II章 遺跡の概要

1 遺跡の位置と現況

多賀城市は仙台市の中心部から北東約10kmの位置にあり、 北で利府町 、 東で塩鼈市・七ケ浜町 、 南と西で

仙台市と接している。 本遺跡は市の西部に所在し、 特別史跡多賀城跡の南西に隣接している。 海岸線までの

距離は北東で約3 .5km、 南では約2.5kmである。

昭和 24年の航空写真では、 県道泉•塩釜線（旧塩鼈街道）に面した南宮字町に町並みが形成されているほ

かは、 耕地中に人家が点在する程度であった。 昭和 54年頃から宅地造成が増加し、 現在では戸数20,970世帯、

人口60,049人となっている（平成 9 年 2 月末日現在）。 JR東北本線陸前山王駅より西側は住宅が立ち並んで

いるが、 今回の調査区を含む東側一帯については水田が一面に広がるという景観である。

2 地理的環境

本遺跡のある多賀城市西部は、 地理学的にいうと広義の仙台平野の北東部にあたり、 仙台市東部から続く

広い沖積地の一部にあたる。 そのうち 、 JR東北本線岩切駅周辺から多賀城跡に至る県道泉•塩釜線に沿っ

た地域は標高約s�6mの微高地となっている。 この微高地は七北田川や砂押川の沖和作用によって形成さ

れた自然堤防と考えられており、 本遺跡をはじめ多くの遺跡が残されている。 その北側は利府町に至る東西

約2.5km、 南北約3 kmの広い範囲が低湿地となっている。
一方、 その南側は大小の微高地、 低湿地、 旧河道が

複雑に分布する地形となっている。

近年の発掘調査の進展に伴い、 古代の旧地形についても多くの汽料が得られている。 八幡地区では、 現地

表より約3 m下から弥生時代中期の包含層及び水田、 約0. 5m下から古墳時代前期の水田が発見され、 現在と

はかなり異なった地形であった ことが判明している。 沖積作用を繰り返し現在とほぼ同様な地形になったの

はおおよそ奈良時代頃と考えられる。 また、 従来低湿地とされていた多賀前地区や市川橋遺跡水入• 高平地

区においても微高地が確認され、 市川橋遺跡館前地区では7世紀から11世紀ころの巨大な河川が検出される

など沖積地の旧地形は現在よりかなり複雑であったことが判明している。

3 歴史的環境

本市における考古学的な調査は多賀城跡および多賀城廃寺の地形図を作成した昭和3 5年に始まる。 昭和 3 6�3 7

年に廃寺の調査を行い、 翌38年から多賀城跡の調査に着手している。 調査は現在も宮城県多賀城跡調査研究

所によって継続的に進められており、 毎年数多くの成果を挙げている。 多賀城跡周辺地域においては、 昭和

53年、 山王·市川橋遺跡内で広域下水道に関わる調査が宮城県教育委員会によって実施されている。 昭和54

年以降は、 多賀城周辺遺跡の確認調査や宅地造成に対応した緊急調査を多賀城市教育委員会が継続的に実施

しており、 市内における遺跡の広がりや年代について多くの資料を得ている。 昭和 63年には多賀城跡の西側

を通過する自動車専用道路（仙塩道路）建設に係わる調査が宮城県教育委員会によって開始され、 翌年には

多賀城市教育委員会も加わって合同で調査にあたっている。 仙塩道路建設に係わる調査は広大な面積を対象

としており、 しかも下層にまで及んだことから各時代にわたる膨大な遺構・遺物が発見されている。 また、

遺跡を面的に調査することによって遺構の空間的な広がりについても手がかりが得られるなど貴重な成果が
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多数挙げ られている。

以下、 本遺跡八幡地区の所在す る 多賀城市西部の歴史的環境について時代 ごとに説明する 。

弥生時代 ： 本遺跡八幡地区では今回の調査で桝形囲式の遺物包含層や水田跡が発見されている 。 本地区の北

東約0 . 5kmの丘陵上に あ る 多賀城跡五万崎地区か らも桝形囲式と十三塚式の土器と石包丁が出土して お り 、 こ

れ ら の周辺に集落の
存

在が想定される 。

古墳時代 ： 前期の遺構は多賀城廃寺の調査の際に竪穴住居跡が発見され、 多賀城跡五万崎地区においても方

形周溝墓が検出されている。 自然堤防上においても本遺跡町地区か ら 方形周溝墓、 新田遺跡北寿福寺• 南寿

福寺地区から 土壊や溝跡が検出されている 。 また、 本遺跡八幡•西町浦地区、 新田遺跡南寿福寺地区では水

田跡が発見されている。

中期の造構は、 本遣跡か ら 新田遺跡、 さ ら に は仙台市の鴻ノ巣遺跡にかけて多数み ら れ る 。 八幡地区や新

田遺跡後地区では竪穴住居跡が発見されて お り 、 鍛冶工房の
存

在も明 ら かになっている 。 また、 石製模造品

を用いて祭祀を行っていたこ とも明 ら かになっている。 東町浦• 西町浦地区ではこの時期の一般集落では あ

ま り 出土 しない須恵器が十数点出土 している 。 また、 八幡地区から西町浦地区にかけて は北海道系の黒曜石

のス ク レ イ パーが多数発見され て お り 、 西町浦では続縄文土器 （後北C 2式）が 1 点発見されている 。 また、

本遺跡の南東約1 . 1kmの低丘陵上に丸山囲古瑣が あ る 。 未調査で あ る が、 中期の古墳と考え られている 。

後期には、 八幡地区、 新田遺跡後地区で集落跡が検出されている 。 八幡地区では、 竪穴住居跡、 材木塀跡、

河川跡などが発見されている 。 竪穴住居跡は多数重複して お り 、 長期間にわたって集落が営まれたことが推

定される 。 河川跡から は土器や木・竹製品、 骨角製品、 動物遺体な どの遺物が多量に出土している 。 大部分

は食器や生業の道具類で あ るが仏器であ る黒漆塗 り の柄香炉、 まじないに用いる斎串、 占いに使用する 卜骨

なども出土している 。 新田逍跡後地区では多数の土師器壺・甕• 手 づ く ね土器がまとまって発見されてお り 、

何 ら かの祭祀に係わ る 遺構と推定されている 。 この時期の古墳と し て は稲荷殿古墳や田屋場横穴古墳群が知

られている。 稲荷殿古墳は高崎丘陵上に所在する小円墳であ り 、 横穴式石室をもっている。 田屋場横穴墓は

多賀城跡南門西側の築地基礎地業下で発見されたもので、 多賀城創建直前の豪族の墳墓と考え られている 。

奈良時代 ： 本遺跡の北東の丘陵上に多賀城が築かれる。 多賀城は 8 世紀前半から 10世紀中ごろにかけて陸奥

国府であ り 、 奈良時代に は鎖守府も置かれていた。 東辺約1 , 000m、 南辺約860m、 西辺約670m、 北辺約770

mのほぼ中央に政庁があ り 、 外郭線上に は南門・東門・西門が発見されている。 また、 南門か ら 政庁に向か

って延びる 政庁南面道路や東門と西門を結ぶ城内道路も発見されてい る 。 多賀城跡の南東約1 . 2kmの低丘陵上

に は 付属寺院であ る 多賀城廃寺が あ る 。 大宰府の付属寺院で あ る 観世音寺と同様の伽藍配置であ り 、 寺名も
（註）

「観音寺」 と推定されている 。 創建・廃絶の年代は多賀城とほぼ同 じ で あ る 。 こ のほか、 多賀城跡に関連す

るものとして、 南門の傍 ら に 日本三古碑の一つ 「多賀城碑」 が あ る 。 多賀城の位置や、 神亀元年 (724) に大

野東人によ っ て 多賀城が置かれたこ と 、 天平宝字 6 年 (762) 藤原恵美朝臣朝猪によっ て修造されたこ と な ど

が記されている 。 多賀城周辺地域では、 本遺跡千刈田地区、 新田遺跡後・北寿福寺地区、 高崎遺跡井戸尻・
弥勒地区で竪穴住居跡、 本遺跡八幡地区では掘立柱建物跡と竪穴住居跡が発見されている。 八幡地区では漆

紙文書や多量の漆付着土器、 漆作業に関わ る 木簡 （記録簡） な ども出土 し て お り 、 工房が
存

在 した可能性が

考え られている 。 多賀城の南東約4 kmの丘陵上に は多賀城直営の製鉄工場とみ ら れる 柏木遺跡があ り 、 8 世

紀前半代に操業 し たと考え られている。

平安時代 ： 平安時代になると、 本遺跡を は じめ市川橋遺跡、 高崎遺跡、 新田遺跡な どの多賀城の南面一帯の

地域で多数の遣構や遺物が 見 ら れ る ようになる。 とくに、 市川橋遺跡館前地区、 本遺跡八幡・山王一区・山



王

三

区・東町浦の各地区では、 幅 約23 mの南北大路や幅約1 2mの東西大路をはじめ、 政庁中軸線や南辺築地

を基準とした東西•南北の道路跡が多数検出され、 多賀城の南西部の自然堤防上に方格 地割が存在 し た こと

が明らかになって き ている。 道路で画された地割の内部は、 道路と方向を揃えた掘立柱建物跡や竪穴住居跡、

塀跡、 区画溝跡、 井戸跡などが多数発見されている。 ま た、 中国陶磁器や灰釉·緑釉陶器、 硯、 墨書土器、

石帯など多賀城と密接な関わ り をもつ遺物も多 く みられるなど、
一般集落とは異なった様相が見られる。 こ

のうち、 東西大路の北に面 し た本遺跡千刈田地区では、
四面廂付建物跡や中国陶磁器、 多景の灰釉・緑釉陶

器、 木簡が出土しており 「国守館」 と推定されている。 方格 地割の西外側地域にあたる本遺跡東町浦• 西町

浦地区、 新田遺跡寿福寺地区や南北大路東側の微高地上にある市川橋遺跡高平•水入地区、 丘陵部の高崎遣

跡井戸尻 • 弥勒地区、 低平な独立丘陵上の館前遺跡、 市川橋遺跡大臣宮地区な どでも該期の遺構・遺物が発

見されている。 館前遺跡では四面廂付建物跡を中心と し て計画的に配置された規模の大きな建物跡群が検出

され、 市川橋遣跡大臣宮地区でも同様に規模の大きな建物跡が検出されてお り 、 国司など上級官僚の館とす
る説がある。 また、 多賀城廃寺の南西約200mに位置する弥勒地区では、 南向き の丘陵斜面全体から竪穴住居

跡が発見されており 、 寺院に関わる人々の集落および工房と推定されている。 このほか、 本遺跡や新田遺跡、

市川橋遺跡の各地区の微高地上では小規模な掘立柱建物跡およ び竪穴住居跡で構成される集落跡、 低湿地部

分では水田跡が検出されている。 なお、 方格 地割の外側にあたる本遺跡東町浦地区と高崎遺跡井戸尻地区で

は、 「万燈会」のような仏教行事に使用したとみられる土器の廃棄遺構が検出されている。 このほか多賀城に

関わる平安時代の迫跡と しては、 多賀城の北東約6 kmの利府町春日に大沢瓦窯跡群、 多賀城の南西約10kmの

丘陵上に官窯としての性格 が明らかな台原・小田原窯群跡があ り 、 後者では瓦陶兼焼窯も認められている。

また、 東方の松島湾沿岸では新浜B遺跡や水浜遺跡を は じめ多数の製塩遺跡が確認されている。 本遺跡の約

4 . 5km西の河岸段丘上に立地する燕沢遺跡では、 寺院の僧房に類似した長大な掘立柱建物跡や 「讀院口」 の墨

書土器、 漆紙文書が発見されている。

中世 ： 本遺跡八幡地区や新田遺跡寿福寺地区では溝で区画された屋敷跡が発見されている。 とく に、 寿福寺

地区では12世紀後半から16世紀までほぼ連続 して屋敷が営まれており、 地元窯および東海地方の無釉陶器を

はじめ中国陶磁、 国内産施釉陶器、 木製品、 金属製品、 銅銭な どが多量に出土している。 上級武士の屋敷と

考えられている。 内館跡も中世の屋敷と推定されている。 仙台市の洞ノ ロ遺跡でも周囲に溝を巡らせた屋敷

の存在が知られており、 本遺跡から七北田川下流域にかけての自然堤防上には数多く の屋敷が隣接 し て 営ま
れていたものと考えられている。 なお、 これらの屋敷の居住者については、 この付近一帯が留守氏の支配す

るところであった 「高用名」 および 「南宮庄」 に含まれる地域であることから、 留守氏に関わ り のある武士

層が想定されている。

近世 ： 本遺跡西町浦地区では一時酒造業を営んだとい う 記録があ り 、 その宅地の一部が調査されている。 屋

敷の区画溝からは多紐の陶磁器や木製品とともに酒造 り を裏付ける木簡が出土 している。 多賀城跡作貫地区

では塩鼈神社の神官であった志賀氏の屋敷が発見され、 多塁の陶磁器が発見されている。 また、 留ケ谷遺跡

でも江戸時代を通じて使用された屋敷が調査されている。 これらはいずれも土塁•空堀を巡らせた中世の館

の一部を利用したものである。 高崎丘陵西端部においても有力農民ク ラ スの屋敷跡が調査され、 地鎮遺構が

発見されている。

（註） 山王遺跡東町浦地区で発見さ れた土器の中に 「観音寺」 と墨書された ものが 1 点ある。 多賀城付属寺院が主宰した仏教
行事に関わるものと推定されている。
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第 III章 記 載 の 方 法

1 調査区の名称

本書では、 E · F · G · H · I · J · L · Nの各アルフ ァ ベ ッ ト を付した調査区名を使用している。 こ れ

は、 仙塩道路イ ンタ ー チ ェ ン ジ及び側道の予定地における調査対象地区を便宜的に分割 し た も のである。 多

賀城市担当地区は同一年度に複数の調査区を対象としていることか ら 、 調査区を示す名称として敢えて使用

し た。

多賀城市が調査を担当した地区は次のとお り である。

平成 2年度 E 区

平成 3年度 F区

平成 4年度 F · L区

平成 5 · 6年度 G · H · I · J 区

平成 6年度 N 区

2 発掘基準線

平成元年度調査地区の東側に設定した原点 ( 0 · 0 ) を通る南北方向の直線を南北基準線と し 、 それと直

交する東西方向の直線を東西基準線とした。 この原点を 0 として調査区内に 3 mの方眼を組み、 東西方向は

原点か ら 東を E 、 西をWと して原点か ら l m離れるごとにアラ ビア数字で E l · E 2 · E 3 ・・・・、 W l ·

W 2 • W 3 • • • · • と表した 。 南北方向は原点から北を N、 南を S と して同様に表した 。 原点の国土座標

はX = - 188,880,000m、 Y = 13,230, 000mである。

3 遺構番号

従来、 多賀城市が主体となって実施した発掘調査では、 発見遺構に対し各遺跡ごとに連続 番号を付してい

る。 本調査においては、 県文化財保護課との合同調査である点に留意し 、 それとの重複 を 防 ぐ た めに5001番

か ら 番号を付した。 両調査区にまたがって検出された も のについては同一の番号を用いた も の も ある。

4 追物番号

(1 )木製品、 ( 2)金属製品、 (3 )土器・陶磁器 • その他の 3 種類に大別 し 、 各調査年度ごとにそれぞれ登録番号

を付した 。 本書の図版中で 「17 · R - 1 」 と記載した ものは第17次調査における登録番号 1 番を示す。
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第IV章 L 区 の 調 査

1 調査方法 と 経過

今回の調査 は 、 多賀城第二中学校北側の農道から

都市計画道路建設予定地の間における南北約55m、

東西約72mを対象として い る。 この部分は仙塩道路

の本線敷であ り 、 7ケ所に橋脚（ビヤ）の設置が予

定されている。 橋脚の設置される 部分について は事

前調査を行い、 その他掘削の及ばない部分について

は確認調査を行う こ ととした。

調査の経過について は次のとお り である。

第17次調査 （平成4年度）

7月22日 建設省東北地方建設局側と今回の調査に

係る打合せを行う。 □ 箪前調査範囲

7 月23日 鉄塔の周囲に巡 らされた フ ェ ンスを除去。 0 15m 
I ,. , I  I"" I ' ,I 

7 月24日 重機によ り 表土剥離開始 (--...,29 日 ）。 第 4 図 調査区概念図

7 月30日 ベル ト コ ンベヤ ー 設置。 調査区内の各辺に層序観察用 ト レ ンチを兼ねた排水溝を掘る (3 1 日）。

8 月 3 日 北側から人力 に よ る表土剥離 (----19 日 ） 。

8 月20日 作業中断 ("-'1 1 月 15日）。

11月16日 調査再開。 遺構検出作業開始 ("-'2 7日）。

11月25日 発掘基準点設置。 調査区内を 3 m方眼に割付ける ("-'30日）。

11月30日 遺構埋土の掘 り 下 げを開始。

12月 2 日 南北道路を破壊して南北にのびる S D5441溝跡の調査開始。

12月10日 S D5441溝跡の埋土をすべて掘 り 上げ、 南北道路の両側溝を検出。

12月18日 冬期で天候不順のため 、 現時点における全景写真を撮影する。 撮影は リ モ コ ン式 ヘ リ コ プターに

よる。 撮影後半か ら 雪。

12月26日 年末年始のため調査休み ("'-' 1月5日）。

1 月14日 S D 5453 ·5455な ど調査区南半部の区画溝の精査 (,..,_, 2月12日）。

1 月28日 南北道路跡東側溝の精査 ("'-' 2月 1 日）。 4 時期の変遷を確認。

2 月 1 日 南北道路跡西側溝の精査 (--..., 2月5日）。 3 時期の変遷を確認。

2 月13日 作業中断 (,..,_, 3月22日）。

3 月23日 調査再開。 材木塀跡の調査を行う。

4 月 5 日 調査区全景写真撮影にむけて清掃(--...,6日）。 調査区北壁を除 く 三辺の土層断面を清掃し、 写真撮

影と断面図の作成を行う (,......,4月8 日 ）。

4 月 7 日 全景写真撮影。

5 月25日 東壁のほぼ中央部において現地表から約1 . 9m下の古墳時代の水田と見 ら れる土層のサ ンプリ ング

， 



第 5 図 調査区位置図
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を行う。

5 月26日 調査区の埋め戻しを行い、 調査終了。

第24次調査 （平成 6 年 ） ビ ヤNo.86の予定地変更に伴う調査

5 月 9 日 表土剥離開始 (.........10 日） 。

5 月1 1 日 遺構検出作業開始 (.........20 日 ）。 中世以降の建物跡発見。

5 月20日 遺構を埋め戻し、 作業終了。

2 層 序

本調査区は、 ほぼ全域が水田として使用されていたとこ ろ である。 そのため、 水田床土の下には古代の層

及び遺構があまり撹乱を受けることなく 遺
存していた。 第II • III層については平面的に検出しているが、 第

V層以下については調査区北東部に設けた ト レ ン チにおいて観察したものである。 以下各層について説明す

る。

第 I層 現代およびそれ以前の水田層、 盛土などを第 I層とする。 それぞれの厚さは、 盛土が最大で60cm、

現代の水田層は10.......,20cm、 旧水田層は 5 "-'10cmである。

第 H層 暗灰黄色 (2 .5Y 4 / 2 ) 粘土。 S D5453の北側および S D5441の東側に広く 分布 している。 S X5489 

畑跡やS X 5441·5453を翌っている。 厚さは約20cmである。 古代の土器や瓦などが少数出土している。

第III層 黒褐色 (lOY R 3 / 1 ) 粘土。 S D 5453の北側およ びS A5476の東側に分布する。 厚さは 4 "-'23cm 

である。 S X 5489の検出面となっている。 古代の土器が少数出土している。

第rv a層 黄褐色 (10Y R 5 / 6 ) 砂質シル ト および黄褐色 (2 .5Y 5 / 3 ) 砂。 本調査区における大部分の

遺楠は本層上面において検出されている。 黄褐色砂層 （第IV a層）は調査区北東部を中心とした範囲

にのみ分布。 それ以外は黄褐色砂質シル ト層 （第IV b層） となっている。 厚さは約70cmである。

第V層 黒褐色 (2 .5Y 3 / 2 ) 亜泥炭層。 厚さは約 4 cmである。

第VI層 砂質 シ ル ト層である。 厚さは約 3 cmである。

第VII層 黒褐色 (2 .5Y 3 / 2 ) 粘土。 しまりのない層である。 厚さは約10cmである。

第VIII層 暗オ リ ー プ灰色 ( 5 G Y 3 / l ) 砂層。 黒褐色土を含 んでいる。 厚さは約 5 cmである。

第IX層 オ リ ー プ黒色 (7 . 5Y 3 / 2 ) 砂。 しまりのない層である。 厚
I-- 3.800m 

さは約40cmである。

第 X層 オ リ ー プ黒色 (7.5Y 3 / 1 ) 粘土。 上面・下 面とも凹凸が著

---l 

しい。 多量のプラ ン ト オ パールが検出され、 水田層である可能

性が高い。 厚さは約10cmである。 海抜1 . 9m。

第X I層 灰色 (7 .5Y 4 / 1 ) シル ト 。 粒子が細かく 、 薄い炭化 物層

が 3 枚入る。 厚さ約20cmである。

第X II層 オ リ ー プ黒色 ( 5 Y 3 / 2 ) 。 厚さ20cm以上である。

II 

rv. 

vr 

゜ lm 

第 6 図 L 区層序
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3 .  発見 し た 追構 と 遺物

今回の調査で発見 した遺構は次のとお り である。

(1) 古 代 竪穴住居跡 l 棟、 材木塀跡 5 条

道路跡 2 条、 溝跡 2 6条、 畑跡、 土壊

( 2 ) 中世以降 掘立柱建物跡 1 棟

以下、 古い時代の遺構か ら 説明する。

(1) 古代の竪穴住居跡 ・ 材木塀跡

1 .  竪穴住居跡

【 S I 5454住居跡】

調査区南半部の第IV層上で発見した住居跡である。 奈良時代後半の S D 5458や S D5471 · 5491と重複し、

それら によって北辺と西辺が大 き く 破壊されている。 また、 検出 し た時点ですでに床面が露出していた。 平

面形は方形と推定される。 規模は東西2 . lm以上、 南北4 .0m以上である。 方向は、 東辺でみる と発掘基準線

とほぽ一致している。 床面は、 黒褐色粘土粒を含む黄褐色 シル ト による貼床である。 検出面 か ら 掘 り 方底面

までは約10cmである。

遺物は、 掘 り 方埋土から 土師器杯・甕、 須恵器瓶などの小破片が出土している。

2. 材木塀跡

溝状の掘 り 方の中に円形の柱痕跡が密接 して連続 しているもので、 丸太材を立て並べた材木塀跡と考え ら

れる。 調査区南半部において 5 条発見した。 すべて南北方向に延びるものである。

【 S A5475材木塀跡】

N84 ラ イ ンの北側で発見した材木塀跡である。 S D5453の北壁から調査区北壁にかけて約12m検出した。

北側は調査区外へさ らにのびているが 、 南側は S D 5453の南側では検出 で き なかった。 S D 5453、 S X5489 

と重複し、 それ ら よ り 古い。 掘 り 方よ り やや 幅 の広い溝状の切 り 取 り 穴があり 、 それを 掘 り 上げた段階で掘

り 方本体および柱痕跡を検出した。 柱痕跡は密接しているものもあるが間隔が開いているものもある。 方向

は、 両端の柱痕跡を結んだ線で計測する と 北で約6度西に偏 している。 掘 り 方の規模は、 上幅 o . z,.....,o.4m、

下幅 約O . l m、 深さ12cmである。 埋土は地山プロ ッ ク を含む黒褐色粘土である。 柱痕跡は、 径10,.....,20cmの円形

であ り 、 深さ 2 .......,z9cmである。 埋土は黒褐色粘土であ り 、 柱材の一部が残存 し ているものがある。 切 り 取 り

穴の規模は上幅 25.......,85cm、 深さ10.......,40cmである。 埋土は 掘 り 方埋土と同様ににぶい黄色砂質土プロ ッ クを含

む黒褐色粘土である。

遺物は、 切 り 取 り 穴か ら土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕の破片が出土 し ている。 第 9 固は非ロ ク ロ 調整の土

師器杯である。

ドー3 .400m ---j 

第 7 図 S A 5475 • 5476断面図
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池 土 色
黒褐色(lOY R3/2l 
にぶい貿褐色CIOY RS/4) 

3 黒褐色(lOY R3/2) 

4 黒褐色(lOY RJ/2) 
(N- 94ラ イ ン ）

土 性 備 考 種

粘質土 にぶい黄色砂質土粒を含む S A5476切 り 取 り 溝埋土
シ ル ト 贔褐色土粒をわずかに含む S A5476掘り方埋土

粘質土 S A5475切 り 取り溝埋土
にぶい黄色砂質土 プ ロ ッ ク を
含む

粘質土 にぶい黄色砂質土プロ ッ ク を 多 く 含 む S A5475憩 り方埋土



Cl) 

/dm 

N 93 ""一 ••

N-90 ... .  

ー
』

N 87 ... 

N-84 

N-81 ー・

N-78 
’●9●9 

N·75 ·-

S A 5475 • 5476 • 5477 · 5510 • 5509 第 8 図

1
3
---14

 



[
 

J -- -

,tu 

――

 
15 

-_1

-＿＿1-――
 

――

 

9
ー
ー●●ー
・ー一 l_

 ,
 
...

 
；_- ― ――
 

『--

i-＿_＂
寸

r·

'
 

図版 1 出土した大型植物化石 （スケール ； 1 - 8 、 23、 24は 2 cm、 9 -21、 22、 25は 1 mm) 
1 、 2 : オニグルミ 、 核、 （追物No. 2 ) 3 、 � : スモモ 、 核、 （造物N<1 9 ) 5 、 6 : モモ、 核、 （辿物No. 9 ) 7 : ト
チ ノ キ 、 果実破片、 （追物No.35) 8 : ミ ク リ 属、 果実、 （造物No.11) 9 、 10 : イ ネ、 炭化胚乳、 （遺物N<1 S ) 11 : オ
オ ム ギ、 炭化穎果、 （遺物No. 5 ) 12 : オ オ ム ギ、 炭化胚乳、 （遺物No.5 )  13 : コ ム ギ、 炭化胚乳、 （遺物地 5 ) 14 : 
イ ネ科、 穎果、 （遺物No. 7 )  15 : 工 ノ コ ロ グサ属、 穎果、 （遺物N<1 7 )  16 : スゲ屈、 果実、 （遺物No.7 )  17 : カ ヤ ツ
リ グサ属、 果実、 （遺物N<1 7 )  18 : ホタルイ 属、 果実、 （遣物N<1 7 ) 19 : カ ナ ム グラ 、 種子、 （遺物N<190) 20 : サナ
エタデ、 果実、 （遺物N<17 )  21 : ササゲ属、 炭化子葉、 （遺物No. 5 ) 22 : ナス、 種子、 （遺物No. 7 ) 23 : ヒ ョ ウ タ ン
仲間、 果実破片、 （造物No.6 ) 24 : ヒ ョ ウ タ ン仲間、 種子、 （遺物No.94) 25 : メ ロ ン仲間、 種子、 （遺物No.188)
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第10次調査
上 調査区全般
下 同上

面面上 北
上半分 県文化財保設課調査地区
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第10次調査 道路跡 （古代）
上 S X5150 南よ り
下 同上 調査風景





第10次調査 建物跡 （古代）
上 S B5151 北よ り
中 S 85151南東隅柱穴 北東よ り
下 同上 北側柱列西よ り 1 間目柱穴

南よ り





第10次調査 建物跡 （古代）
上 S B 5153 · 5154 画面上 北
下 S 85155 南よ り
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第10次調査 竪穴住居跡 （古代）
上 S I 5065 新段階 南 よ り
中 同上 古段階 南 よ り
下 S I 5129 南よ り
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第10次調査 井戸跡 （古代）
上 S E5069全景 西よ り
中 同上 遺物出土状況 南 よ り
下左 同上 井戸側内部 西 よ り
下右 同上 井戸側下部構造
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第10次調査 井戸跡 （古代）
上左 S E5056遺物出土状況
上右 同上 南東よ り

東 よ り

中 S E5056 · S E5048 束 よ り
下 同上 西よ り
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第10次調査 井戸跡 （古代）
上 S E5056井戸側下部 東よ り
中 同上 西 よ り
下 同上





第10次調査 井戸跡 ・ 土墳 （古代）
上 S £ 5030 西 よ り
中 同上 井戸側下部構造 東 よ り
下 S K5086 東よ り
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第IO次調査 溝跡 （古代）
上 S DISO 北よ り
中 同上 杭列 西 よ り
下 同上 土層堆積状況 北 よ り
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第10次調査 溝跡 （古代）
上 S D180 最上層における土器出土状況
中 同上 カ ゴ出土状況
下 同上 曲物出土状況



第10次調査 溝跡 （古代）
上 S D180 漆紗冠出土状況
中 同上 漆紙文書（具注暦）出土状況
下 同上 ササ ラ出土状況





第10次調査 屋敷の区画溝 （中世）
上 屋敷A東辺S D5001 南よ り
中 同 上 北 よ り
下 屋敷A西辺S D 5042 · S K5037、

屋敷B I 期東辺S D5009 南よ り





第10次調査 屋敷の区画溝
（中世）

上 S D5052 
西よ り

下 S D5052土層堆積状況
西 よ り





第10次調査 屋敷の区画溝 （中世）
上 屋敷B II · Ill · IV期東辺S D5029 

北 よ り
中 屋敷B V · Vl期東辺 S D5003 

南 よ り
下 屋敷 B V · Vl期北辺 S D5007 

北 よ り





第10次調査 屋敷内の建物跡 （中世）
上 屋敷A S B5176 南 よ り
中 屋敷 B V · Vl期の整地陪 · S 85166 

南東 よ り
下 屋敷B 角柱の痕跡が残る柱穴
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第 9 図 S A5475出土遺物

【 S A5476材木塀跡】

種 類 層位
土師器杯 1 層

特 徴
O非ロク ロ調整
【外面］
ロ縁部 ： ヨ コ ナデ
底 部 ： 手持ちヘラケズリ
＊体部と底部の境に段あり
【内面］
ヘラ ミ ガキ→黒色処理
＊体部と底部の境に く ぼ

みあり

口 径 底 径 器 高 登録番号
(15. Gan) (4.9cn1) R-2689 

S A5475の す ぐ西側で発見した材木塀跡である。 S D5453によっ て分断 さ れているが、 調査区北壁から南

壁にかけて約24m検出した。 S D 5453 · S X5489 · S  A5510 と 重複して お り 、 それら よ り 古い。 方向 は両端

の柱痕跡を結んだ線で計測す る と 、 北で約 4 度西へ偏している。 掘り方よ り幅の広い溝状の切 り 取り穴があ

り 、 それを掘 り 上げた段階で掘り方本体および柱痕跡を検出した。 掘り方は、 規模が上幅28,..._,55cm、 下幅約

10cm、 深 さ 18cmで あ り 、 埋土は黒色土粒を含む黄褐色 シル ト である。 柱痕跡は、 径10......,18cmの 円形であり、

深 さ 2 ,..._,18cmである。 埋土は、 に ぶい黄色砂質土ブロ ッ ク を含む黒褐色粘土である。 切り取り穴は、 規模が

上幅約60,..._,llOcm、 下幅約28"-'55cm、 深 さ 10,..._,25cmであり、 掘 り 方底面まで達して柱を完全に破壊している部

分 も ある。 埋土は、 にぶい黄色砂質土プロ ッ ク を多量に含む黒褐色粘土である。

迫物は出土していない。

【 S A5477材木塀跡】

S A5476の西側で発見した材木塀跡である。 南側はN89ラ イ ンから調査区北壁にかけて約9.8m検出した。

北側は調査区外へさ ら に のびている 。 S X5489 • S K5501 と 重複 し て お り 、 そ れ ら よ り 古い。 ガlq」 は 、 掘り

方両端の中心をむすぶ線で計測 す る と 、 北で約 2 度西に偏している。 掘り方の規模は、 上幅40,..._,70cm、 下幅

20,..._,60cm、 深 さ 5 ,..._,25cmである。 埋土上面で柱痕跡は確認できなかったが、 掘り方底面において 円形の小穴

12基を検出している。 壁際にあるも のが多く 、 間 隔 も 5 "'75cm と 一定していない。 規模が径20......,32cmのほぼ

円形であ り 、 深 さ 3 ,..._,14cmである。

遺物は出土していない。

【 S A5510材木塀跡】

S D5453の南側で発見した材木塀跡である。 約9 . 8m検出しているが、 残存状況が悪く 、 わずかの柱痕跡を

検出したのみである。 S A5576 · S D5440 と重複しており、 S D 5440 よ り古いが S A5576よ り新しい。 方向

は 、 掘 り 方両端の中心をむすぶ線で計測すると北で約10度西へ偏している。 掘 り 方の規模は、 上蝠約40cm、

下幅約15cm、 深 さ 約20cmである。 埋土は黄褐色シル ト である。 柱痕跡は径約15cmの円形であり、 深 さ 12cm以

上である。 埋土 は黒褐色粘土である。

遺物は出土していない。

【 S A5509材木塀跡】

最 も 東側で発見した材木塀跡である。 北側を S D 5456 • 5459、 南側を S X5503によって破壊され、 わずか

約2.6m検出したのみである。 検出した時点で柱痕跡を確認する こ と ができた。 方向は、 両端の柱痕跡をむ す

ぶ線で計測す る と 北で約 3 度西へ偏している。 掘 り 方 の規模は、 上幅24,..._,40cmである。 埋土は黄褐色 シ ル ト

である。 柱痕跡は径12,..._,18cmの円形であり、 間隔は 4 ,..._,18cmである。 埋土は黒褐色粘土である。

遺物は出土していない。
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(2) 古代の道路跡 ・ 溝跡 ・ 畑跡土壊

1 .  道路跡

【 S X400道路跡】

調査区北西部で発見 した南北道路跡 （西5 道路）である。 約3 4mにわたって検出 してお り 、 さらに調査区

外へのびている。 東西両側に素掘 り の側溝を検出し、 部分的に路面堆積層 も 認められた。 調査区北端部では

その東側に S X 265 1東西道路跡 （北 3 道路）が連結している。 S D5 441南北溝跡 と ほぼ同位置で重複し、 大

きく 破壊されている。 S X 2 651との接続部よ り 南側においては、 東側溝は底面付近まで削平され、 路面 も 東

半分が削 り 取られている。 西側溝は調査区北端部が削平されているが、 そのほかは比較的良好に残
存

してい

る。 本遺構の大部分は平面的な調査にと どめ、 両側溝と も それぞれ一部の精査を行ったのみである。 このよ

うな残
存

状況およ び調査内容から、 便宜上側溝 ご と に変遷や路面 と の関係について説明する。 両者の関係に

ついては、 本調査区の北側における県文化財保護課調査地区の成果をふまえ 、 本章の最後に検討する こ とに

したい。

〔 S D5 480西側溝〕

約14mにわたって検出した。 南半部は S D5 441の埋土 1層と同様の黒褐色粘土で覆われている。 ほぼ同位

置で 3 時期の重複 ( a → b → C 期）を確認した 。

o S D5 480(a) 

第IV層上で検出した。 灰白色火山灰プロ ッ クを含む(c)期の路面堆積層によって完全に覆われている。 東壁

付近で S X5 499と重複し、 部分的に破壊されている。 方向は南北発掘基準線と ほぼ一致 している。 規模は、

N-116·E-1 2 のセ ク シ ョ ンベル ト でみる と 上幅 約1. 3 m、 下幅 約0 .7m、 深さ約0 . 4mである。 壁は緩やか

に立ち上がり 、 底面はほぼ平坦である。 埋土はにぶい黄褐色粘土であり 、 黄褐色砂質土プロ ッ ク を含 んでい

る。 遺物は出土していない。

こ の時期は第IV層を路面 と している。 路面には波板状圧痕が1 3 条検出された 。 同圧痕は道路とほぼ直行し、

規模は長さl . 3 ,..._, 3 .4m、 幅 0. 2 ,..._,0.6mでそれぞれの間隔は0. 2 ,..._,0.Smである。 埋土は暗褐色砂である。

o S D5 480(b) 

第IV層上で検出 した 。 中心は(a)の約1 .5m西側である。 (c)期の路面堆積層によって東壁付近が直接覆われて

いる。 方向は北で約 3 度東に偏 している。 規模は上幅 約0.7,..._,l. 2 m、 下幅 約0.5m、 深さ約0.5 mである。 底

面は北に向かって傾斜し て お り 、 比高差は約10cmである。 壁の立ち上が り は(a)期 と 比較してやや急である。

埋土は暗灰黄色粘土であ り 、 上層に灰白色火山灰プロ ッ ク を含んでいる。 遠物は出土していない。

こ の時期には、 S D5 480(a)期の埋没後、 その埋土上面 も 路面となっている。 こ の路面は側溝の外側よ り 約

10cm低い。

o S D5480(1;) 

路面堆積層上で検出 した。 溝の中心は(b)期よ り わずかに西側である。 S D5 441の埋土である黒褐色粘土に

覆われている。 方向は南北発掘基準線とほぼ一致している。 規模はN-117·E -1 2 の セ ク シ ョ ンベル トでみ

ると上幅 約70cm、 下幅 約3 0cm、 深さ約25 cmである。 断面形は船底状であり 、 壁は緩やかに立ち上がっている。

また 、 その東側に幅 約 2 m、 深さ約10cmの浅い段が形成されている。 この段でみると、 方向は南北発掘基準

線 と ほぼ一致している。 こ れらの埋土は灰黄褐色粘土であ り 、 黄褐色砂質土プロ ッ ク を含んでいる。 遺物は

出土していない。

この時期は、 にぶい黄橙色砂を主体 と し灰白色火山灰プロ ッ ク を含む堆積層上面を路面としている。 路面
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第11図 S X400 

の高さは側溝の外側とほぼ同じである。

〔 S D5485東側溝〕

約3 4mにわたって検出した 。 そのうち S X 2651東西道路との接続部において 4 時期の重複 ( a → b → C →
d → e 期）や路面堆積層 との関係を把握することがで き た 。 方向は北で5 ,..._,10度東に偏している。

o S D5485(a) 

第IV陪上において約2 .5m検出した。 S X 2651東西道路路面を横断して北に延びている。 (e)期の路面堆積層

によって完全に覆われている 。 規模は上幅約l.lm、 下 幅約0 .5m、 深さ約0 .3 mである。 断面形は逆台形であ

り 、 壁は東側が緩やかに立ち上がっている。 底面はほぼ平坦である。 埋土は上層が黄褐色砂、 下層が暗灰黄

色粘土である。 遺物は出土していない。

o S D5 485(b) 

第IV層上において約2.5 m検出した。 S X 2 651 東西道路路面を横断して北に延びている。中心は(a)期の約0 .7

m西側である。 規模は上幅 0 .6m以上、 下幅約0 . 3 m、 深さ約0 . 3 mである。 壁は緩やかに立ち上がっており、

底面はほぼ平坦である 。 埋土は暗灰黄色粘土である。 遺物は出土していない。

o S D5485(c) 

路面堆栢土上において約2.5 m検出した。 S X 2651東西道路路面を横断して北に延びている。 中心(b)期の約

0 .8m東側である。 規模は幅約0. 2'"'-'0.4m、 下幅 約O . l.......,0 . 2m、 深さ約0 .1"'0 . 3 mである。 断面形はU字状で

あ り 、 壁は急角度で立ち上がっている 。 底面はほぼ平坦である。 埋土は灰白色火山灰 プロ ッ ク を多く含む黄

褐色砂である 。 遺物は出土していない。

o S D5485(e) 

約3 0mにわたって地山面で検出した 。 S X 2651東西道路の南側溝 S D55 24と 連続している 。 規模は上幅

0 .7'"'-'l.lm、 下幅0 .4'"'-'0.5m、 深さ0 . 2'"'-'0 . 3 mである 。 断面形はU字状であり、 底面はほぼ平坦である。 埋
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S D5480 · 5481 S X5499 
A 
l--3.SOOm 

S X5499 
8 
1--3.SOOm 

�· 

---!t' 

・
S D5480 · S X5499 
C 
t一 3.000m

S D5524 
l---6.SOOm 

�-

一

S D5485 
t--3.SOOm 

S 05480 
No 土 色
1 灰黄褐色(JOY RS/2) 
2 にぶい黄橙色(2.5Y6/4)

3 a 贄褐色(2.SYS/3)
3 b 貿褐色(2.SYS/3)
4 a オ リ ープ褐色(2 SY 4/3) 
4 b 貧褐色(2.5Y5/3)
5 a 暗灰黄色(2.SY4/2)
S b  暗灰黄色(25Y4/2) 
6 暗灰黄色(2 SYS/3) 

7 a 暗灰黄色(2.SY4/2) 
7 b 暗灰黄色(2.5Y4/2)
8 灰貿褐色(JOYR4/2) 

9 a 暗灰黄色(2.5Y4/2)
9 b  暗灰賀色{Z,5Y4/Z) 
10 暗灰黄色(2.SY4/2)
II 暗灰貧色(2.5Y4/2)
12 暗灰白色(2.5Y4/2)
13 にぷい黄褐色(IOYR�/3) 

S 05524 

Im 

土 性 備 考
シル ト 灰白色火山灰小プロ ッ ク を含む
砂 灰白色火山灰小プロックを含む
細 強 く しまる
砂 強 く しまる
粘土質シルト
砂質シルト
粘土 わずかに地山と砂粒が入る
砂シルト
粘土
粘土 地山プロック入る
粘土
粘土
粘土 細砂との細かい互庖
粘土 わずかに砂粒が入る
粘土 わずかに砂粒が入る
粘土
粘土 わずかに地山黄色土粒を含む、 酸化鉄少黛含む

粘土地山費色土プロ ッ ク を少量含む

立む 考

且砂 I灰白色火粒を含む

種 別- ·- -· 
(bl期埋土
(b)期埋土"" 
(b)期埋土
(bl期埋土
C亀潤坦

一

S 05485 
No. 
I 
2 

3 a 
3 b 
4 
5 
6 
？ 
8 ， 
10 

土 色 土 性 価 考
灰褐色(JOY RS/2) 砂 し ま り 強
貿褐色(2.SYS/3)
贄褐色(2.SYS/3)
黄褐色(2.SYS/3)
黄褐色(2.SYS/3)
黄褐色(2.SYS/3)
暗灰贄色(2.SY.n)
黄褐色(2.SYS/3)
暗灰貿色(2.5Y4/2)
貿褐色(2.SYS/3)
貨褐色(2 SYS/3) 

砂 灰白色火山灰小プロ ッ ク を多量含む
砂 し ま り 強
砂 し ま り 強
砂 し ま り 強
砂 し ま り 姦
粘土 砂をプロック状に含む
砂 し ま り 強
粘土 砂を層状含む
砂 暗灰黄色(2.5Y45/2)粘土プロックを含む
砂 砂が少し入り粘性をおびている

第12図 S D 5480 • 5481 • 5485 • 5424断面図

櫨 別

(c)期埋土
(c)期路面堆積層

(c)期路面堆積層

(b)期埋土
(a凋埋土
(a濶埋土
(a濶還辻
(n濶埋土

種 別
(c濶埋土
(c)期路面堆積層
S X 5499 
S X5499 
S X5499 
S X5499 
S X滋9
S X5499 
S XS499 
S XS499 
S X5499 
S X5499 
S D548l 
(b濶埋土
(b)期埋土
(b)期坦吐
(a)期埋土
(• 潤埋土
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土はにぶい黄褐色粘土およ び黒褐色粘土である 。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が数点出土してい る 。

いずれも小破片である。

【 S X3651道路跡】

調査区北部において地山面で発見した東西道路跡（北 3 道路） である 。 S X400南北道路跡の東側に接続し

ている 。 約6mにわたって検出した。 路面には堆積層 と 北に延び る 南北道路側溝が 3 条み ら れ る 。 南側溝 S D

55 24 を約4mにわたって検出した。 2時期の重複があり ( a → b 期） 、 (b)期でみる と 規模は上幅 約1 . 1"'1.3 m、

下幅 約0 .3 m、 深さ約0. 2-0 .4mである 。 底面は S X400東西道路に向かって傾斜しており、 比高差は 20cmで

ある 。 断面形は船底形であり埋土はにぶい黄褐色砂である 。 遺物は出土していない。

【 S D5481溝跡】

調査区北西部において 、 S X5500道路跡路面堆積層下 で発見した南北溝跡である 。 西側溝S D5483 埋土上

面で約5 .6m検出した。 南側はN 11 2ラ イ ンで止まっているが、 北側はS D5441によって破壊されている 。 方

向は、 北で約5度東へ偏している 。 底面は北に向かって傾斜しており、 比高差は10cmである 。 規模は、 上幅

3 0-50cm、 下幅 15-3 0cm、 深さ10"'3 0cn1である。 断面形はU字形であり、 壁は急角度で立ち上がっている 。

埋土は、 暗灰黄色粘土 と 砂層が粗く 互層 と なっており、 灰白色火山灰プロ ッ クが多く含 まれている 。

遺物は出土していない。

2 .  溝 跡

【 S D5458溝跡】

調査区南半部の地山面で発見し た南北溝跡である。 約3 0mにわたって検出した。 S D5460 ·5465·5470 と

重複があり、 S D5470より新しいが他のものよりは古い。 方向は北で約10度西へ偏している 。 底面は北側に

向かってわずかに傾斜しており、 比高差は10cmである。 規模は上幅 約4.5m、 下 幅 約3 . 5m、 深さ約0 . 2mであ

る 。 断面形は底面が広く 立ち上がりが緩やかである 。 堆積土は黒褐色粘土を主体としており、 本溝跡がほぼ

埋没した後そのわずかなく ぼみに灰黄褐色粘土が薄く 堆積している 。

迫物は土師器杯 • 高台付杯・甕•高杯、 須恵器杯 • 高台付杯 ・ 甕が出土している 。 土師器は調整手法の判

別可能なものはすべて非ロ ク ロ 調整である 。

【 S D5470溝跡】

調査区南半部の第IV層上面で発見した南北溝跡である 。 S D5458 と重複しており、 それより古い。 大部分

が S D5458に覆われて い る ため、 約9m検出したにす ぎない。 南側はさ ら に調査区外への びている。 方向は、

直線的な部分では北で約3 度西へ偏しているが、 調査区南壁付近では西に湾曲している。 底面はわずかに北

ヘ傾斜しており、 比高差は7cmである 。 規模は上幅 0.5-1.0m、 下 幅 0 . 2"'0 .5m、 深さ0 . 1"'0 . 2mである 。

断面形は逆台形である 。 埋土は黒褐色粘土を主体としている 。

遺物は土師器甕が出土している 。 非 ロ ク ロ調整である 。

f-3.400m 
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第13図 S D 5458• 5470断面 図 (S = I /40)

種 別
S D5458埋土

S D5458埋土

S D5458/旦土—·-―.. , ... 
S D5470埋土

S D545邸上
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番号 種 類 層位 特 徴 ロ 径 底 部 器 古回登録番号
l 須恵器高台杯 1 層 【外面】 口縁 ・ 体部 ： ロ ク ロ ナ デ (14 .4cm) 8.8cm 4 .9cm R-44 

底部 ： ヘラ 切 り
［内面】 ロ ク ロ ナ デ

土師器杯 l 層 O非 ロ ク ロ調整 14.4cm ( S on) R-563 
【外面】 口縁 ・ 体部 ： ヨ コ ナ デ

底部 ： 手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ
＊体部と底部の境 に く ぼみあり

【内面］ ヘラ ミ ガ キ→黒色処理
＊体部と底部の境に段 あ り

3 土師器高杯 I 陪 O非 ロ ク ロ調整 9.2cm R -690 
【外面】 体部 ： エ具 に よ る ナ デ

脚部 ： エ具 に よ るナデ→ヨ コ ナ デ
底部 ： ヘ ラ ナ デ

【内面］ ヘラ ミ ガ キ →黒色処理

第14図 S D5458出土遺物

三 池 土

庫
色 土 性

粘土
粘土

釧 考
砂粒• 酸化鉄 ・ マンガン粒多 く含む。 黄色土粒少量含む
黄色土プロッ ク多負に含む

( S = l/40) 
第15図 S D5460断面図

【 S D 5453溝跡】

調査区南半部の第IV層上で発見した東西溝跡で ある。 S D 5455南北溝 と T字形に連結して い る。 S D5440· 

G4G6 · G466 · G467 · 5469 · 547
8

· 5479、 S A5475 · 5476 · 5477 と 重複 し て お り 、 いずれの も の よ り も新しい。

同位臨で 2 時期の重複が確認さ れている (A→ B期） 。

A期 約0.7m検出したのみである。 底面はほぽ平坦である。 比高差はほ と ん どない。 規模は、 N-80 · E

-39地点のセ ク シ ョ ンベル ト でみる と 、 上幅1 .2m 、 下幅80cm、 深 さ 40cmである。 断面形は逆台形である。 埋

土は上下 2 層に大別でき 、 上層が灰黄褐色粘土、 下層が黒褐色粘土であ る。

遺物は土師器杯 • 高杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕が出土 し て い る。 土師器杯 ロ ク ロ 調整を行った も の と 非 ロ ク ロ

調整の も の と がある。

B期 N-80 · E -39地点の セ ク シ ョ ンベル ト でみると、 中心はA期の約60cm北である。 調査区東壁か ら

西壁にかけて約36mにわたって検出し て お り、 さ ら に東西にのびている。 N-
8

0 · E-39地点のセク シ ョ ン

ベル ト か ら東側はおお むね直線的であり、 方 向は西で約 5 度南へ偏 し て いる。 同セ ク シ ョ ンベル ト か ら 西側

では北へ湾曲している。 規模は上幅0 .8,.....,l.8m 、 下幅0 .3.......,1 .2m、 深 さ 0 . 2,.....,0 .6mである。 断面形は逆台形

である。 底面はほぼ平坦であるが、 S D5455との合流地点がやや低くなってお り、 比高差は約30cmである。

埋土は 3 層に大別 さ れ、 第 1 層は灰黄褐色粘土、 第 2 層が灰白色火山灰層、 第 3 層は黒褐色粘土である。 第

2 層の灰白色火山灰層は厚さ 2 ....._, 6 cmである。

遺物は、 第 1 層 か ら 土師器杯 ・ 甕、 円盤状破片、 赤焼き土器杯 • 高台付杯、 平瓦が出 土 し て お り、 第 3 層

か ら は土師器杯 • 高杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 高台付杯、 斎串が出土している。 土師器杯は ロ ク ロ調整を行ったも

のと非 ロ ク ロ調整の も の とがある。 基書土器は 「財」で あ る。 斎串は S D 5455 と の合流地点か ら 出土した も

ので、 折れてはいるがほぽ原形をと どめている。 頭部は圭頭状であり、 下端部はにぶ く 尖っ て い る。 体部に

は左石対称に切り込みが入っている。

23 



E
 27
 

E
 3
0
 

E
 33
 

E
 36
 

l
E
,

 39
 

E
 4
2
 

l
E
'

4
8
 

N_90
 

N
 93
 

,
1・

s 

S
05455
 9
 

I!
 rn

 

濾1
9
�

S
 0
5
4
53
,

 5
4
6
7
•

 5
 47
8
 

24 



A ← 3.400m 

池 土 色 土 性 備 考
I 灰黄褐色OOY R4/2) 粘土打シルト 細砂プロ ッ ク、 灰白色火山灰粒を含む

2 灰白色 灰白色火山灰陪

3 黒褐色(2.SY3/2) 粘土
灰白色火山灰粒少し含む、上憚に酸化鉄・
マンガン粒多く含む

4 黒褐色(2.5Y3/2) 粘土

5 黒褐色(2.5Y3/2) 粘土
6 I.II褐色(2.5Y3/2l 粘土
1 オ リ ープ捐C 5 Y3/ll 粘土 炭化物粒わずかに含む
8 オ リ ー プ黒(IOYJ/2) 粘土

9 暗灰黄色(2.5Y4/2) 粘土
10 灰黄褐色(IOY R4/2) 粘土
11 灰黄褐色(lOY R4/2) 粘土 貿色粘土粒をわずかに含む

12 黒褐色(2.SYJ/2) 粘土
13 灰黄褐色(JOY R4/2l 粘土質シルト 黄色土プロ ッ ク 、 砂を含む
14 黒褐色(2.5Y3/2) 粘土 黄色土粒多 く含む

第17図 S D 5453 • 5478 · 5479 • 5469断面図

＼べ t プ

� 

3 

占尼ー3.400m

種 別
S 05453A埋土

S 05453A埋土

soふ153A埋土

S 05469埋土

S D引69埋土

S D5'169埋土

S 05469埋土

SD討69培辻

S 05479A埋土

S 054538埋土

S D54538埋土

S 0545313埋土

S D547叫
S D5478Jli 

池 土 色 土性 紺 芍 種 別
J 灰黄褐色(JOY R4/2) 粘土 砂粒わずか含む S D54538坦

2 灰黄褐色ClOY R4/2) 粘土 黄色土プロック含む S D5453B埋土

3 灰黄褐色OOYR4/2) 砂 砂粒多く含む S D5453A埋土

4 昭灰黄色(2.5Y4/2) 粘土 S 05453A埋土

5 オ リ ー プ灰(IOY4/2) 砂
黒粕色(25Y3S/2J 

S 05453A庄
粘土プロックを含む

6 灰貿褐色OOY R4/2) 粘土 貿色土プロ ッ ク が入る S D5453A埋土

第18図 S D 5453 • 5469断面図

第20図 S D5453出土遺物

25 

�-



番号 種 類 層位 特 徴 ロ 径 底 部 器 高 登録番号
1 須恵器杯 4 層 【外面】 体部 ： ロ ク ロ ナデ 6.4cm R -731 

底部 ： ヘラ切り
＊底部に堡霞 「財」

【内面］ 体 ・ 底部 ： ロ ク ロ ナ デ
土師器杯 3 層 O ロ ク ロ調整 8.4cm R-680 

【外面】 体部 ： ロ ク ロ ナ デ
底部 ： 回転ヘ ラ ケ ズ リ

＊底部に線刻
【内面】 体 ・ 底部 ： ヘラ ミ ガ キ →黒色処理

3 須恵器高台杯 3 層 【外面】 体部 ： ロ ク ロ ナ デ (15.4cm) 9.4an 9 皿 R-557 
底部 ： 回転ヘ ラ ケ ズ リ →高台貼付

（内面】 ロ ク ロ ナ デ
4 手捏ね土器 3 陪 ［外面】 指 お さ え (7 .4cm) 4 .5cm 3cm R-611 

［内面】 指ナデ
5 須恵器甕 3 層 ［外面】 体部 ： 平行叩き (15 .8cm) R-629 

【内面】 体部 ： 工具 に よ る ナ デ
底部 ： 摩耗

6 斎串 3 層 長26.3cm 幅 3 cm 厚0.2cm R-122 

S D5453出土遺物 （第20図）

[ S D5478溝跡】

調査区南半部の第IV層上で発見した東西溝跡である 。 約16mにわたって検出した。 S D 5440 · 5453· 5465、

S A5476と重複 しており、 S D 5440 · 5453 · 5465より古いが S A5476より新しい。 大きく 破壊されており、

南壁を確認したのみである 。 方向は東で約10度南へ偏している 。 規模は 、 上幅 I . Om以上、 下幅 0.8m以上、

深さ約0 .2mである 。 埋土は灰黄褐色粘土であり、 黄褐色砂質土プロ ッ ク を 含 んでいる。

遺物 は出土し ていない。

【 S D5479溝跡】

調査区南半部の第IV層上で発見 し た東西溝跡である。 S D 5453 · 5469と重複 しており、 そ れらより古い。

約2 . 6m検出 し た。 方向は西で約1 度北へ偏している 。 規模はN-89 · E -39地点のセ ク シ ョ ンベル ト でみ

る と、 上幅 0.2m以上、 下幅 0.3m以上、 深さ0.2mである 。 断面形 は逆台形である。 埋土は暗褐色粘土である 。

遺物 は出土していない。

【 S D5469溝跡】

調査区南半部の第IV陪上で発見した東西溝跡である。 東端で S D 5466に連続している 。 また、 南壁に S D

5465が連結してい る 。 約12mにわたって検出し、 西側はさらに調査区外にの びている。 S D5453 · 5479と重

複しており、 S D5453より古いが S D5479より新しい。 方向は、 西で約1 0度南に偏してい る。 底面 は、 おお

むね平坦であるが S D5466との接続 部分が低く なっており、 比高差は30cmである。 規模は上幅 約0 . 6......... 1 . 0m、

下幅 約o.z.-......o.5m、 深さ0 .3.-......0.5mである 。 断面形 は逆台形である。 埋土は黒褐色粘土を主体としており、

下層は グ ラ イ 化 している 。

遣物は出土していない。

【 S D5455溝跡】

調査区南半部の第III層上面で発見 し た南北溝跡である。 南側は S D5453溝跡に連結し、 北側は調査区外へ

さらにのびている。 約9.0mにわたって検出した。 S D 5467と重複しており、 それより新しい。 直線的にのび

ており、 方向は北で約10度西へ偏 している 。 同位置で 2時期の重複が確認されて い る ( A → B 期）。

A期 N-86· E- 56地点の セ ク シ ョ ンベル ト でみ る と、 上幅 約0 .9m以上、 下幅 約0.5m以上、 深さ0 . 6m

である 。 断面形 は逆台形である 。 底面 は ほ ぼ平坦であり、 比高差はほとんどない。 埋土は黒褐色粘土が主体

であり、 灰黄褐色粘土や黄褐色砂質土プロ ッ クを含んでいる 。
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第22図 S D 5455 • 5467断面図 ( S = l/40) 

lb 土 色
1 灰黄褐色(lOY R4/2) 
2 灰白色
3 灰黄褐色OOY R<l/2) 
4 灰黄褐色(lOY R4/2) 
5 黒褐色(2.5Y3/2)
6 黒褐色(2.5Y3/2)
1 /.l\褐色(2.SY3/2)
8 灰黄褐色(lOY R4/2) 
9 灰黄褐色OOY R4/2) 
10 1!\褐色OOY R3/2l 
LI 黒褐色(IOY R3/2) 
12 暗灰黄色(2.5Y4/2)
13 黒褐色(2.SY3/2)
14 黒色(2.5Y2/1)

土性 備 考
粘土 灰白粒を含む

灰白色火山灰陪
粘土 1 よ り 多 く の灰白色火山灰粒を含む
粘土 1 よ り 多 く の灰白色火山灰9立を含む
粘土 灰白色火山灰粒 プ ロ ッ ク を含む
粘土 灰白色火山灰粒プロ ッ ク を含む
粘土
粘土
粘土
枯土
粘土
枯土
粘土
枯土

第22図 S D 5455 • 5467断面図

番号 租 類 庖位 特 徴 ロ 径 底 部 器
1 転用硯 3 層 ［外面】 平行叩き

［内面】 青海波文
＊須恵器甕内面を硯に転用

2 I軒丸瓦 I 3 陪I重弁蓮華文

第23図 S D5455出土遺物

遺物は出土し て い な い。

種
S D54558坦
S D54558埋土
S D54558邁辻
S D54558埋土
S D5455B還!±
S 05455A埋土
S 0 5455A埋土
S 05455A埋土
S 05455A埋土
S D5467埋土
S 05467埋土
S D臼67埋土．

S D5467埋土
S 05467坦辻

高 登録番号
R -631 

I R-642 

B期 規模は、 上幅約l .Om 、 下幅約0.7m 、 深さ約0.5mである。 断面形は逆台形である。 底面はほぼ平坦

であり、 比高差はほ と ん どない。 埋土は 3 層 に大別され、 第 1 層は灰黄褐色粘土、 第 2 層が灰白色火山灰層、

第 3 層は黒褐色粘土である。 第 2 層の灰 白色火山灰層は厚さ約 4 cmである。 。 第 1 · 3 層は S D 5453 ( B ) の

埋土 と きわめて類似して いる。

遺物は第 1 陪か ら土師器杯 • 高杯 ・ 甕、 須恵器杯、 赤焼き土器杯、 第 2 層から土師器杯・甕、 須恵器甕、

転用硯、 丸瓦が出土し て い る。 こ の う ち 土師器杯はロ ク ロ調整を行った も の と 非 ロ ク ロ調整の も の と がある。

ほ と ん どが小破片である。 転用硯は須恵器甕の体部破片を転用したも のである。 内面に 研磨痕が観察される

（第23固） 。

【 S D5467溝跡】

調査区南半部の第IV陪上で発見した南北溝跡である。 S D5453によっ て分断さ れているが約13mにわたっ

て検出した。 南端部で S D 5459に連続 している。 S D 5455 · 5456 · 5453 と 重複しており、 いずれの も の よ り

も古い。 方向は北で約10度西へ偏している。 規模は、 N-86、 E -51地点のセク シ ョ ンベル ト で み る と 、 上

幅1. 3m以上、 下幅0. 9m以上、 深さ約0.7mである。 底面は北に向かって傾斜し、 比高差は約15cmである。 断

面形は同上のセ ク シ ョ ンベル ト でみ る と 逆台形である。 埋土は、 黒褐色粘土を主体 と し、 黄褐色砂質土プロ

ッ ク を含んでいる。

遺物は、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土している。 土師器杯は ロ ク ロ調整を行った も の と 非 ロ ク ロ 調

整の も の とがある。 そ のほ と ん どが小破片である。
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考帽
上部に砂粒を含む
両サイ ド よ り 多量の砂が流入
多泣の砂を含む
オ リ ーブ黒色(5 Y3/2)粘土プロ ックを含む

性土＿
5-
紅一
虹＿
砂

土
● .,_ 

馬褐色(JOY R3/2) 
黒褐色(2.5Y3/2)
オ リ ープ黒C 5 Y3/2) 
暗オリ ープ灰(2.SG Y 4/1) 

第24図 S D5466断面図

色池＿
1＿
2-
3-
4

�
' D t- 3.300m 

種 類 層位 特 徴 ロ 径 底 径 器 高 登録番号
土師器杯 l 府 O非ロ ク ロ調整 (12cm) 5.6cm (3.2cm) R -565 

【外面】
体部 ： 手持ちヘラケズリ

→ヘラ ミ ガ キ
底部 ： 手持ちヘラケズリ

［内面】
ヘラ ミ ガキ→黒色処理0 5cm 

I:==―’ ’ ’  S 05466出土遺物

【 S D5466溝跡】

調査区南半部の第TV陪上面で発見した南北溝跡である。 南端部で S D5469東西溝に連続して いる。 約llm

第25図

S X5489 と 重S K5501 · 550 2、S D5453 · 5479、にわたって検出し、 北側はさらに調査区外への びている。

S K5501 · 550 2より新しいがほかのもの より古い。 方向は北で西へ約 5 度西へ偏している。 底複しており、

S D5469東西溝 と の接続 部のみが低く なっており、 比高差は3 0cmである。 規模

は、 上幅 17.0....._18 .0m、 下幅 0 .5....._0. 7m、 深さ0 .4....._0 .6mである。 断面形は逆台形である。 埋土は、 黒褐色

粘土を主体と してお り 、 下層には黄褐色砂質土プロ ッ ク が多く含まれている。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土している。 土師器杯は ロ ク ロ調整を行っ た も の と 非 ロ ク ロ調整

の も の と がある。 ほ とんどが小破片である。

面はおおむね平坦であるが、

【 S D5465溝跡】

調査区南半部の第IV層上で発見した。 S D5469の南壁に連結する南北溝跡であり、 約4 . 7m検出した。 S D

S D5453 より古いがS D5478より新しい。 方向は、 北で約 5度西に偏している。545 3 •5478 と 重複しており、

底面は北のS D5469に 向かって傾斜しており、 比高差は13 cmである。 規模は上 幅 0 . l,....,0 .6m 、 下幅 0 .4,.....,0. 7 

m、 深さ約0.3mである。 断面形は逆台形である。 埋土は、 灰黄褐色粘土を 主体 と し、 黄褐色砂質土プロ ッ ク

を含んでいる。

遺物は土師器杯、 手捏ね土器、 須恵器甕、 転用硯が出土している。 土師器杯は非ロ ク ロ調整のも のが数点

出土している。 いずれも小破片である。

芍

貿色土プロック多量含む
黒色粘土プロック含む
買色土プロック多誠含c

ふシ:卜1黄色土プロ ッ ク:む
粘土••一
粘土

, "" 
粘土
粘土

色―••一
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S 05465断面図

【 S D5459溝跡】

調査区南半部の第IV層上で発見した東西溝跡である。 調査区東壁から西側に約 9 m検出しており、 西端部

第26図

S X550 3 よ り新しいがほか

の も のより古い。 方向は、 西で約10度南へ偏している。 同位置で 2 時期の重複が確認されている ( A → B 期）。

A期 ： B期によって大 き く 破壊されて いる。 規模は、 N -81·E-57地点のセ ク シ ョ ベル ト でみる と 上 幅 約

0 .6m以上、 下幅 約0 .4m以上、 深さ約0 . 3 mである。 底面は東へ向かって傾斜しており、 比高差は15cmである。
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S X550 3 と 重複しており、S D 5453 · 5456、で S D5467南北溝に連続している。
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上層に焼土粒 • 炭化物を含む
賀色土プロック極めて多溢に含む
貿色土粒附状に含む
黄色土プロック極めて多く含む

考 櫨 別
S 054598埋土
S 054598埋土
S D 5459A埋土
S 05459A埋土
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第28図 S D5459出土遺物

断面形は逆台形であ る 。 埋土は黒褐色粘土を主体 としており、 黄褐色砂質土プロ ッ ク を含んでいる 。

遺物は出土していない。

B 期 ： 同セ ク シ ョ ンベル トでみる と 、 規模は上幅約0.7m 、 下幅約0.3m 、 深 さ 約0.3mで あ る 。 底面はほぼ平

坦であり、 比高差はない。 断面形は逆台形で あ る 。 堆積土は A 期 と ほ ぽ同様で あ る 。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 手捏ね土器、 須恵器杯が出土 している 。 土師器杯は ロ ク ロ調整を行った も の と 非 ロ

ク ロ 調整の も の とが あ る 。 そのほ と ん どが小破片であ る 。

【 S D5440溝跡】

調査区南半部の第IV層上で発見した南北溝跡であ る 。 S D 5453 · 5478 と 重複 し て おり、 S D5478より新し

いが S D 5453より古い。 S D5453の南壁から調査区南壁にかけて約5 . lm にわたっ て検出した。 南側は さ ら に

調査区外にのびている 。 北端部は東へ湾曲しているが、 それより南側はおおむね直線的であり、 方向は北で

約 5 度西へ偏している 。 同位置で 2 時期の重複が あ る (A→ B期） 。

A 期 ： B期によっ て大きく破壊されているが、 規模は上幅1. 2"-'2 . 7m、 下幅0 . 7"-'1 . 9m、 深 さ 0 . 3"'0.4mで

あ る 。 底面は北へ向かっ てわずかに傾斜しており、 比高差は13cmであ る 。 断面形は逆台形で あ る 。 埋土は黒

褐色粘土を主体と し黄褐色砂質土プロ ッ ク を含んでいる 。

遺物は出土していない。

B 期 ： A期より中心がわずかに東側 に あ る 。 底面の比高差はほ と ん ど認め られない。 規模はN-81 · E-48

F l--3.400m FT 
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池 土 色 土 性 領 考 種 別
I 灰黄褐色(JOY R4/2) 粘土 S 054408坦辻
2 黒褐色(2.5Y3/2) 粘土 黄色土粒わずかに含む S D5440BlU: 
3 黒褐色(2.5Y3/2) 粘土 黄色土プロック多く含む S 05440A埋土
4 黒褐色(2.SYJ/2) 粘土 黄色土粒わずかに含む S 05440A埋土
5 黒褐色(2.5Y3/2) 粘土 貿色土粒多く 含む S 05440A埋土
6 にぶい黄色(2.5Y6/3) 砂質シルト S 05440A埋土
7 灰黄褐色(lOY R4/2) 粘土 黄色土粒わずかに含む S D5440A埋土
8 黒褐色(2.5Y3/2) 粘土 黄色プロ ッ ク を極めて多爵に含む S 05440A埋土

第29図 S D5440断面図

種 類 陪位 特 徴 口
径

底 径 器 高 登録番号
土玉 l 陪 径1.4cm 厚 1 cm R-147 
須恵器小型瓶 1 陪 【外面】 (5.8cm) R-561 

体部 ： ロ ク ロ ナ デ
→手持ち ヘ ラ ケ ズ リ底部 ： 静止糸切 り →
高台貼付

【内面】 ロ ク ロ ナ デ



のセ ク シ ョ ンベル ト でみ る と 、 上幅が約1.3m、 下幅約0.2m 、 深 さ 約0 . 6mである。 断面形は、 底面が狭く上

方で大き く 広がる漏斗形である。 埋土は 、 上陪が灰黄褐色粘土であ り 、 下層は黒褐色粘土である。

遺物は 、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 瓶などが出土 し て いる。

【 S D5456溝跡】

調査区南半部の第W層上で発見した南北溝跡である。 S D 5453の南側 か ら調査区南壁にかけて約8.4m検出

S D5453よ

り は古いがほかのも の よ り 新し い。 方向は北半部が北で約15度西へ偏 し て いるが、 南半部は北で約 5 度東 へ

偏 し て い る。 底面はほぼ平坦であ り 、 比高差はほとん どない。 壁は緩やかに立ち上がっている。 規模は上幅

0 . 6,..,_,l .3m 、 下幅0.5,..,_,0.8m 、 深さO . l,..,_,0. 3mである。 埋土は黒褐色粘土が主体であ り 、 ほぼ埋没した後の

わずかなくぼみに灰黄褐色粘土が薄 く 堆積 して い る。

遣物は土師器杯・甕 • 高台付杯・甑、 須恵器杯 ・ 甕 • 長頸瓶が出土している。 土師器はロ ク ロ 調整を行っ

S X5503 と 重複し て お り 、S D 5453 · 5467 · 5459、した 。 南側はさら に調査区外にのびている。

（第32
図

） 。たもの と非ロ ク ロ調整のもの とがある。 いずれも小破片である

【 S D 5671溝跡】

調査区南半部にお い て、 S D 5458および S I 5454の埋土上面で発見した東西溝跡である。 約7m検出した。

そ れ ら よ り 古 い。 方向は、 西で約13度北へ偏 し て いる。 底面は西へ向かっ
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S D 5465 · 5491 と 重複 し て お り 、

l― 3 .400m 
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番号 種 類 陪位 特 徴 口 径 底 部 器 展 登録番号
1 須恵器高台杯 1 陪 ［外面】 口緑 ・ 体部 ： ロ ク ロ ナ デ (15 . 4cm) (10.4cm) 3. 8cm R-558 

底部 ： 回転ヘラ ケ ズ リ →高台貼付
［内面】 ロ ク ロ ナ デ

2 須恵器高台杯 1 1習 【外面】 口縁 ・ 体部 ： ロ ク ロ ナ デ (15.2叩） 9 . 4cm 3. 6cm R-559 
底部 ： 回転糸切 り →高台貼付

体部にヘラ描き
【内面】 ロ ク ロ ナ デ

3 須恵器高台杯 1 層 ［外面】 口縁 ・ 体部 ： ロ ク ロ ナ デ (14on) ( Son) 4 . 9cm R-560 
底部 ： 回転ヘラ ケ ズ リ →裔台貼付

［内面】 ロ ク ロ ナ デ
4 須恵器高台杯 l 陪 ［外面】 口縁 ・ 体部 ： ロ ク ロ ナ デ (15. San) (11.6cm) 4 . 2cm R-562 

底部 ： 回転ヘラ ケ ズ リ →高台貼付
【内面】 ロ ク ロ ナデ

土師器翌 l /晋 O非 ロ ク ロ調整 (23cm) R -838 
［外面】 口縁部 ： ヨ コ ナ デ

体部 ： ハケ メ
［内面】 口縁部 ： ヨ コ ナ デ

体部 ： ヘラ ナ デ

てわずかに傾斜し て お り 、 比高差は10

cmである 。 規模は上幅0.2'"'-'0.4m、 下

幅O . l'"'-'0.3m、 深さ O . l'"'-'0 .2mである 。

断面形はU字形である 。 埋土は黒褐色

粘土である。

遺物は土師器高杯の小破片が出土し

て い る 。 非 ロ ク ロ調整に よ る も のであ

る。

【 S D5504溝跡】

調査区北西部の事前調査区において、

第IV層上面で発見した南北溝跡である。

約2 . 4m検出し 、南側は さ ら に調査区外

へのびて い る 。 S D5505 · 5514 と重複

し て お り 、 いずれの も の よ り も 新 し い。

方向は北で約20度東へ偏 し て い る。 底

面 は ほ ぽ平 坦 で あ る 。 規 模 は 上 幅

0 . 2'"'-'0.3m、 深 さ O . lmである 。 断面形

はU字形である 。 埋土は暗黄褐色 シル

ト であ る 。

遺物は出土して い な い。
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【 S D5505溝跡】

調査区北西部の事前調査区において、 第rv層上面で発見 した南北溝跡である。 約4 .7m検出し、 南側はさ ら

に調査区外への び て いる。 S D5504 · 5511 · 5512·5515 · 5516 · 5522 と 重複 し て お り、 S D 5504 · 5511 よ り

古いがほかのもの よ り は新しい。 方向は北で約 6 度西へ偏 し て い る。 底面は南にむかっ て わずかに傾斜して

お り、 比高差は 4 cmである。 規模は上幅0 . 3....,.,0 . 7m、 深さ0 .5mである。 断面形はU字形である。 埋土は暗黄

褐色粘土質シル ト で あ る。

遺物は出土し て い な い。

【 S D5511溝跡】

調査区北西部の事前調査区 に お い て、 第rv層上面で発見 し た東西溝跡である。 西側に さ ら に のび て お り、

わずかに0.4m検出したのみである。 S D 5505·5523 と 重複 し て お り、 いずれのもの よ り新 し い。 方 向は西で

約 8 度北へ偏 し て い る。 底面はほ ぼ平坦である。 規模は上幅0.2....,.,0.3m、 下幅0 . l m、 深さ約10cmである。 断

面形は U字形をして いる。 埋土は暗褐色 シ ル ト で あ る。

遺物は出土 し て い な い。

【 S D 5512溝跡】

調査区北西部の事前調査区において 、 第IV層上面で発見 した南北溝跡である。 南側に さ ら に のび て お り、

わずかに 1 . 42m検出 したのみである。 S D5515 と 重複 し て お り、 そ れ よ り新しい。 方向は北で約 5 度東へ偏

している。 底面はほ ぼ平坦である。 規模は上幅0 . 4 m、 深さ0 . l mで あ る。 断面形はU字形である。 埋土は黒

褐色粘土質シ ル ト が主体で、 黄色土プロ ッ クを含んでいる。

遺物は出土 し て い な い。

【 S D5514溝跡】

調査区北西部の事前調査区に お いて 、 第IV層上面で発 見 した南北溝跡で ある。 南側に さ ら に の びており、

4 . 35m検出した。 S D 5504·5515·5516 と 重複しており、 S D5504 よ り古いがほ かの も の よ り新しい。 方向

は北で約12度東へ偏 し て いる。 底面はほぼ平坦である。 規模は上幅0 . 2....,.,0.4m、 深さO . lmである。 断面形は

U字形である。 埋土は暗黄灰色シル ト で黄色土粒を含んでいる。

遺物は出土し て い な い。

【 S D5515溝跡】

調査区北西部の事前調査区に お い て、 第rv層上面で発見した東西溝跡である。 約 2 m検 出 し た。 S D 5504· 

5512 · 5516 と 重複 し て お り、 S D5512 よ り新 し いがほかのもの よ り古い。 方向はほ ぼ発掘基準線 と 一致 し て

いる。 底面はほぽ平坦で ある。 規模は上幅約0 . 5m、 深さ0 . 2mで あ る。 断面形はU字形である。 埋土は黒褐

色 シ ル ト で ある。

遣物は出土し て い な い。

【 S D5516溝跡】

調査区北西部の事前調査 区 に お い て 、 第IV層上面で発見 し た東西溝跡で ある。 約1 . 5m検出した。 S D5505· 

5514 と重複しており、 そ れ ら よ り古い。 方向は西で約 7 度北へ偏 し て い る。 底面はほぽ平坦であり、 中央部

が約10cm く ぼんでいる。 規模は上幅0 . 2....,.,0 .3m、 深さ0 .2mである。 断面形はU字形である。 埋土は黒褐色シ

ル ト が主体であり、 黄褐色土ブロ ッ ク を含んでいる。

遣物は出土して い な い。
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【 S D55 22溝跡】

調査区北西部の事前調査区において、 第IV層上面で発見した南北溝跡である 。 約2. 2m検出した。 S D5505· 

55 23と重複 してお り 、 S D 5505よ り 古いが S D55 28 よ り 新しい。 方向は北で約4 度東へ偏している 。 底面 は

ほぼ平坦である 。 規模は上幅0 . 2--...0 .sm 、 深さO .lmである。 断面形 は U 字形である 。 埋土は黒褐色粘土が主

体であり 、 黄色土プロ ッ クを含んでいる。

遣物は出土していない。

【 S D55 2 3 溝跡】

調査区北西部の事前調査区において、 第IV層上面 で発見した南北溝跡である 。 5 . 2m検出した。 S D 5511・

55 22と重複して お り 、 そ れ ら よ り 古い。 方向は北で約5 度東へ偏している 。 底面 はほぽ平坦である 。 規模は

上幅約2. 0m、 下幅約1 .6m、 深さ約0 . 2mである 。 断面形 は逆台形である 。 埋土は黒褐色粘土が主体であ り 、

黄褐色土粒を含んでいる 。 追物は出土していない。

【 S D 5854溝跡】

調査区中央部の事前調査区において 、 第IV層上面 で発見した南北溝跡である 。 約8m検出しており 、 調査区

外へさら にのびている 。 S X5489と重複してお り 、 それよ り 古い。 方向は北で約9 度西へ偏している。 底面

はほぼ平坦である 。 規模は上幅0 .4--...Q .5m、 下幅0 . 3-----0 .4、 深さ約0 . lmである 。 壁は緩やかに立ち上がって

い る 。 埋土は灰黄褐色粘土である 。

遺物は、 土師器杯の小破片が出土している 。 特徴的な部分が残ってお ら ず、 詳細は不明である 。

【 S D5855溝跡】

調査区中央部の事前調査区において、 第IV層上面で発見した南北溝跡である。 約7m検出してお り 、 調査区

外へさらにのびてお り 、 S X5489と重複してお り 、 そ れ よ り 古い。 方向は北で約5 度西へ偏している 。 底面

はほぽ平坦である 。 規模は上幅2.7m以上、 深さ約0 . 4lmである 。 壁は緩やかに立ち上がっ ている 。 埋土は灰

黄褐色砂と 黒褐色粘土である 。

遺物 は土師器杯 ・ 甕の小破片が出土している 。 特徴的な部分が残って お ら ず、 詳細は不明である 。

【 S D 5441溝跡】

調査区北西部の第IV層上で発見した南北溝跡である 。 長さ約56m にわたって検出しており 、 南北両端とも

調査区外へさ ら にのびている。 S X5500南北道路跡とほぼ同位置で重複してお り 、 路面や東側溝を大きく 破

壊している。 平面 的 に は 北半部の幅が広く 、 南半部が狭い形態 とな っ て い る 。 細かく見 る と 、 東壁は S X 5500 

南北道路東側溝東壁とほぽ一致し、 北半部の西壁も西側溝西壁とほぼ一致しているが、 南半部の西壁は路面

のほぽ中央に位四す る な ど著しく 屈曲している 。 また、 東壁はおおね直線的である が舌状の浅いく ぽみが多

数取 り 付いている 。 方向は 、 東壁でみ る と 北で約6 度西へ偏している 。 底面 は北側に傾斜してお り 、 比高差

は約20cmである。 規模は上幅0 . 5---1 2m、 下幅1.5---9.5m、 深さ0.3--...0.5mである 。 壁面は、 おおむね緩やか

に立ち上がっ ている 。 埋土は、 黒褐色粘土を主体とし、 自然に埋没した状況を呈している 。 遺物は土師器

杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 高台付杯 ・ 甕 • 壺 • 瓶・蓋、 赤焼き 土器杯• 高台付杯、 下駄、 鎌 （ ？ ） が出土している 。

土器類はほとんどが小破片であ り 、 第 2層か ら出土している 。 下 駄は劣化 が著しい。 鎌（ ？ ）は木質の柄か ら

4. 4cmのと こ ろで本体が欠損しているが、 板の中に中子が14. 7cm残存している 。
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番号 稲 類 層位 特 徴 口 径 底 部 器 高 登録番号
1 赤焼き土器杯 2 層 【外面】 口縁 ・ 体部 ： ロ ク ロ ナ デ 13cm 4.&m 4 . 6cm R-556 

底部 ： 回転糸切り
【内面】 工具に よ る ロ ク ロ ナ デ

2 土師器杯 2 層 O ロ ク ロ調整 R-733 
【外面］ 口縁部 ： ロ ク ロ ナ デ

＊墨困あり
【内面］ 口縁部 ： ヘラ ミ ガキ→黒色処理

3 須恵器甕 2 層 【外面】 口縁 ・ 体部 ： ロ ク ロ ナ デ (15. 5cm) R-840 
【内面】 ロ ク ロ ナ デ

4 須恵器短頸壺 2 層 【外面】 口縁部 ： ロ ク ロ ナ デ (9.&m) R-555 
体部 ： ロ ク ロ ナ デ→回転ヘラ ケ ズ リ

［内面］ ロ ク ロ ナ デ
5 紡錘車 2 層 土製 径4 .2cm 厚2.1cm R-775 
6 鎌 ？ 2 層 R-117 
7 下駄 2 陪 幅9.6cm 厚3.4cm R-125 

第34図 S D5441出土遺物

3 .  畑 跡

調査区北半部 よ り 中央部にかけて の地山面で発見 し た小溝群跡であ る 。東西約36m以上、南北約36mに わ た

り 約70条検出 し た。 すべて東西方向に平行 して延びる も の で あ る 。 そ の う ち橋脚部分の約170面を完掘した 。
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S A5575 · 5576 · 5577 · S D  5456 · S B 5489 と 重複があ り S B5489よ り 古いが他よ り 新 し い。 本溝も 5 時期

の重複がある 。 (A→ B → C →D→ E期） 以下、 重複関係の あ き ら かな南部を中心に各時期 ご と に説明する。

A期 中央部が直線的で、 両端が北へ湾曲する溝群である 。 南北約14mの範囲で検出 し た。 方向は南へ約

11度西に偏 し て い る 。 規模は上幅 8 ......,35cm、 溝間の距離1 .8......,2.0m である。 埋土は黒褐色粘土である。

B期 西半部のみが北へ湾曲する溝群である 。 南北約1 7mの範囲で検出 し た。 方向 は西半部が北へ約 4 度

西に偏 し て お り 、 東半部は西で約10度南に 偏 し て い る。 規模は上幅15......,25cm、 溝間の距離1 . 5,...._l.6mで あ る。

埋土は黒褐色粘土である 。

C 期 緩やかに北側に湾曲 す る 溝群であ る。 南北約18mの範囲で検出した。 方向は西で約10度南に偏 し て

お り 、 規模は上幅10......,32cm、 溝間の距離l . 4......,l .8mである 。 埋土は黒褐色粘土であ る

D期 緩やかに蛇行す る溝群である。 南北約18m にわた っ て検 出 し た。 方向は西で約 9 度南に偏 し て い る。

規模は上幅10......,32cm、 溝間の距離12.5,...._19.5mである 。 埋土は黒褐色粘土であ る 。

E 期 直線的で比較的幅の広い溝群である。 南北約9m にわたっ て検出 し た。 方向は西で約10度南に偏 し て

い る 。 規模は上幅25,.....,40cm、 溝間の距離は、 50......,80cmである。 埋土は黒褐色粘土である。

ま た、 東南の隅 S D5455の東側でも 、 南北方向の小溝 と の関係から 2 期以上の重複が確認でき た。

4. 土 壊

4 基発見 した。 いずれ も 性格不明の も のである 。

【 S K5501土堀】

調査区南半部地山面で発見した土堀である。 S D5466 · S A5477 · S K5502 と重複があ り S D5466 よ り 古

いが他よ り 新 し い。 平面形は不整楕円である 。 規模は長軸114cm、 短軸82cm、 深さ 46cmである 。 埋土は黄褐色

シル ト であ り 、 遺物は出土 し て い な い。

-I I 7111. ふ(2 .5Y3/2) 色
烈褐色(2.5Y3/2)

C S  = 1/40) 遷昌 ＂ 
l-3.300m 

第35図 S K 5501 • 5502断面図

【 S K5502土塙】

種 別—·-— 
S [{55011! 吐

9● , __ 

S KSSOI埋土
S KSSOl埋土
S l<550ll!!l±. " "" "―-···-
S KSS02埋土
小ビッ ト埋土

調査区南半部地山面で発見 した土壊である。 S D 5466 · S K5501 · 5503 と 重複があ り こ れ ら よ り も 古い。

平面形は楕円形であ り 、 規模は長軸0 . 9m、 短軸0 . 6 m以上、 深さ0.3mで あ る。 断面形は逆台形である。 埋土

は黄褐色シル ト であ る 。 遺物は出土 していない。

【 S K5525土墳】

調査区南半部、 地山面で発見 した土堀である 。 S D5466 と重複があ り これよ り 古 い。 平面形はおお むね円

形であ り 規模は直径約0 . 9m、 深さ O . lmである 。 断面形は皿状であ る 。 埋土は黄褐色シル ト であ る。 遺物は

出 土 し て い な い。

(3) 中世以降の遺構と遺物

1. 建物跡

【 S B5989建物跡】

東西 2 間、 南北 2 間の南北棟掘立柱建物跡である 。 調査区中央部東壁際の第IV層上で発見した。 柱穴はす

べて発見 し て お り 、 柱痕跡 も 確認 し て い る 。 S X5489 と 重複 し て お り 、 それよ り 新 し い。 本建物跡の方向は、
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第37図 S 8 5989出土遺物

（高台端部をのぞ く ）
【内面】 全面施釉

東側柱列でみると北で約10度、 西側柱列でみると北で約11度西に偏している。 また 、 北妻でみると東で約10

度、 南妻でみると東で約11度北に偏している。 桁行については、 東側柱列で総長4. 66m、 柱間は南より2 . 38

m·2 .30m、 西側柱列で総長4 . 75m、 柱間は南より2 . 22m·2 .53mである。 梁行については、 北妻で総長3 . 92

m、 柱間は西より2 . 09m·l . 85m、 南妻で総長3 .85m、 柱間 は西より1 . 87m·l . 98mである。 柱穴は長径24......... 36 

cm、 短径22........ 29cn1の楕円形であり、 柱痕跡は径 8 ,.,_.14cmである。 埋土は灰黄褐色粘土 も しく は黄褐色砂であ

り、 柱痕跡堆積土も それとほぼ同様である。 なお、 西側柱列の柱筋上で南西隅柱から0.67mの位置に柱穴を

発見している。 また 、 棟通りの柱筋上からやや西側ではあるが南妻棟通り柱穴から2 .94m、 北妻棟通り柱穴

から約1 .8mの位置にも柱穴を発見している。 いずれも建物本体の柱穴と規模、 埋土は同様であるがその性格

は不明である。 追物は、 南東隅柱穴の柱痕から施釉陶器碗と須恵器杯が出土している。 施釉陶器碗は底部破

片資料である。 体部は丸みをも って立ち上がり、 高台端部を除き 全面に灰釉が施されている。 釉 はにぶい黄

色で全体に細かい貫入がみられる。 胎土は灰白色であり、 硬 く 緻密である。 形態および施釉方法から近世以

降の製品と推定される。

2. その他

【 S K5446落ち込み】

調査区南半部地山面 で発見 した落ち込みである。 S D5453と重複 し て お り 、 こ れ よ り新しい。 おおよ そ 円

形である。 規模は長軸2 . l m以上、 短軸I .Om以上、 深さ35cmである。 埋土は黒褐色粘土である。 遺物は無釉

陶器甕と古代の土師器杯・甕 • 小型甕、 須恵器甕 • 瓶が出土している。 無釉陶器甕は体部の破片資料である。

外面にはオ リ ー プ色の自然釉がかかっ ており、 内面 は ヨ コ ナ デ調整されている。 胎土に は砂や白色の小粒が

含まれており、 東海地方の渥美窯製品と推定される。
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(4) 遺構外出土の遺物

【第I層】

稲 類 陪位
無釉陶器甕 1 層

特 徴 口径 底径 器高 登録番号
［外面】 R-868 

体部 ： 自然釉
【内面】

体部 ： ヨ コ ナ デ
＊ 渥美窯製品と

推定

土師器杯 • 高台付杯・甕 • 高杯・甑、 須恵器杯 • 高台付杯・甕・蓋 • 長頸瓶・双耳瓶、 赤焼き 土器杯 • 高

台付杯、 軒丸瓦、 風字硯、 転用紡錘車、 無釉陶器甕（常滑）、 近世以降の陶磁器な どが出土している（第39図）。

【第II層】

土師器杯 • 高台付杯・甕、 須恵器杯 • 高台付杯・甕、 赤焼き 土器杯、 丸瓦 （「占」 刻印）が出土している。

古墳時代から平安時代までの も のが混在しており、 い ずれも小破片である （第40図）。
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番号 種 類 特 徴 口 径 底 部 器 高 登録番号
1 土師器甕 O非ロ ク ロ調整 (15.4cm) (5.9cm) R - 867 

【外面】 口縁部 ： ヨ コ ナデ
体部 ： ハ ケ メ
底部 ： 手持ちヘラケズリ

【内面】 口縁部 ： ヨ コ ナデ
体部 ： ヘラ ナ デ

黒色処理
2 灰釉陶器瓶 ［外面】 体部 ： 回転ヘラ ケ ズ リ (6.4cm) R-767 

［内面］ 体 ・ 底部 ： ロ ク ロ ナデ
3 土師器甕 O非 ロ ク ロ調整 (8.2cm) R-795 

［外面】 体部 ： エ具 に よ る ナ デ
底部 ： 木葉痕

［内面】 漆付着
4 風字硯 【外面】 手持ち ヘ ラ ケ ズ リ R-776 

［内面］ ナ デ
5 軒丸瓦 重圏文 R -647 
6 土師器甕 O非ロク ロ調整 R-800 

【外面】 体部 ： ハケ メ
【内面】 体部 ： ナ デ

7 紡錘車 土師器杯底部を転用 径6.9cm R-869 
【外面］ 底部 ： 回転糸切り
【内面］ 底部 ： ヘラ ミ ガキ→黒色処理

8 無釉陶器甕 【外面】 体部 ： 格子状押印 R - 835 
【内面】 体部 ： ヨ コ ナ デ

＊ 常滑窯製品 と推定

ごc二ご〕

第 I 層出土遺物第39図
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【第Ill層】

土師器杯・甕、 須恵器杯・甕が出土している 。 古墳時代から平安時代 ( 9 世紀） までのものが混在してお

り、 いずれも小破片であり図示でき るものはなかった。

4 L 区 に お け る 遺構の変遷 と 年代

(1) S X400道路跡の変遷

本道路跡については、 延長部分北側を県文化財保護課が調査を行い、 それに続く S X2650南北道路 と そ の

東側に接続 す る S X2651東西道路を発見し、 それらに 5 時期の変遷がある こ と を確認している 。 そ し て 、 各
（註I)

時期 ご と に側溝の規模 • 交差のあり方、 道路の方向 ・ 幅について ま と められている 。 S X400については西側

溝で 3 時期 、 東側溝で 4 時期の変遷を確認 し て い る が、 S X2650お よ び S X2651 と の連続性あ る いは位置関

係、 また灰白色火山灰と の層位的関係を整理す る こ と に よ って相互の対応関係を明らかに す る こ と が可能で

あ る 。 ま ず東側溝については、 (a)・(b) ・ (c)期のものが S X2651東西道路の路面を横切って北へ延びており、

S X 2650 A · B · D期側溝に それぞれ連続している 。 (d)期については路面を横切らず L字状に S X2651東西

道路南側溝に続いており、 重複してい るものの中で最も新 し く 、 灰白色火山灰降下後の遺構であるこ と から

E期に比定できる 。 同 じ く L字状になる と い う C期については東西道路部分で 2 時期の重複が確認されてい

る こ と からそ の存在が想定される 。 一方 、 西側溝に つ い て は S D5441に よ って分断され て い る が、 (a)期はA・

B期の、 (b)期は C期 の そ れ ぞれ延長線上にあり、 埋土や規模が類似している 。 このこ と か ら(b)期は C期に、

(a)期はB期にそれぞれ対応す る と 考えられ る （第41固） 。

S X400西側溝 S D5480ではD期に対応す る遺構を検出す る こ と はできなかった 。 S D5481は(b)期の路面上

で検出した南北溝であり、 埋土中に灰白色火山灰ブロ ッ ク を多数含んでい る こ と から(c)期以前、 (b)期以降に

位置づけられる ものである 。 埋土中に灰白色火山灰プロ ッ クを多数含んでいる 点は東側溝 S D 5485(c)のあり

かた と 共通するものである 。 しかし、 南北約5.6m検出したのみであり、 南側は明らかにNll2 ラ イ ンで止ま

ってい る こ と 、 幅も(a)�(c)期 と 比較して極端に小規模であ る こ と な どからD期に対応 す る 側溝 と 断定す る ま

でには至らなかった。 なお、 本道路跡の年代につい て は S X2650の調査結果の中で、 D期側溝の埋土に10世
（註2)

紀前葉に降下した とされる灰白色火山灰が見られ る こ と から10世紀前半後に機能した とされており、 今回の

調査結果も そ れ と 異なる と こ ろはない。 また 、 今回の調査で検出した S X400の規模については、 最も新しい

E期の側溝心々で8.2mである 。

(2) 道路跡以外の遺構の変遷 と 年代

道路跡以外の主な遺構について 、 重複状況をも と に新旧関係を整理す る と 次の と おりである 。

これらの年代を考え る 上で、 S D5458 と 灰白色火山灰が手がかり と な る 。 S D5458は そ の延長部分の調査
ぽ3)

結果に よ る と 8 世紀後半に埋没した区画溝とされている 。 また灰白色火山灰は降下した 年代が10世紀前葉と

されているものである 。

S D5466 と S D5469、 S D 5467 と S D5459、 S D 5453 と S D5455は区画溝 と みられる 。 いずれも S D5458 
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より新しく、 最も新しい S D 5453(8) • 5455(B)の上層には灰白色火山灰が自然堆積してい る 。 このことか ら 、

これらの年代は 8 世紀後半を上限 と し、 10世紀前葉 を下限とす る こ と がで き る 。 このうち、 S D 5455につい

て は S X2651東西道路 （北 3 道路） の南側溝に連結することが確認されており、 道路と 同時期の区画溝であ
（註4)

ることが判明してい る 。 また、 S X 5489畑跡は基本的に S D5453 · S D 5455などの区画溝 と は重複していな

いこと か ら 同時期の遺構と推定される 。 S A5475などの材木塀の年代については、 S A5475の柱切り取り溝

埋土から 古墳時代後期の土師器杯が 1 点出土してい ること、 S A5475 · 5476が S D 5453より古いことの 2 点

が判明してい るのみである 。 ところで、 S D5458の北側延長部分である S D2561やそれと一連の区画溝であ
（註SJ

る S D2124 は材木塀を伴う という見解が示されている 。 S A5475などの材木塀の方向性や S D 5458 と の位置

関係 は S D 2561に伴う S A2564のあり方に類似してい るように見 ら れ る こ と か ら 、 本調査区の材木塀も S D

5458区画溝に伴う可能性が高い。 S I 5454については S D5458より古いことか ら 8 世紀後半以前と考え ら れ

る 。

(3) L区における遺構の性格

L 区において発見した古代の遺構は竪穴住居跡、 材木塀跡、 道路跡、 区画溝跡、 畑跡などである 。 同様の

遣構は本地区の南側に位置する県文化 財保護課調査地区においても発見されてい る 。 この内、 平安時代に限

ってみ る と、 両地区とも方格地割りの内側に位置し、 しかも道路に面した地区であるにもかかわ ら ず、 大い

に様相が異なってい る 。 すなわち、 県文化財保護課調査地区では掘立柱建物跡や井戸が数多く 発見されてお

り、 しかも掘立柱建物跡は廂を有す るものや柱穴の大 きなものなどが見 ら れ る。 一方、 本地区においては掘

立柱建物跡、 竪穴住居、 井戸など 日 常の生活空間を構成す る要素は全く見 られない。 S X400南北道路および

S X2651東西道路に面した地点において時期の区画溝を検出してい る が、 S D 5453など東西方向の区画溝の

北側は全体が畑となっており、 そ れ ら は耕作域を区画したものであったこ と が明 ら かである 。 ただし、 調査

区南側では畑は確認できないこ と か ら 、 S D 5453など東西溝が耕作域の南限であったと推定される 。 L 区 は

全体に遺物の出土最が少ないこ とも主に耕作域と して利用されてい た という事実を反映す るものであろう。

また、 S X400南北道路についてみると 、 最終段階の路面が S D5441によって大き く削り取 られており、 また

B期においても S X5499と した不整形の遺構によって西側溝が大 きく 破壊されてい る 。 S D5441の 幅 は墓本

的に S D400の両側溝間におさま ることか ら 、 道路を全く意識せずに掘削されたものと は考え られず、 しかも

形態的に き わめて不整形であるこ と か ら自然の河川の可能性がある 。 S X 5499についても平面形および底面

が き わめて凹凸が著しい という特徴は S X5441 と 同様に自然の作用によって生じたものである 可能性が高い

ように思われる 。 このような推測が妥当である な ら ば、 本地区は生活に適した現境にある と は考え られず、

そ れが耕作域として利用され る 要因となったことが考え られよう。

註 1 宮城県教育委員会 「山王遺跡八幡地区の調査一県道泉塩釜線関連調査報告書 I - J 宮城県文化財調査報告書第162集
1994 

註 2 註 1 に同 じ。 灰白色火山灰の降下年代については、 陸奥国分寺の塔の焼失の記事 と発掘所見を整理して白鳥良一 氏が10
世紀前半 と している （白烏良一 「多賀城跡出土土器の変遷」 宮城県多賀城跡調査研究所 「研究紀要VlJJ 1980)。 その後、

宮城県多賀城跡調査研究所では10世紀前葉 と して お り （宮城県多賀城跡調査研究所 「宮城県多賀城跡調査研究年報1991J
1992) 、 本書 も それに従っ ている。

註 3 · 4 · 5 註 l に 同 じ。
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第V章 J • N 区の調査

1 調査方法 と 経過

J 区の調査は仙塩道路建設に伴い現
存

の通学路が使用で き な く なるため 、 新た
な通学路

を
建設

す

る こ とに
な り 調査

を
実施した も のである。 多賀城二中の東側の幅 9 m、 長さ120mの地区

を
対象としている。 全域に渡

り 事前調査
を

行うこととした。

調査の経過は次のとお り である。

第21次調査 （平成5年度）

4 月19日 重機によ り 表土剥離 (--....27日） 。

7 月 2 日 調査開始。 調査区内に排水溝
を

掘 り、 遺構検出作業
を

始める (--....12日） 。

7月 7 日 発掘基準
点

設置。 調査区内
を

3 m方眼に割 り 付ける。

7 月12日 遺構掘 り 下げ
を

開始。

8 月 2 日 S X5600道路跡の 掘 り 下げ開始。

8 月 8 日 盆休みのた め調査中断 ("-'17日） 。

8 月20日 S D5601 (S X5600道路跡西側溝） の掘 り 下げ開始。

8 月26日 S X5824道路跡検出 。

9 月13日 作業中断 (""'12月20日） 。

12月21日 遺構上にた ま った土砂の除去作業開始 (�22日） 。

12月27日 年末年始のため調査中断 (- 1月 9 日）。

1 月10日 S X5824道路跡の調査。 4 時期の変遷
を

確認。

1 月22日 調査中断 (� 4月3日） 。

第24次調査 （平成6年度）

4 月 4 日 作業再開

4 月 6 日 調査対象地区拡張に伴い、 調査区の拡張。 重機による表土剥離開始 (� 7 日） 。

4 月 7 日 拡張区遺構検出作業開始。

4 月14日 拡張区遺構掘 り 下げ開始。

5 月17日 土層確認のため調査区南部で深掘 ト レ ンチ設定。 掘 り 下げ開始。 黒色粗砂層 よ り 古墳時代前期の
土師器出土。

5 月25日 全景写真撮影。

6 月 3 日 第III層上面での発掘調査終了、 北端部深掘 ト レ ンチで大畦畔発見。

6 月 4 日 重機によ り 第III層剥離作業開始 (�9 日 ）。

6月10日 集中豪雨に よ り ト レンチ水没。

6 月15日 水田跡検出作業開始 (-24日） 。

7 月 9 日 現地説明会開催。

7月11日 水田耕作土掘 り 下 げ。

7月19日 重機によ り 第V 層の剥離作業。
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7 月21日 第VI層上面で溝状遠構発見。

8 月 2 日 第Vll層の弥生時代中期以前の水田跡で足跡発見。

9 月 4 日 第vu層の調査が終了し、 J 区での全ての調査が終了。

2 層 序

調査区は標高4m前後の自然堤防上に立地しており 、 調査前は水田 と して利用されていた。 土層は弥生時

代中期以前か ら現代に至るまでの約3 mにもおよび堆積していた。 ここでは J 区全域の層序について模式的

に記述する。

第I層 表土。 現代の水田耕作土である。

第II層 I 層の直下で認められた自然堆積層で 、 標高の低い平安時代の道路跡上で認められる。 黒色 (lOY

R l .  7 /1) の粘土か らなる。 層厚 は最も残り良い S X5600上面で約10cmである。

第m層 奈良•平安時代の地山である。 古墳時代前期の水田層である第IV層直上までの層を一括した。 均質

な自然堆和からなり調査区全域に分布する。 砂質シル ト 層が主体をなす。 層厚は北部で約l .lm、 南部

では約0 .8mである。 遺物は出土していない。

第IV層 古墳時代前期の水田層及び遺物を含 む層で、 調査区のほぼ全域で確認 し た。 調査区中央部か ら北で

は黒褐色 (lOY R3 /3 ) 粘土の水田耕作土が分布しており、 最も南に位置する大畦畔を境 と して南で は

黒色 (lOY R 2/l)の粗砂層となる。 粗砂層か ら は遺物が多数出土している。 層厚は5....._,zocmである。

第V層 均質な自然堆積層か らな り 、 調査区のほぼ全域で認められた。 粘質土、 砂、 植物遺体が互層状に堆

積する。 層厚は約l . 2.......,l .5mである。 遺物は出土していない。

第VI層 調査区全域に分布する亜泥炭層で黒色 (lOY R l .  7 /1)粘土層である。 上面では溝状遺構を発見 して

いる。 層厚は15......., 2 0cmを計る。 なお、 本層は八幡地区の別地点の調査 （宮城県教育委員会 1994) で

発見された弥生時代 中期 （枡形囲式期）の遺物包含 層と同様の堆積状況を示 しているこ と か ら 、 弥生

時代中期の隠である可能性は高い。

第Vll層 自然堆積層で緑灰色 (lOG Y5 /1)の砂からなる。 層厚は30.......,40cmである。 遺物 は出土していない。

第VIll層 黒色 (5Y 2/1) 及び黒褐色 (lOY R3 /l)の粘土か らなる弥生時代中期以前の水田層である。 層厚は 20

cm前後である。 人の足跡が発見されている。

ll層

＼ l 層

\_J 道路跡 LJ 
_/ 

m層
IV層 ＼ ＼ 河HI跡． 
V陪

VI陪

vu層

Vlll層

第43図 層序模式図
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3 発見 し た 遺構と遺物

今回発見 した遺構は次の と おりである。

(1) 弥生時代 水田跡

(2) 古墳時代前期 水田跡

(3) 奈良 • 平安時代 道路跡 2 条 溝跡17条

(1) 弥生時代

山王遺跡

八

幡地区 ( J 区） では弥生時代中期以前の水田跡およびそれに伴う人の足跡 と 弥生時代中期の溝

状遺構を発見 した。

1 .  水田跡

〔水田の構成と 広がり及び遺存状況〕

今回の調査で発見 した基本層第VIII層の弥生時代中期以前の水田跡では畦畔など明確に水田跡である とい う

遺構は検出できなかったが、 この層からプラ ン ト ・オパールが検出されているこ と 、 層の下面には細かな凹

凸が顕著に見られるこ と 、 人の足跡がある こ と 、 畦畔の痕跡 と 考えられる段差があるこ と な どから水田跡と

認定した。 水田の広がりについては J 区の北端に設定した20m X 5 m (100mり の調査区だけではなく、 南端

に設定 した深掘 ト レ ンチ で も 同様の層を発見 しており、 プラ ン ト ・オ パール も 検 出されているこ と から広範

囲にわたって分布しているこ とが伺える。 水田面に不整の凹凸が多 く 見られ畦畔も 発見できなかったこ と か

ら遺存状況は悪い と言える。

（耕作土〕

耕作土は黒色の泥炭質粘土で厚さ10,....,20cmを計る。 耕作土の下面には凹凸が見られ直下層を巻き上げた状

況が伺える。

（畦畔〕

畦畔 と して認識できる も のは発見できなかったが、 畦畔の痕跡 と 考えられる段差を発見 した。 段差の高さ

は l ,..._, 5 cmでN-50-Wの方向を と る。

〔水田面の標高 と傾斜〕

水田区画がはっきり しないので調査区全体の標高及び傾斜を記載する。 調査区内で最 も 高い標高は段差よ

り も上 の 1 . 17mで、 最 も 低いのは段差 よ り も 下の 1 . 06mである。 傾斜は調査区が狭いため詳しいこ とは言え

ないが北から南にかけて緩やかに傾斜している。

2 .  溝状遺構

溝状遺構は第VI層上面で発見した。 残存状況は悪 く 、 深さ 1 "" 4 cm程度 しか残っておらず途切れる部分も

あ る 。 断面形は皿状を な し 、 南北に延び る も の と 東 西に延び る も のがあ る 。 こ れ ら の溝は調査区の北部で交

差するが切り合い関係は認められない。 人為的な も のか自然にできた も のかは不明である。 遺物は出土して

いない。 なお、 第VI層は八幡地区の別地点で発見された弥生時代中期 （枡形囲式期） の包含層 と 同様の堆積

状況を示しているこ と か ら、 遺物は出土し ていない も のの本層 も 弥生時代中期の層である可能性は高い。

(2) 古墳時代前期

山王遺跡

八

幡地区 ( J 区） では古墳時代前期の遺構 と し て水田跡及びそれに伴う非耕作域 （遺物包含層） 、

を発見した。 水田跡は、 J 区の南端部の非耕作域を除いた場所で発見されており、 この一帯では水田が経営

されていたこ と が伺える。 また、 同一面 と 考えられる層がG区の深掘 ト レ ンチで も 発見されており、 輪カ ン
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層位 土 色 土 性 備 考
1 2 .5G Y 4 / 1 暗オ リ ープ灰色 粘土 砂粒を含む
2 lOY 5 /  2 オ リ ープ色 砂 植物遣体を含む
3 10Y R 3 / l 黒褐色 粘土 砂を互層状に含む
4 2 .5Y 4 I 1 オ リ ープ褐色 粗砂
5 2 .5Y 4 / 3 オ リ ープ灰色 粗砂
6 10Y R 3 / l 黒褐色 粘土 縞状に植物遺体を含む
7 10Y R 4 / 2 灰黄褐色 粘土 縞状に植物遺体を含む
8 7 . 5G Y 5 / l 緑灰色 粘土， 5 G Y 5 / l オ リ ーブ灰色 粘土 縞状に植物遺体を含む
10 S G Y S / 1 オ リ ー ブ灰色 粘土
11  5 G Y 5 / l オ リ ープ灰色 粘土 縞上に植物遺体を含む
12 5 G Y 5 / l オ リ ー プ灰色 粘土
13 lOY R l .  7/ 1 黒色 粘土 亜泥炭屈 弥生時代中期対応層
14 10G R 5 / l 緑灰色 砂
15 2 .5Y 3 / l 黒褐色 粘土 砂粒を含む
16 lOY R l . 7/ 1 黒色 粘土
1 7  2.SY 3 / 1 黒褐色 粘土 弥生時代中期以前の水田耕作土

4
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ジキ型田下駄が出土 し て い る こ と や山王遺跡の多賀前地区でも 古墳時代前期の水田跡が広がって いたこ と な

どから、

八

幡地区から多賀前地区にかけての広大な地域に水田が広がっていたこ と が考えられる 。

1 .  水田跡

〔水田の構成と 広がり及び遺存状況〕

今回の調査で発見 した水田跡は畦畔によって 区画された水田のみを発見 しており、 それに伴う 水路等は発

見されなかった。 水田の広がりは南北約50mにおよび、 確認でき た水田域の総面積は約800面である 。 調査区

中央部付近は削平されて い る 部分が多く 、 耕作土が削平 さ れて い る と こ ろ や畦畔が途切れて い る ところが見

られる 。 また、 削平のため畦畔は検出でき なかったが、 疑似畦畔B が検出 されたとこ ろ も あった。

（耕作土〕

調査区北半部の耕作土は黒色の泥炭質粘土であ る が、 南半部の耕作土は細砂混 じりの青灰色粘土であ る 。 層

の厚さは前者が10cm前後、 後者が 5 cm前後であ る 。 このよう に同じ層で土の状態が異なっ て く る 理由 と して

は、 直下層の状況が前者では粘土層 も しく は シ ル ト 層であるのに対し、 後者は砂質である こ と があげられる 。

なお、 層の下面は細かな凹凸が顕著に見られ直下層を巻き 上げた状況が確認で き た。

〔畦畔〕

畦畔は、 便宜上No. l �39に分けて計測した （第 2 表） 。 いずれ も 土盛り畦畔で断面形は台形 も し く は半円状

である 。 これらの畦畔は幅および田面からの高さ から大畦畔 と小畦畔と に分けられる 。 大畦畔 と して あげら

れるのは、 No.13、 15、 25、 28、 36の 5 つである 。 その他の畦畔はすべて小畦畔である 。 方向は大畦畔で北で

東に傾く ものでN-37"一 E�N-50°
ー E の13度の う ち に収まり、 小畦畔は北で東に傾 く も のでN-29゜30'一

E � N -64° ー E の34度30分の う ち に収まる 。 小畦畔は大畦畔の方向の幅 よ り も 大 き いが、 大畦畔を基準 と し

て つ く られた こ とが伺 え る 。 なお、 耕作土を掘 り 下げてい く 段階で、 こ れらの畦畔の ほ と ん どで疑似畦畔B

を検出し て い る 。

〔水田区画）

畦畔によって区画さ れた水田は20区画検出した（第 3 表） 。 しかしながら、 南北に細長い ト レ ン チであった

ため平面形が復元でき た も のは19区画で、 面稜がほぼ確認でき た も のは 2 区画にすぎない。 平面形は方形を

基 調 と し、 正方形、 長方形、 台形が認められる 。 面積は、 確認で き た も のは⑮の14.72面が最小値で、 最大値

を示す も のは面積が40. 05面の⑥であった。これらの水田区画は大畦畔 と それに直交も しくは並行する小畦畔

によって 区画される 。 面積の規則性は不明であるが、 長方形の区画の も の と正方形 も し く は台形の区画の も

の と に大 き く 2 つに分けられる 。

〔水田面の標高 と 傾斜〕

水田面の中で最 も 標高の高い水田はNo.40でその標高は3.06m、 平均値は3.04mである 。 最 も 標高の低い水

田はNo.11で平均値は2.82mである 。 全体的な地形は、 北部では北西から南東にかけて 、 南部では南東から北

西にかけて緩やかに傾斜しており、 勾配は、 前者が0 .9% 、 後者が0 .6%である 。 1 区画の水田の高低差につ

い て は、 最高値が14cm、 最低値が 5 cmで平均す る と 8 . 2cmである 。

〔水口〕

畦畔が途中で途切れ て い る 部分で水口 と認定 で き た ものは 4 ケ所であった。 これらは水口①・③のよう に

大畦畔と小畦畔が交差す る 部分に設置された も の と 、 水 口② • ④のよう に小畦畔の中央付近に設置されたも

のがある 。
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番号 検出長 (m) 方 向
上 端 幅 (on) 下 端 幅 (cm)

備 考
最 大 最 小 最 大 最 小

1 5.9 N-48゜30'ー E 28 18 38 27 小畦畔

2 3 .9  N-30°- W  25 14 44 30 小畦畔

3 10.2 N-53'-E 27 8 41 26 小畦畔

4 7 . 1  N-40゜30'-E 24 15 34 28 小畦畔

5 7 .5  N-19'—E 37 25 44 36 小畦畔

6 10.6 N-56"—E 29 14 45 30 小畦畔

7 9 .8  N-54•-E 36 24 44 40 小畦畔

8 17.2 N - 35°-W 32 12 53 28 小畦畔， 5.8  N-39゜30'-E 42 12 65 24 小畦畔

10 8 .5  N-57゜30'- E 30 11 39 26 小畦畔

11 2 . 8  N-41'-E 22 13 36 22 小畦畔

12 3 .2  N-52゜30'-E 22 15 30 25 小畦畔

13 14.8 N -45• ー W 91 42 107 92 大畦畔

14 5 .8  N-35'-W 30 20 43 33 小畦畔

15 9 . 1  N-so·-E 73 59 105 90 大畦畔

16 4 . 2  N-64'-E 25 ， 36 28 小畦畔

17 2 . 1  N-35.30'- W  疑似畦畔B のみ松出

18 ． ．．
．
． "" 一， セ ク シ ョ ンでのみ確認

19 2 . 4  N -46° 一 W 26 12 32 26 小畦畔

20 3 .2  N-45゜ー E 29 11 44 26 小畦畔

21 7 .6  N-o·-E 疑似畦畔B のみ確認

22 1 . 4  N -52'—E 30 18 43 32 小畦畔

23 3 .5  N-48° —E 37 15 48 30 小畦畔

24 2 . 2  N-32'-W 28 17 59 36 小畦畔

25 5 .7  N-37'-E 135以上 ● " 170以上 大畦畔

26 7 . 2  N-37゜30'- W 22 10 34 19 小畦畔

27 2 . 6  N-24•-w 24 16 30 22 小畦畔

28 7 .5  N -48"-E 67 17 92 54 大畦畔

29 1 .3  N-36'-W 30 24 38 34 小畦畔

30 4 .3  S -54°-E 31 14 40 18 小畦畔

31 0 .9  N-60.-E 22 16 27 24 小畦畔

32 1 .1  N-38゜30'-W 22 13 30 20 小畦畔

33 2 .0  N-49•- w  44 24 54 36 小畦畔

34 6.5 N-49° 一E 33 22 38 34 小畦畔

35 1 .2  N-45゜30'ーE 段差のみ

36 7 .1  N-44° 一E 180 115 326 232 大畦畔

37 0 .7  N-29'30'-E 24 21 29 26 小畦畔

38 2.4 N-45·-w 疑似畦畔B のみ確諮

39 1 . 0  N-42°-E 25 14 34 26 小畦畔

表 2 畦畔計測表
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番号 形 状 面 積(rriり
長 辺 (m) 短 辺 (m) 水 田 面 の 標 高
最 大 最 小 最 大 最 小 最高値(m) 最低値(m) 平均値(m) 高低差(cm)

1 —• 8 . 09以上 (5.6) 3.02 2 . 96 2.99 6 
2 長方形 15.04以上 (5.3) (1. 9) 3 .8  3 .01  2.94 2.97 7 
3 台 形 19.10 4 . 6  (3. 8) 4 .2)  3 . 7  3.05 2.91 2.97 14 
4 長方形 32.88以上 (10. 3) (8. 7) 2 .7  3.01 2.87 2 . 93 14 
5 長方形 32.58以上 9.0 (8. 4) 3.9 2.99 2.87 2.92 12 
6 長方形 40.05以上 9.8 (8.9) 3.5 (2.8) 2.95 2.81 2 . 88 14 
7 2 .67以上 3 . 6  _,. (1. 2) 2.94 2.86 2 .91 8 
8 長方形 38. 18以上 3.6 (1. 2) 2.94 2.86 2.91 8 ， ． ．  18.98以上 5 . 4  (4.6) (1.0) 2.90 2 .84 2.88 6 
10 正方形 39.56以上 6 . 4  (5.6) 5.9 (4.8) 2.90 2 . 79 2.83 11 
11 .' 14 .88以上 (6.2) —• (4 .3) — •  2.85 2.79 2.82 6 
12 8.94以上 3.3  (2.9) (0.8) 2.89 2 .81 2.84 8 
13 台 形 10.24以上 (2.9) (2.2) 2.9 _,. 3.03 2 . 95 3.00 8 
14 1.31以上 2.4) (1.  2)  3.02 2.97 3.00 5 
15 台 形 14. 72 5 . 1  4 . 9  2 . 5  1 .  7 3.02 2.92 2.96 10 
16 台 形 4.85以上 (2. 7) (1.8) 1 . 9  3.00 2.94 2.96 6 
17 台 形 16.85以上 4.8 (3.3) 2 . 9  (2 . 1) 2 . 98 2.91 2.95 7 
18 ．． 1.9� 人上 (1.8) ( 1 .6) 2.97 2.91 2.94 6 
19 ． ．  6. 16以上 (3.4) -- (2.9) 2.94 2.85 2.89 ， 
20 台 形 42. 42以上 (6.8) (6.8) (6.1) 2.87 2.78 2.82 ， 
21 ,_ 13.23以上 (6.6) (6.4) (2.2) '' '' 

22 . .. 6.60以上 (3.2) (1.5) ．． ．  _,. 
23 15. 18以上 (4 .1 )  -· (2.6) '' 

24 . - 3 .78以上 (2. 2) (2 .2) '' ,. — —• 
25 長方形 17.76以上 (5.3) (3.5) (3.5) ー ・

26 台 形 18. 14以上 (4.  9) (2 .1)  (4.8) ,_ 

27 ＿． 9 .78以上 (3.6) (3.3) (1 .6) 
28 43.87以上 7 . 1  (6.4) 4:6 4 2.97 2 . 89 2.92 8 
29 ,_ 14.63以上 6 . 8  (3.3) (1.1) 3.00 2 . 88 2.93 12 
30 台 形 26.74以上 (4.6) (4.0) 4.5 ．． 3.07 2 . 99 3.02 8 
31 台 形 9.56以上 4 . 4  —• (2.6) (1.1) 3.06 2 . 99 3.02 5 
32 
33 長方形 22.02以上 (6.5) (6.0) (3.0) ー · 3.05 2.94 3.00 11 
34 3.45以上 (3.4) (0.6) 3 .01  2.95 2.98 6 
35 長方形 22.02以上 (6.5) (5.4) 3 . 4  3.03 2.98 3.01 5 
36 . - 5. 46以上 5.6 (1 .2)  (0.6) 3.05 2.97 3.01 8 
37 
38 ● , _  9.51以上 (5. 7) (5 .4) 2 . 3  3.03 2.96 3.00 7 
39 

40 16.99以上 (7. 4) (7 .2) 3.06 3.00 3.04 6 

表 3 水田計測表
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第47図 深掘 ト レ ンチ東壁断面図

C 4 . 200m I 

層位 土 色 土 性 備 考
1 2.5Y 4 / l 黄灰色 砂質シ ル ト
2 10Y R 6 / 3 にぶい黄橙色 砂質シル ト マ ンガン粒を含む
3 lOY R 6 / 2 灰黄褐色 砂質シ フ ト
4 10YR 6 /  4 にぶい黄橙色 砂質シル ト
5 2.5Y 5 / 2 暗灰黄色 シ ル ト 植物遺体を帯状に含む
6 2.5Y 5 / 2 暗灰黄色 砂質シ ル ト
7 2 . 5 G Y  5 / 1 オ リ ー プ灰色 シ ル ト
8 10YM 2 / l 黒色 粗砂 古墳時代前期の遺物を含む， 2 . 5 G Y  4 / 1 暗オ リ ープ灰色 粗砂
10 5 G Y 5 / l オ リ ー プ灰色 シル ト 炭化した植物遺体を含む
1 1  5 G Y 5 / l オ リ ー プ灰色 シル ト
12 10Y R 3 / 2 黒褐色 シル ト 植物遺体を 多 く 含む
13 2.5Y 5 / 2 暗灰黄色 シル ト 炭化した植物遺体を含む
1 4  2 .5G Y 5 / 1 オ リ ー プ灰色 粘土質シル ト 炭化した植物遺体を含む
15 7.5Y 2 / l 黒色 粘土
16 lOG Y 5 / 1 緑灰色 砂 植物遺体を含む
17 5 G Y 4 / 1 暗オ リ ー プ灰色 シル ト
18 2 .5G Y 6 / l オ リ ーブ灰色 粘土質シル ト 植物遺体を含む
19 lOY R l .  7/ 1 黒色 粘土 亜泥炭層
20 lOG Y 4 / 1 暗緑灰色 砂
21 5 Y 2 /  1 黒色 粘土 弥生時代以前水田耕作土

- I 

盛 土

5
 

2＿
 

〇． 2 m  

層位 土 色 土 性 備 考
1 2 . 5 Y 5 / 3 黄褐色 砂
2 2 . 5 Y  5 / 2 暗灰黄色 砂
3 lOY R 4 / 2 灰黄褐色 粘土 植物遣体を帯状に含む
4 lOY R 5 / 2 灰黄褐色 砂 植物遺体を含む
5 lOY R 4 /  2 灰黄褐色 粘土質シル ト 植物遺体を含む
6 2 . 5Y 6 / l オ リ ープ灰色 砂
7 lOY R 3 / 1 黒褐色 粘土 古埃時代前期水田耕作土
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第51図 第IV層出土遺物 （非耕作域）
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（単位 ： cm) 
番号 種 類 層位 特 徴 ロ径 底径 器高 登録番号 備 考

1 土師器小型丸底鉢 rv層 ［内面］ 口縁部ハケ メ後ヨコナデ、体部ナデ 13.9 6 .4 4 .3 R-3 
【外面］ ハ ケ メ

2 土師器鉢 IV陪 ［内面】 口縁部ヨコナデ、 体部 ミガキ (14.6) (3 .  6) ( 8 . 5) R-306 【外面】 口縁部ヨコナデ、 体部ミガキ

3 土師器台付甕 IV層 【内面】 ハケメ後ヘラナデ
【外面】 ケ ズ リ

" " "  9.7 R-4 台部のみ残存

【内面】 口縁部 ヨ コ ナ デ、 体部ヘラナデ
4 土師器甕 IV陪 ［外面】 口縁部ハケメ後ヘラナデ、 体部 (16.8) ―• • 一 R-325 

ハ ケ メ
【内面】 口縁部 ヨ コ ナ デ、 体部ヘ ラ ナ デ

土師器甕 IV陪 【外面】 口縁部 ヨ コ ナ デ、 体部ケ ズ リ 後 (17.0) (5.8) (15 . 3) R-1 
ミ ガ キ

【内面】 口 縁部 ヨ コ ナ デ、 体部ヘラ ナ デ
土師器甕 IV陪 【外面】 口縁部 ヨ コ ナ デ、 体部ケ ズ リ 後 22.0 R - 298 外面にスス付筍

ミ ガ キ

7 土師器壺 IV層 ［内面】 頸部ヘ ラ ナ デ、 体部ナデ ( 8.2) R-297 頸部に刺突のある隆帯【外面】 頸部ヘラナデ、 体部 ミ ガ キ
【内面】 口縁部 ヨ コ ナ デ、 頸、 体部ヘラ

土師器壺 IV層 ナ デ後 ミ ガ キ 12.5 5.5 18.6 R-299 Nn36畦畔から出土
［外面】 口縁部 ヨ コ ナ デ、頸、体部 ミ ガキ

第51図 第IV層出土遺物 （非耕作域） （表）

2 .  非耕作域

最も南に位置する畦畔36の南から南端にある古墳時代中期以降の河川跡の間で は水田耕作土である粘土質

土層は見られなくな り 、 黒色の粗砂層になる。 検出した面積はl60m2�こおよぶ。 この粗砂階からはプラ ン ト ・

オパールが検出されなか っ たことや水田に適さない粗砂 層であると いうことなどから非耕作域と考えられる。

層の厚さは10""-.;20cmである。 性格など は不明であるが 、 畦畔状の高 ま り も発見している。 ま た、 水田域では

ほとん ど遺物が出土しなか っ たが、 この非耕作域で は比較的 ま と ま っ て遺物が出土して い る。 出土遺物には

土師器甕• 小型丸底鉢 ・ 壺がある。 なお、 水田域と非耕作域を分ける畦畔36の盛土中からは土師器の直口壺

が破砕された状況で出土している。

(3) 奈良 • 平安時代

1 .  堅穴住居跡

調査区南端部で 2 棟発見した。 いずれも主柱穴は発見 しておらず堅穴住居跡と いう確証は得られなか っ た

が、 ここでは平面形が隅丸方形で壁が直に落ち るということや周溝を検出しているこ とな どから一応堅穴住

居跡として取 り 扱う。

【 S I 5577 (第55図）】

調査区南端部で発見した堅穴状の遺構である。 主柱穴、 周溝、 生活の痕跡等が確認で きなかっ たことから

堅穴住居であるかは断定できない。 S D5575と重複関係があ り 、 これよ り も古い。 平面形は隅丸方形である。

規模は東西2 . 80m、 南北2.30m以上、 深さ0 . 10mで、 方 向 は北で約10度西に偏している。 埋土は灰黄色シル

卜 陪の 1 層である。 遺物は出土していない。

【 S I 5838 (第55圏）】

調査区南端部で発見した堅穴住居跡である。床面は既に削平を受けてお り 掘 り 方埋土と周溝のみが残存する。

北東コ ー ナーのみの検出のため全容は不明であるが、残存する規模は南北1 . 60m以上、 東西l . OOm以上、掘 り 方

の深さは0.20m、 周溝の深さは0 . 20mである。 方向は東辺で北で約20度西に偏する。 遺物 は出土していない。

2 .  道路跡

東西道路跡 1 条、 南北道路跡 l 条を発見した。 これらの道路跡は両側に は素掘 り の側溝を伴っ てお り 、 い
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ずれもほぼ同位置で 4 時期の変遷が認められた。

【 S X5600道路跡 （第52固） 】

調査区北端部で発見 し た南北道路跡である 。 約30mにわたり検出した。 路面は上下 2時期確認 し ており、

A期のみ下 面の路面を使用 し、 B 期以降は上面の路面を使用 している 。 路面及び側溝は 1 層はさんで1 0世紀
（註

前葉に降下 したと考えられてい る 灰 白色火山灰が堆積しており、 10世紀前葉にはすでに埋没している 。 路幅

は最も新しい段階のD期で、 側溝間の距離で4.54......, 7.78m 、 側溝心々の距離では5.8 2,....,9. 30mであり、 北に

いくにつれて その幅は狭くなる 。 C 期の路幅は、側溝間の距離で6 . 10,....,7.57m 、 側溝心々の距離では7. 44....... 9 . 06 

mである。 C期もD 期同様に北にいくにつれてその幅は狭くなる 。 東側溝S D5604は 4 時期の変遷が認めら

れるが、 残存状況の良いC期とD期の規模について記述する 。 C 期は上幅l . 18m,....,l .64m、 下幅0 . 40"'-'0.86

m、 深さ0 . 40mを計る 。 D 期は上幅0 . 44......, 2.60m、 下幅0.1 8......,0 .66m、 深さ0 . 20mを計る 。 方向は南部が北

で6度東に偏するが 、 北部は北で35度東に偏する方向を取り大き く東に屈曲する。 西側溝S D5601は 4 時期

の変遷が認 められる 。 規模は残存状況の良いC期とD期について記述する 。 C期は上幅l .44,...., 2.04m、 下幅

0 . 46......,0 .58m、 深さ0.60mを計る 。 D期は上幅0 . 36......,1 .74m、 下 幅0 . 24......,1 . 28m 、 深さ0 . 40mを計る 。 方向

はD期で東にやや湾曲するが、 ほぼ直線とみて北で約20度東に偏す る 。 追物は、 B期から土師器甕、 須恵器

杯・甕・蓋が出土している 。 C 期はロ ク ロ ・ 非 ロ ク ロ 調整の土師器、 須恵器杯・甕•瓶・蓋、 赤焼き 土器杯

が出土 している 。 D期はロ ク ロ ・ 非 ロ ク ロ 調整の土師器、 須恵器杯・甕•瓶が出土 し てい る 。 A期から遺物

は出土していない。

【 S X58 24道路跡 （第53図）】

調査区の中央部で発見した東西道路跡である 。 路面は面違いで 2 時期認められる。 新しい段階の路幅は側

溝間の距離で5 . 4 2,...._,.6.00m、 側溝心々の距離では6 .80....... 7 .00mである。 新 しい段階の路面では、 いわゆる波

板状の圧痕を検出している 。 北側溝 S D58 23溝跡は 4 時期の変遷が認められる。 規模はA期が上幅0 .90m、

下幅0 .80m以上、 深さ0 . 30mを計る 。 B 期は上幅l . 20,...._,.I . 30m以上、 下幅0 .90......,1.lOm、 深さ0 . 40,....,0 .50m

を 計 る 。 C期は上幅1 . 20......,l.30m以上、 下幅0 . 40m、 深さ0 .30mを 計 る 。 D 期が上幅1.75,...._,. 2. 90m 、 下 幅

0 .60,....,l .50m、 深さ0 .50,..._,0.60mを計る 。 南側溝 S D58 22溝跡は 4 時期の変遷が認められ、 C 期は上幅0 . 70

m、 下幅0 . 40m、 深さ0 .40,...._,.0.60mを計る 。 D期は上幅0 .80,....,l.40m、 下幅0 . 20,....,0 . 40m 、 深さ0 . 20,...._,.0.40

mを計る 。方向は調査区東壁際におけ る側溝心々間の中心点を結んだ線で見る と東で約3度南に偏している 。

遠物はA期の側溝からは ロ ク ロ調整と非 ロ ク ロ調整の土師器、 底部が回転糸切り調整とヘラ 切り調整の須恵

器杯、 須恵器甕 ・ 蓋が出土しており、 これらの中には底部に 「柴田」 と墨書された須恵器杯がある。 B期の

側溝からは須恵器甕の破片が少撒出土している。 C期の側溝からはロ ク ロ 調整と非ロ ク ロ 調整の土師器と須

恵器杯 • 高台付杯が出土 し てい る 。 D 期の側溝からはロ ク ロ 調整と非 ロ ク ロ 調整の土師器、 須恵器杯 ・ 甕 •

短頸壺、 赤焼き土器杯• 高台付杯が出土している 。

3 .  溝 跡

調査区全域で17条発見した。 ここでは主要なものを記述する 。

【 S D5576溝跡 （第55図） 】

調査区南部で10 .6mに渡り発見 し た溝跡である 。 2時期の変遷が認められる 。 S I 5577と重複関係があり、

これよりも新しい。 規模は、 B 期が上幅0 .80......,1 . 00m、 下 幅0 . 40......,0.50m、 深さ0. 10......,0 . 25mであり、 埋土

は均質な黒褐色粘土質シル ト 層である 。 A期は上幅0 .80,..._,l.40m、 下幅0 . 40,...._,.0 .50m 、 深さ0 . 40,...._,.0.50mで、

埋土は地山プロ ッ クを多袋に含 む黄灰色シル ト 層である。 溝の底面はB期で西から東へ10cm下り、 A期では
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西か ら東へ 7 cm下る 。 遠物は B期で非ロ ク ロ調整の土師器、 底部がヘラ切 り 無調整 ・ ヘラ 切 り の ち 回転ヘラ

ケ ズ リ ・ 手持ちヘラ ケ ズ リ の須恵器杯、 須恵器甕が出土 し て お り 、 A期では非 ロ ク ロ 調整の土師器、 須恵器

甕が出土 し て い る。

【 S D 5580溝跡 （第55固）】

調査区南部で発見 した溝跡である 。 4 時期の変遷が認 め ら れ る 。 他の遺構と の重複関係は認め ら れな い。

D 期の規模は上幅1 . 80"'-'2. ZOm、 下幅0. 20""0.60m、 深 さ0.40mで、 埋土は 3 層か ら な り 上層か ら炭化物 ・

焼土を多 く 含む黒褐色砂質 シル ト 層、 暗灰黄色粘土シ ル ト 層 と な っ て い る 。 C期は上幅0. 50"'1.00m、 下幅

0. 45m"'-'O .  70m、 深さ 0.05"-0.ZOmで、 埋土は黄褐色 シル ト 層の 1 層 か ら な る 。 B 期 は上幅0.60m以上、 下

幅0. 50m"'1 . 10m、 深 さ0 . 55mで、 埋土は 2 層か ら な り 上層が黄褐色シル ト 層 を間に含むオ リ ー プ褐色シル

ト 層で下層が黄褐色 シル ト プ ロ ッ ク を含むオ リ ープ褐色で シル ト 層であ る 。 A期は上幅0. 30,........,0. 60m、 下幅

0 . 25,........,0. 40m、 深 さ0.05,...._,0. 15mで、 埋土は砂 と 黒褐色粘土プロ ッ ク を含むオ リ ープ褐色シル ト 層であ る 。

遺物は D 期では非ロ ク ロ調整の土師器、 須恵器甕 • 瓶が出土 し て お り 、 C 期では非 ロ ク ロ 調整の土師器、 須

恵器甕が出土 し て い る 。 A期 と B期 か ら 遺物は出土 し て い な い。

【 S D 5606溝跡 （第52図）】

調査区北端部で発見 した溝跡であ る 。 約27m検出 し た 。 S X5991、 S D 5598 · 5599 と 重複関係があ り 、 S

X5991、 S D 5599よ り は古いが、 S D5598 よ り は新 し い。 S D5844 と は 最 も 古い段階で合流す る 。 規模は上

幅が0. 40"'0. 80m、 下幅0. 20"'0. 60m、 深さ 0. 10,........,0. 20m を計 り 、 方向は北で34度東に偏す る 。 遺物は底部

が回転糸切 り 調整の土師器杯、 土師器甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土 し て い る 。

【 S D 5828溝跡 （第53図）】

調査区中央部か ら西へ延びる溝跡である 。 約3. 90m検 出 し た 。 S D 5861 · 5862 · 5863溝跡と 重複関係があ

り 、 こ れら よ り も 古 い。 規模は上幅0.70m、 下幅0. 40,.....,0.55m、 深 さ0 .05mで あ る。 方向は西で 6 度東に偏

し て い る 。 遺物は ロ ク ロ 調整の土師器、 須恵器甕が出土 し て い る 。

【 S D5834溝跡 （第53固） 】

調査区中央部で発見 した東西溝である 。 約7.3m に 渡 り 検出 し た。 S X5829、 S K5836、 S D 5868、 S D5835 

と重複関係があ り 、 S X5829、 S K5836、 S D5868 よ り 古い が S D5835 よ り は新 し い。 規模は上幅0. 30"-0. 70

m、 下幅0. 10"-0. 50m、 深 さ 0. 25mであ る 。 埋土は 2 層 か ら な り 、 上層は黒褐色粘土を含む灰黄褐色粘土層

で、 下層は地山プロ ッ ク を多 く 含む オ リ ー プ褐色粘土層で あ る 。 方向は西で10度北に 偏 し て い る 。 遺物は土

師器杯 と 須恵器杯の小片が出土 し て い る 。

【 S D5835溝跡 （第53固） 】

調査区中央部か ら北部にかけて発見 し た溝跡であ る 。 28m に渡 り 検出 した 。 S X5829、 S D5834、 S K5837 

と 重複関係があ り 、 こ れ ら よ り も 古い。 規模は上幅0.40,........,1.20m、 下幅o. zo,........,0.60m、 深 さ0 .05"'0.35m で

あ る 。 埋土は上層 よ り 灰黄褐色シル ト 層、 暗灰黄色粘土質 シル ト 層、 黒色粘土ブロ ッ ク を少品含む砂層の 3

層か ら な る 。 遺物は出土 し て い な い。

【 S D5844溝跡 （第52図）】

調査区北端部で発見 した溝跡である 。 llm に渡 り 検出 した。 S D 5606、 S X5991小溝群と 重複関係があ り 、

S X5991よ り も 古いが S D5606の 最 も 古い段階と は合流する。 規模は上幅0. 60"'-'0. 80m、 下幅0. 45m、 深 さ

0. 30mで あ る 。 埋土は上層 よ り 黒褐色シル ト 質粘土層、 褐灰色粘土質シル ト 層、 灰黄色シル ト 層の 3 層 か ら

な る。 方向は西で20度北に 偏 し て い る 。 遺物は出土 し て い な い。
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【 S D5853溝跡（付固） 】

調査区中央部で発見した溝跡で ある。 8 mに渡って検出した。 S D5854、 S X5993小溝群と重複関係があ

り 、 S D 5854よ り は新しいが S X5993小群溝よ り は古い。 規模は上幅 0 . 55,..,_,0.75m、 下幅 0 . 3Q.--...Q.60m、 深

さ o . o5.--...Q . 10mである。 方向は北で35度東に偏している。 遣物は出土していない。

【 S D 5854 (付図） 】

調査区中央部で発見した溝跡である。 8 mに渡って検出した。 S D5853、 S X5993小溝群と重複してお り 、

こ れらよ り も古いて規模は上幅 0 .35.--...0.50m以上、 下幅 0 . 20,..,_,0.40m以上、 深 さ 0 . 05"'-'0 . lOmで あ る。 方向

は北で35度東に偏している。 遺物は出土していない。

【 S D 5858 (第53図）】

調査 区中央部で発見した東西溝跡で ある。 約10mに渡って検出した。 S D 5859 · 5861 · 5862 · 5863と重複

してお り 、 こ れらよ り も古い。 規模は上幅 0 .30.--...1 .oom、 下幅 o . 15.--...Q.30m、 深 さ 0 . 03,..,_,0.20mである。 方

向 は西でも6度北に偏している。 遺物は出土していない。

【 S D5867 (第57図）】

N 区南端地山面で発見した東西方向に延びる溝跡で ある。 約13mにわたって検出し規模確認のため一部を

たちわった。小溝群A期と重複があ り それよりも新しい。方向は東で北に14度偏している。規模は上幅 約0 . 75"'-'l . 10 

m 、 下幅 約0 . 30m、 深 さ 約0.30mである。 断面形は船底形である。 埋土は灰黄褐色粘土質シル ト である。 遺

物は矢羽叩 き の平瓦を出土している。

4. 小溝群

調査区全域に渡って発見しているが、 ここでは比較的まとまっている S X5990 · 5991について記述する。

【 S X 5990小溝群 （第57固）】

N 区全域の地山面よ り 発見 した小溝群で ある。 東西約13m、 南北約24mにわた り 条検出し規模確認のため
一部をたちわった。 S D 5867と重複があ り それよ り も古い。 本溝跡も 4 時期の重複がある。 ( A → B → C→ D

期）以下、 各時期 ごとに説明する。

A期 ： N 区南端で4条発見した。唯一 S D5867と重複があ り 一番西に偏る溝群で ある。 S D5867よ り も古い。

最長約7 mにわたって検出し規模確認のため一部をたちわった。 方向 は両端をむすぶ線で北で西へ約30度偏

している。 規模は上幅 約o . 20.--...o.45m、 下幅 約0 . 10m、 深 さ 約0 . 15m、 溝間の距離約l . 9,..,_,3.2mで あ る。 埋

土は灰黄褐色シル ト で ある。 追物は出土していない。

B 期 ： N 区西半部で 5 条発見した。 比較的太く 幅 が一定しない溝群で ある。 最長約26mにわたって検出し

規模確認のため一部をたちわった。方向は両端をむすぶ線で北で西へ約18度偏している。 規模は上 幅 約0 . 25"'0 .50

m、 下幅 約o . 15.--...Q.30m、 深 さ 約0 . 10m、 溝間の距離約2 . 20"'3.5mである。 埋土は灰黄褐色粘土に黄褐色砂

を含んでいる。 遺物は出土していない。

C期 ： N 区ほぼ全域で14条発見した。 比較的短く溝群である。 最長約23mにわたって検出し規模確認のた

め一部をたちわった。方向 は両端をむすぶ線で北で西へ約26度偏し て い る。 規模は上幅 約0 . 25"'0 .35m、 下 幅

約0 . 20m、 深 さ 約0 . 15m、 溝間の距離約0.6"'2.0mで ある。埋土は黒褐色粘土で ある。 遺物は出土していない。

D期 ： N 区ほぼ全域で17条発見した。 比較的細く途中で屈曲する溝群で ある。 最長約30mにわたって検出

し規模確認のため一部をたちわった。 方向は両端をむすぶ線で北で西へ約12度偏し て い る。 規模は上 幅 約

0 . 10,..,_,0.40m、 下 幅 約0 . 20m、 深 さ 約0 . 10,..,_,0 . 20m、 溝間の距離約I . Omである。 埋土は灰黄褐色粘土ににぶ

い黄褐色砂プロ ッ クを含んでいる。 遺物は出土していない。
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（単位 ： cm) 
番号 種 類 遺 構 屈位 特 微 口径 底径 器高 登録番号 備 考

1 須恵器 S D5823A 1 階 【内面】 ロ ク ロ ナ デ 13.9 6.4 4.3 R - 304 底部に「柴田」の堡杏あり（外面】 ロ ク ロ ナ デ
【内面】 ミ ガキ後黒色処理

2 土師器杯 S D5823A l 層 【外面］ ロ ク ロ ナ デ、 底 13.0 6 .0  4 .1  R - 301 
部回転糸切り

［内面】 ロ ク ロ ナ デ
3 赤焼き 土器杯 S D58230 l 図 ［外面】 ロ ク ロ ナ デ、 底 10.3 3.8 2 . 9  R-292 

部回転糸切り
［内面】 ロ ク ロ ナ デ

4 赤焼き 土器杯 S D5823D 1 層 ［外面】 ロ ク ロ ナ デ、 底 11.1 4.4 3 .0  R-291 
部回転糸切り

［内面］ ロ ク ロ ナ デ
5 赤焼き土器杯 S D5823D 1 陪 【外面】 ロ ク ロ ナ デ、 底 (11.2) 4.5 3.1 R-323 

部回転糸切り
【内面］ ロ ク ロ ナデ

6 赤焼き 土器杯 S D5823D 1 層 【外面］ ロ ク ロ ナ デ、 底 (10.4) 4.0 3.1 R-321 
部回転糸切り

7 須恵器短頸壺 S D5604A 1 階 【内面】 ロ ク ロ ナ デ 9.6 10.0 16.3 R - 302 【外面】 ロ ク ロ ナデ
【内面】 ミ ガキ後黒色処理

8 土師器杯 S D5601C 1 層 【外面］ ロ ク ロ ナ デ、 底 15.0 6.8 5 .1  R - 306 
部回転糸切り， 円面硯 $ X5600 3 層 （内面］ ロ ク ロ ナ デ 9 . 6  .... R-523 【外面】 ロ ク ロ ナデ

第58図 道路跡出土遺物
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6
 

S : 1/3 

（単位 ： cm) 
番号 種 類 遺 構 屑位 特 微 口径 底径 器高 登録番号 備 考

1 土師器杯 S D5578B 1 層
【内面］ ミ ガキ後黒色処理 12.2 5 .6  3.9 R-303 
【外面】 ミ ガキ後黒色処理
【内面】 ミ ガキ 後黒色処理

2 土師器杯 S D5580C l 層
【外面】口縁部 ヨ コ ナ デ、 (15 . 0) ( 8.4) 3.3 R-305 

体部ケズリ 、 底部
静止糸切り

3 須恵器杯 S D55768 1 層 【内面】 ロ ク ロ ナ デ (15 . 6) ( 7  .8) ( 3.8) R-536 
【外面】 ロ ク ロ ナデ

【内面】口縁部 ヨ コ ナ デ 、

4 土師器甕 S D5580D l 層 体部ヘラナデ (13 . 6) R-324 
【外面】口縁部 ヨ コ ナ デ、

体部ハケメ
【内面】口縁部 ヨ コ ナ デ 、

5 土師器甕 S D5576B l 層 体部ナデ (16. 0) (11.0) 19.0 R-450 
【外部】口縁部 ヨ コ ナ デ、

体部ケズ リ 後ナ デ
【内面】 ロ ク ロ ナ デ

6 須恵器甕 S D5606 l 層 【外面】頸部ロ ク ロ ナ デ、 (22.4) R - 534 
訂部平行叩き

第59図 溝跡出土遺物
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これらの B → C →D期の南端がS D58 6 7 と 重複しないこ と とほ ぼ直角であるこ と か らこれらの時期の小溝

群の区画溝 と 考え ら れ る 。 A 期 に つ い ては ま た別のものに区画 さ れ る と 考え ら れ る 。

【 S X5991小溝群 （第52図）】

調査区中央部で発見した小溝群である 。 方 向 ・ 形 態 • 重複関係よ り 4 時期の変遷が認 め ら れ る 。 S D 5582· 

5853 · 5854 と 重複関係があり、 S D5582 よ りも古く S I 5853 · 5854 よりは新しい。

A期 ： 5 条の小溝で構成される 。検出長は最長4 .0mである 。規模さ上幅0. 30m、下幅0. 20m、 深さ0.05........,0.15

mを計り、 右向は北で25度東に偏する 。

B期 ： 13条の小溝で構 成 さ れる 。 検出長は最長5.0mであ る がほ と ん どのものは 2m前後である 。 規模は上

幅0. 20m、 下幅0.05m、 深 さ0.05,..._,0.15mを計り、 方 向は北で30度東に偏する 。

C 期 ： 6 条の小溝で構成 さ れ る 。 検出長は最長8.0mである 。 規模は上幅0. 15.......,0 .40m、 下幅0.05.......,0.20m、

深 さ 0.05.......,0. 15mを計り、 方向はほぼ直北方向を と る 。

D期 ： 8 条の小溝で構 成 さ れる 。 検出長は最長9 . 5mである 。 規模は上幅0. 20""0. 30m、 下幅0.05""0.20m、

深 さ0.05.......,0. 15mを計り、 方向は北で 5 度東に偏する 。

4 J 区に お ける遺構の変遷と年代

今回の調査では、 弥生時代と 古墳時代の水田跡を発見した以外に奈良 • 平安時代の遺構 と 遺物を発見して

い る 。 主な遺構 と しては道路跡 2 条、 溝跡1 7条、 柱列 2 条、 掘立柱建物跡 1 棟、 小溝群、 土塙な どが検出さ

れた。 以下、 重複関係及び出土遺物等に よ り遺構の年代 に つ いて簡単 に ま と め て みたい。

（弥生時代）

弥生時代の遺構 としては、 基本層第VIII層で水田跡、 第VI層で溝状迫構を発見した。 第vm層の水田跡では、

盛土さ れた畦畔を検出す る こ と はで き なかったが、 プラ ン ト ・オパールが高い密度で検出 さ れたこ と 、 層の

下面に細かな凹凸が認 め ら れたこ と 、 人の足跡 と 考え ら れる 痕跡が認 め ら れたこ と 、 畦畔の痕跡 と 考え ら れ

る段差を検出したこ と な ど か ら水田跡 と 認定した。
年代 に つ い て は、 遺物が出土しなかっ たため詳細は不明

だが、 溝状遺構が検出 さ れた第VI層が八幡地区の別地点 （宮城県教育委員会 1994) で発見 さ れた弥生時代

中期 （枡形囲式期） の遺物包含層と同様の堆積状況であり、 第VI層がその弥生時代中期の 陪 と 対応す る と 考

え ら れる こ と か ら 、 本水田跡は弥生時代中期以前のもの と 考 え ら れ る 。

第VI層上面の溝状遺構 につ いては、 人為的に作ら れたものか自然 に で き たものかを判断するこ とは難しい。

なお、 第VI層では花粉分析を行っており、 周辺は ヨ モ ギが繁茂す る 乾燥地が増加す る結果 （別稿参照） が得

られており、 人がこの地域に比較的入りやすい状況であったこ とが報告さ れ て い る 。

（古墳時代）

古墳時代の遺構 としては第IV層 において水田跡を発見した。 水田跡は調査区南端付近のの一部（非耕作域）

を除き 、 約800rriりこわたって検出した。
年代 に つ い て は、 非耕作域よ り土師器が多数出土しておりその特徴か

ら古瑣時代前期 （塩釜式期） のもの と考えられ、 同一層位の本水田跡は古墳時代前期のもの と 考 え ら れ る 。

なお、 同時期の水田跡は山王遺跡の多賀前地区 （宮城県教育委員会 1995) でも発見 さ れており、 当該期の

水田跡の広がりは数万吋に及ぶもの と 考え ら れ る 。 今後は水田跡の範囲確認、 水田を経営して いた集落跡の

解明に向けて調査が進むこ と を期待したい。

（古代）

ここでは年代の明 ら か に で き た溝跡 と 数時期の変遷が確認で き た道路跡 に つ いて個別に整理する 。
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【 S D5576溝跡】

調査区の南端付近で確認した溝跡である。 本調査区の中では比較的遺物がま とまって出土している。 これ

ら の 中 にはロ ク ロ 調整の土師器を含まないこ と 、 須恵器杯の底部調整が回転ヘラ 切り無調整のものを含むこ

と な ど か ら 、 概ね
8

世紀末か ら 9 世紀前半の う ち に おさまるもの と 考えたい。

【 S D55
8

0溝跡】

調査区の南部で確認した西に湾曲する溝跡である。 ほ ぼ同 じ位箇で 4 時期の変遷が認め られる。 遺物は C ・

D 期から 出土しており、 ロ ク ロ 調整の土師器を含まないこ と か ら 、 8 世紀後半の う ち におさまるもの と 考え

たい。

【 S X 5600南北道路跡】

本道路跡は、 西 6 道路 と 北 2 道路の交差点が発見された第15次調査 （多賀城市教育委員会 1992) の北に位

置し、 西 6 道路の延長 と 考え られる。 また、 本道路を北に延長していくと 宮城県教育委員会の調査区にあた

る。 この調査区で本道路跡の延長上には道路跡は検出されていない。 しかし、 延長上よりさ ら に東 に場所を

移すと 本道路跡 と 方 向が近似する道路跡 C S X2652) が発見されて い る。 この道路跡は、 多賀城南面で明ら

かになっている方画地割と 違って本道路跡 と 同様に方向が大きく東に傾 く こ と や 、 この道路跡の西には道路

跡が存在しないこ と な どか ら 本道路跡の延長である可能性は高い と 言え る。 路面は 2 時期確認するこ と がで

き、 上面の路面は標高3.65"'-'3.70mを計り、 B期 か ら D期までの側溝を伴う 。 下面の路面は標高3.50"'-'3 .55

m を計り、 A期の側溝を伴い第Ul層を路面 とする。
年代については、 B期の側溝から底部が回転糸切り調整

の須恵器杯が出土しているこ と や路面や側溝を覆う 層の上面に灰白色火山灰が堆積しているこ と な どか ら 、

概ね 9 世紀から 10世紀前葉の間に機能して いたと考え られる。 また、 この付近で掘立柱建物跡が発見されて

いないこ と や 、 道路跡が灰白色火山灰降下後に機能しな く なるこ と は、 方画地割の末端の状況 を示している

と いえ る。

【 S D 5
8

24道路跡】

本道路跡は、 A 区で発見された東西道路跡 ( S X299) と 第15次調査で発見した東西道路跡 ( S X 599) と

の延長上の間で発見しており、 北 2 道路にあたる。 側溝は 4 時期の変遷が認め ら れる。 路面は 2 時期認め ら

れ、 D期が最も上の路面、 C期がそ の下の路面 と伴う 。 それより古い時期の側溝は直接のつながりが不明な

ためここでは言及できない。
年代 に つ いては、 A期の側溝から底部が回転糸切り調整の須恵器杯が出土して

いるこ と や、 灰白色火山灰を含む C期の側溝の後にも側溝が機能しているこ と などから 、 概ね 9 世紀から10

世紀中葉までは機能していたこ と が考え ら れる。 なお 、 D期の側溝に伴う 路面では関東地方で多 く 発見例の

ある波板状の圧痕が検出された。 今回の調査では性格などを言及する事実は得 ら れなかった。

註 火山灰の年代について は第IV章註 2 と 同じであ る。

参考文献
仙台市教育委員会 「富沢遺跡ー第30次調査報告書J 仙台市文化財調査報告書第149集 1991年
多買城市教育委員会 「山王逮跡＿ 第10次発掘調査概報ー J 多賀城市文化財調査報告書第27集 1991年
多賀城市教育委員会 「山王逍跡ー第12次調査概報ー J 多賀城市文化財調査報告書第30集 1992年
宮城県教育委員会 「山王遺跡＿仙塩道路建設関係遣跡平成 2 年度発掘調査概報ーJ宮城県文化財調査報告書第141集 1991年
宮城県教育委員会 「山王遺跡一仙塩道路建設関係遺跡平成 3 年度調査概報ー」 宮城県文化財調査報告轡第147集 1992年
宮城県教育委員会 「山王遺跡一 多賀前地区第 1 次調査ーJ 宮城県文化財調査報告書153集 1993年
宮城県教育委員会 「山王遺跡八幡地区の調査一県道泉塩釜線関連調査報告書 I -J宮城県文化財調査報告書第162集 1994年
宮城県教育委員会 「山王遣跡n —多賀前地区遺構編ーJ 宮城県文化財調査報告書第167集 1995年
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第VI章 資 料 分 析

多賀城市山王遺跡第21次調査に お け る プラ ン ト ・ オ パー ル分析

古環境研究所

1 は じ め に

山王遺跡21次発掘調l査では、 中世に相当 す る 溝 と 平安時代に相当する 溝の埋土部分で それぞれ畦畔が検出

され、 当時これら埋土部分を利用 し て 水田が作られていた可能性が考えられて い た。

この調査は、 プラ ン ト ・ オパール分析を用 い て 、 同遺描における稲作の検証を試みたものである 。

2 試 料

試料採取地点は I 区であ る 。 試料は第 B ,層 （中世以降） 、 第 B2層 （同） 、 第C 層 （同） 、 第D 1層 （平安時代） 、

第D 2層 （同） 、 第 E 1層 （同） 、 第氏層 （同） の計 7 点である 。 こ れらはいずれも遺跡の調査担当者に よ って

容量50吋の採土管を用 いて採取され、 当研究所に送付 さ れてきたものである 。

3 分析法

プラ ン ト ・オパールの抽出 と 定位は、 「プラ ン ト ・オパール定量分析法 （藤原 1976) 」をも と に 、 次の手

順で行った。

1) 試料土の絶乾 (105℃ ・ 24時間） 、 仮比重測定

2) 試料土約 1 g を 秤量、 ガラ ス ビーズ添加 （直径約40µm、 約0.02 g )  

※ 電子分析天秤 に よ り 1 万分の 1 g の精度で秤量

3) 電気炉灰化法に よ る脱有機物処理

4) 超音波 に よ る分散 (300W · 42KHz · 10分間）

5) 沈底法に よ る微粒子 (20µm以下） 除去、 乾燥

6) 封入剤 （ オ イ キ ッ ト ） 中に分散、 プレバラ ー ト 作成

7) 検鏡 ・ 計数

検鏡は、 おもに機動細胞珪酸体に由来す る プラ ン ト ・ オパール （以下、 プラ ン ト ・ オ パー ル と 略す） を同

定の対象 と し、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。 なお、 稲作跡の探査が主目的であるため 、 同定お よ び定還は、

イ ネ 、 ヨ シ属、 タケ亜科、 ウ シ ク サ族 （ ス ス キやチガヤな どが含まれ る ） 、 キ ビ族 （ ヒ エな どが含まれ る ） の

主要な 5 分類群に限定 した。 計数は、 ガラ ス ビー ズ個数が400以下になるまで行った。 こ れはほぼプ レ パ ラ ー

ト 1 枚分の精査に 相 当 す る 。

検鏡結果は、 計数値を試料 1 g 中の プラ ン ト ・オパール個数 （試料 1 gあたりのガラス ピーズ個数に、 計

数されたプラ ン ト ・オパール と ガラスビーズの個数の比率を乗じて求め る ） に換算して示した。 また、 イ ネ

についてはこの値に層厚、 試料の仮比重、 換算係数（機動細胞珪酸体 1 個あたりの植物体乾重 ： 1 .03X 10-s g 
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（赤米） ） を それぞれ乗じて、 面積10 a あたりの稲籾生産総量を算出した。

4 分析結果

試料 1 g 中に含まれる各植物のプラ ン ト ・ オパール個数を表 1 に示す。

本調査区では 、 第且層 、 第B 2層、 第 C 層、 第D 1層、 第D 2層、 第 E 1層、 第E 2層について分析を行った 。

そ の結果、 イ ネ は すべての試料から検 出 さ れ た。 プ ラ ン ト ・ オパール密度は、 D2層を除く と いずれ も 高い値

である。 ヨ シ属 は 広層を除く各層から検出 されたが、 密度はいずれも 低い値である。 タケ亜科はすべての試

料から検出 さ れ 、 密度はいずれも 高い値である。 ウ シ ク サ族 は B ぃ B2、 C、 D2、 E2の 5 試料から検出 さ れ

たが密度はやや低い値である。 キ ビ族はいずれの試料か ら も 検 出 さ れなかった 。

5 考 察

水田跡 （稲作跡） の検証や探査を行う場合、 一般にイ ネ の プ ラ ン ト・オパールが試料 1 g あ た りお よ そ5 , 000

個以上と 高い密度で検出 された場合に、 そ こで稲作が行われていた可能性が高い と判断している。 ただし、

最近の調査事例では、 密度が3 ,000個/ g 程度で も 水田跡が検出 されて いる例が多々あるこ と から、 こ こ で は

基準値を3,000個/ g とした 。 こ の判断基準に も と づい て稲作の可能性について検討を行った。

分析を行っ た B 圃、 恥層、 C 層、 D 1層、 D 2層、 E 1層、 E 2層のすべてからイ ネ の プラ ン ト ・ オバールが

検 出 さ れた こ と から、 これらの土層で稲作が行われ て い た 可能性が考えられる。 とくに、 D2層を除 く 各層で

は、 プラ ン ト ・ オパール密度が5 , 000個/ g 以上 と 高い値である こ と から、 稲作が行われ て い た 可能性 は よ り

高い と 考 え られる。

6 ま と め

山王遺跡第21次調査で検 出 さ れた水田造構について プ ラ ン ト ・ オパール分析を行っ た 。 その結果、 すべて

の試料からイ ネ の プラ ン ト ・ オパールが検出 さ れた こ と から同遺構で稲作が行われていたこ と が分析的に検

証された。

［参考文献】
藤原宏志 1976 プラ ン ト ・ オパール分析法の荘礎的研究(1)一数種イ ネ科栽培植物の珪酸体標本と定磁分析法一 考古学 と 自

然科学、 9 : 15-29 
藤原宏志 1979 プラ ン ト ・ オパール分析法の基礎的研究(3)一 福岡 ・ 板付遺跡 （夜臼式） 水田および群馬 ・ 日高遺跡 （弥生時

代） 水田にお け る イ ネ (0. sativa L.) 生産総紐の推定一、 考古学と 自然科学、 12 : 29ー41
藤原宏志 • 杉山真二 1984 プラ ン ト ・ オパール分析法の基礎的研究(5)ープラ ン ト ・ オパール分析によ る水田址の探査一 考

古学と 自然科学、 17 : 73-85 

＜付編＞

山王遺跡第17次調査におけるプラ ン ト ・ オパール分椎

1 .  は じ めに

ここでは 、 山王遺跡第17次調査において採取された試料に つ い て プラ ン ト ・ オパール分析を行い、 稲作跡

の探査を試みた結果について報告する。

2 .  試料お よ び方法
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試料は L 区第A層 （古墳時代 ？ ） で採取 さ れた 1 点で あ る 。 分析方法は第21次調査 と 同様であ る 。

3. 分析結果 と 考察

試料 1 g 中のプラ ン ト ・ オパール個数を 表 l に 示 し た 。

L 区第A層 に つ い て分析を行った結果、 イ ネ の プラ ン ト ・ オパールが4,000個/ g と 比較的高い密度で検出

さ れた。 し た が っ て 、 同層で稲作が行われていた可能性が考え ら れる 。 なお、 同層では ヨ シ属 も 高い密度で

検出 さ れ て い る こ と か ら 、 当時本地点一帯は比較的湿った漿境で あ っ た も の と 推定 さ れ る 。

表 1 プ ラ ン ト ・ オパール分析結果
多賀城市、 山王遺跡21次調査
I 区

試料名 深 さ 屈 厚
仮 比 重

イ ネ （籾総蜃） ヨ シ 屈 タケ亜科 ウシクサ族 キ ビ 族
an cm 個/g t /10 a 個/g 個/g 個/g 個/g

B 1 ゜ 10 1.23 9,500 12.14 900 20,100 2 , 800 ゜
B 2  ゜ 10 1.12 8 , 400 9.81 3,300 15,200 3,300 ゜
C ゜ 40 1 . 02 5 ,800 24.74 1 , 100 15,200 2 ,300 ゜
D l  ゜ 15 1 . 14 5 ,800 10.34 900 17,600 ゜ ゜
D 2  ゜ 15 0.94 1 , 800 2.63 900 9 ,000 900 ゜
E 1 ゜ 5 1.09 5 ,600 3.20 3 , 700 17,900 ゜ ゜
E 2  ゜ 5 1 . 09 6 ,400 3.58 ゜ 10,000 900 ゜

L 区

試料名 1 深 さ 屈 厚 1 イ ネ （籾総蘇） ヨ シ 属 タ ケ亜科 ウシクサ族 キ ビ 族
⑳ 皿 仮 比 重 1 個Ig I t /10 a I 個/g I 個/g I 個Ig I 個/g

A
 

。 10 0 .48 4 , 000 1.96 7 , 200 8 , 000 800 。
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多賀城市山王遺跡第24次調査におけるプラ ン ト ・ オパール分析 1

古環境研究所

1 は じ め に

植物珪酸体は、 ガラ スの主成分である珪酸 (Si02) が植物の細胞内に蓄積した も のであり、 植物が枯死し

た後も微化石 （プラ ン ト ・ オパール） となっ て土壌中に半永久的に残っている。 プラ ン ト ・ オパール （植物

珪酸体） 分析は 、 この微化石を遺跡土壌な どから検出し、 その組成や凪を明 らかにする方法であり、 イ ネを

はじめ と する イ ネ科栽培植物の同定および古植生 ・ 古環境の推定などに応用されている。

山王遺跡24次発掘調査では 、 古墳時代前期 と される土層から水田跡が検出された。 そ こで今回、 プラ ン ト ・

オパール分析を行い 、 同遣構における稲作の検証なら びにその他の層にお ける稲作跡の探査を試みるこ と に

なった。

2 試 料

調査地点は 、 古墳時代前期の遺構のうちの耕作域 と 非耕作域の 2 区域である。 分析試料は 、 耕作域では古

墳時代前期の水田遺構面から 4 箇所 （試料Al4、 Al5、 Al6、 Al8) と同遺構の直上層 (Al9) お よ び直下

層 (A20) の計 6 点が採取された。 ま た、 非耕作域では古墳時代前期遺物包含層 (Al7) と 弥生時代 と み ら

れ る 層 (All、 A12、 A13) の計 4 点が採取 さ れた。

3 分析法

プラ ン ト ・ オパールの抽出 と定量は 、 「プラ ン ト ・ オパール定磁分析法 （藤原、 1976)」 をも と に、 次の手

順で行 っ た。

1) 試料土の絶乾 (105℃・24時間） 、 仮比重測定

2) 試料土約 1 g を秤量、 ガ ラ ス ピーズ添加 （直径約40µ m、 約0 .02 g )  

※電子分析天秤により 1 万分の 1 g の精度で秤量

3) 電気炉灰化法による脱有機物処理

4) 超音波による分散 (300W · 42K.Hz ・ 10分間）

5) 沈底法による微粒子 (20µm以下） 除去、 乾燥

6) 封入剤 （ オ イ キ ッ ト ） 中に分散、 プ レ パ ラ ー ト作成

7) 検鏡 ・ 計数

検鏡は 、 おもにイ ネ科植物の機動細胞に由来するプラ ン ト・オパール （以下、 プラ ン ト ・ オパール と 略す）

を同定の対象 と し、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。 計数は 、 ガ ラ ス ピーズ個数が400以上になるまで行っ た。

こ れ はほぼプレバラ ー ト 1 枚分の精査に相当する。

検鏡結果は 、 計数値を試料 1 g 中のプラ ン ト ・ オパール個数 （試料 1 g あたりのガラス ビーズ個数に、 計

数されたプラ ン ト ・ オパール と ガラ ス ビー ズの個数の比率を乗じて求める） に換算して示した。
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4 分析結果

本地点で検出さ れたプラ ン ト ・ オパールは、 イ ネ 、 ヨ シ属、 タ ケ亜科、 ウ シ ク サ族お よ びジ ュ ズダマ属の

5 分類群であ る。 こ の う ち 、 ジ ュ ズダマ属 に つ い て は微量である。

分析結果は、 ま ず、 試料 1 g 中の プラ ン ト ・ オパー ル個数と して表 1 に 示 し た。 なお、 イ ネ に 関 し て はダ

イ ア グ ラ ム に し て図 2 に 示 し た。 ま た、 各植物の推定生産量 と 変遷につ い て 固 3 に 示 し た。 巻末に主な分類

群の顕微鏡写真を 示 し た。

5 考 察

水田跡（稲作跡）の検証や探査 を 行 う 場合、 一般にイ ネ の プラ ン ト ・ オ バールが試料 1 g. あた り お よ そ3 , 000

個以上 と 高い密度で検 出 さ れた場合に、 そ こ で稲作が行われていた可能性が高 い と 判 断 し て い る 。 ま た 、 そ

の層にプラ ン ト ・ オパール密度のピーク が認め られれば、 上層か ら後代の も のが混入 し た 危険性は考え に く

く な り 、 そ の層で稲作が行われていた可能性は よ り 確実な も の と な る 。 以上の判断基準に も と づいて稲作の

可能性につ いて検討を行った。

イ ネ は耕作域のすべての試料 と非耕作域の試料Al3 よ り 検出 さ れた。 こ の う ち 、 耕作域の試料Al9 と A20

を 除 く と いずれ も プラ ン ト ・ オバール密度は3,000個/ g以上と 高い値で あ る 。 し た が っ て、 こ れ ら の試料が

採取された層準 に お い て は稲作が行われていた可能性が高 い と 考 え られる 。

なお、 水田遺構検出層 よ り 採取さ れた試料 4 点のプラ ン ト ・ オ パール密度の平均値は9,400個/g と 非常 に

高い値で あ っ た。

6 ま と め

山王遺跡24次調査に おいて採取さ れた試料に つ い て プラ ン ト ・ オ パール分析を行い、 稲作跡の検証な ら び

に探査を試みた。 その結果、 古墳時代前期の水田遺構か ら は イ ネ の プラ ン ト ・ オ パールが高い密度で検出さ

れた こ と か ら 、 同遺構に お いて稲作が行われていた こ と が分析的に検証 さ れた。 ま た 、 弥生時代 と み られる

19層 に お い て も 稲作が行われていた可能性が高 い と 判断 さ れた。

【参考文献】
杉山真二 • 藤原宏志 (1987) 川口市赤山陣屋跡遺跡に お け る プラ ン ト ・ オパール分析 赤山一古現境編ー 川 口市遺跡調査会

報告、 10 : 281-298 
藤原宏志 (1976) プ ラ ン ト ・ オパール分析法の基礎的研究(1)—数種イ ネ科栽培植物の珪酸体標本と定且分析法一 考古学 と 自

然科学、 9 : 15-29 
藤原宏志 • 杉山真二 (1984) プラ ン ト ・ オパール分析法の基礎的研究(5)ープラ ン ト ・ オパール分析に よ る水田址の探査一 考

古学 と 自然科学、 17 : 73-85 
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表 l 試料 l g中のプラ ン ト ・ オパール個数 （単位 ： 個/ g )
試料名 イ ネ ヨ シ 属 タケ亜科 ウ シ ク サ族 キ ピ 族 ジ ュ ズ ダマ属

All ゜ 8 , 800 15,800 2,400 ゜ ゜
Al2 ゜ 5,400 10,400 1 , 400 ゜ ゜
Al3 4 , 100 500 14,000 ゜ ゜ ゜
Al? ゜ 20,300 9 , 100 700 ゜ ゜
Al6 8 ,900 2 ,200 12,700 ゜ ゜ ゜
AlS 15,100 3,000 17,400 2,200 ゜ ゜
Al9 600 4,300 25,900 ゜ ゜ ゜
A20 700 ゜ 29,900 ゜ ゜ ゜
Al4 9,500 1 ,400 19, 100 700 ゜ 700 
Al8 4 ,100 2 , 700 19,200 ゜ ゜ ゜
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多賀城市山王遺跡24次調査 に お け る プラ ン ト ・ オパール分析 2

古環境研究所

1 は じ め に

植物珪酸体は、 ガ ラ ス の主成分である珪酸 (Si02) が植物の細胞内に蓄積したものであり、 植物が枯死し

た後も微化石 （ プラ ン ト ・オバール） と なって土壌中に半永久的に残っている。 プラ ン ト ・ オ パー ル （植物

珪酸体） 分析は、 こ の微化石を遺跡土壌な どか ら検出 し 、 そ の組成や量を 明 ら かにする方法であり、 イ ネを

はじめ と する イ ネ科栽培植物の同定お よ び古植生 ・ 古蹂境の推定な どに応用されている。

山王遺跡24次調査 （

八

幡地区） の発掘調査では、 古墳時代前期お よ び弥生時代中期以前 と み ら れる水田遺

構がそれぞれ検出された。 そ こ で、 後者の水田跡における稲作の検証な ら びに そ の上位層 と 下位層における

稲作跡の探査を 目的にプラ ン ト ・ オ バール分析を行うこ と になった 。

2 試 料

試料は、 25層 （弥生時代中期 と み ら れる溝跡検出） 、 29陪 （弥生時代の水田跡） 、 33層において遺跡の調査

担当者に よ って採取されたものである。 なお、 いずれも同一層位で 2 箇所、 また29層では土層の上部 と下部

においてもそれぞれ採取された 。 試料採取地点を図 1 '"'-'図 2 に、 基本層序模式固を図 3 に示す。

3 分析法

プ ラ ン ト ・ オパ ー ルの抽出 と 定景は、 「プラ ン ト ・ オパ ール定足分析法 （藤原、 1976) 」 をも と に、 次の手

順で行った。

1) 試料土の絶乾 (105℃・24時間）

2) 試料土約 1 g を秤屎、 ガ ラ ス ピー ズ添加 （直径約40µm、 約0.02 g )

※ 電子分析天秤に よ り 1 万分の 1 g の精度で秤批

3) 電気炉灰化法によ る脱有機物処理

4) 超音波によ る分散 (300W · 42KHz · 10分間）

5) 沈底法に よ る微粒子 (20µm以下） 除去、 乾燥

6) 封入剤 （オ イ キ ッ ト ） 中に分散、 プレパラ ー ト 作成

7) 検鏡 ・ 計数

検鏡は、 おもにイ ネ科植物の機動細胞に由来するプラ ン ト ・ オ パール （以下、 プ ラ ン ト・オパー ル と 略す ）

を同定の対象 と し 、 400倍の偏光顕微鏡下で行った 。 計数は、 ガ ラ ス ビー ズ個数が400以上になるまで行った 。

これはほぽプレパラ ー ト 1 枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、 計数値を試料 1 g 中の プラ ン ト ・ オパ ール個数 （試料 1 g あたりのガラ ス ピー ズ個数に、 計

数された プラ ン ト ・ オパール と ガ ラ ス ピー ズの個数の比率を乗 じて求める） に換算 し て 示 し た 。 また 、 おも

な分類群につ い ては、 この値に試料の仮比重 (1 . 0 と 仮定） と 各植物の換算係数 （機動細胞珪酸体 1 個あたり

の植物体乾重、 単位 ： lQ-5 g ) を乗 じ て 、 単位面積で層厚 1 cmあたりの植物体生産景を算出 し た。 換算係数は、
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イ ネ は赤米、 キ ビ族 は ヒ エ、 ヨ シ属 は ヨ シ、 ウ シ ク サ族 は ス ス キ 、 タケ亜科に つ い て は数種の平均値を用い

た。 そ の値は 、 それぞれ2 .94 (種実重は1 . 03) 、 8 . 40、 6 . 31、 1 . 24、 0 . 48である （杉山 • 藤原、 1987) 。

4 分析結果

採取された試料すべてについて分析を行った結果、 イ ネ 、 ヨ シ属、 ウ シ ク サ族、 タ ケ 亜科の各分類群のプ

ラ ン ト ・オパー ルが検出された。 これ ら の分類群につ いて定醤を行い、 そ の結果を表 1 に示し た。 なお、 主

な分類群に つ い て は巻末に顕微鏡写真を示した。

5 考 察

水田跡の検証や探査を行う場合、 通常、 イ ネ の プラ ン ト ・オパールが試料 1 g あたりおよそ5, 000個以上の

密度で検出された場合に、 そこで稲作が行われていた可能性が高い と判断 し て い る。 ただし 、 仙台平野では

これまでの分析調査において、 プラ ン ト ・ オパール密度が3 , 000個/ g 程度で も水田遺構が検出されている例

が多々 あるこ と か ら 、 ここでは判断の甚準値を3 ,000個 と し た。 ま た、 その層にプラ ン ト ・ オ パール密度のピ

ークが認め られれば、 上層か ら 後代の も のが混入 した危険性は考えに く く なり、 そ の層で稲作が行われ て い

た可能性は よ り確実な も の となる。 以上の判断基準に基づき稲作の可能性につ い て 考察を行う。

(1) 25層

本層準か ら は弥生時代中期 と み ら れる溝跡が検出され て いた。 試料は調査区の北側 （試料A) と南側 （試

料 B ) において採取された （
図

1 参照） 。 分析の結果、 いずれの地点か ら も イ ネ は検出されなかった。 イ ネ以

外では ヨ シ属がやや高い値である他 は ウ シ ク サ族、 タ ケ亜科が若干検出されたのみである。 このこ と か ら 、

本層準では当該地点において稲作が行われ て い た可能性は考えにくい。 なお、 検出された溝跡が稲作施設に

伴うも のであるか否かの判断はこのデータか らだけでは困難である。

(2) 29層

本層準では上面において弥生時代中期以前 と み ら れる水田跡が検出されて い た。 試料は畦畔を境に北側（試

料 フ 、 へ） と南側 （試料ハ 、 ヒ ） におい て そ れぞれ採取された （固 2 参照） 。 分析の結果、 イ ネ は す べ て の 試

料 よ り検出された。 したがって 、 同遺構において稲作が行われていたこと はほぼ確実と みなされる。 なお、

プラ ン ト ・オパール密度は、 土層の上部では1 , 200........ 1 , 800個/ g 、 下部では400,....._,600個/ g と 全体にやや低

い値である。 これにつ い て は、 1) 稲作が行われ て いた期間が短かった、 2) 稲藁の大部分が水田外に持ち

出された、 3) 稲の生産性が低かった、 4) 土層の堆積速度が速かった等が考えられるが、 ここでの原因は

不明である。

イ ネ以外ではタケ亜科が比較的高い密度で検出された。 ま た、 南側で は ヨ シ属が、 北側で は ウ シ ク サ族が

高い値で認 め ら れた。 こ れ ら に つ い て は 、 出現傾向にこれ と いった特徴が見いだせないこ と か ら 、 当該地点

における植生を反映した も の と は考えに く い。 したがって 、 近傍に生育 し て いた も のが潅漑水により流入し

たか、 堆肥等 と し て 田面に人為的に投入された可能性が考えられる。

(3) 33層

本層準では、 下層調査区の北側 （試料力） と南側 （試料ホ） において試料が採取された。 分析の結果、 イ

ネ は検出されずタケ亜科 と 南側で ウ シ ク サ族が若干検出されたのみである。 したがって 、 本層準では当該地

点において稲作が行われ て い た可能性は考えに く い。

なお、 ヨ シ属がまったく検出されていないこ と か ら 、 本層準の堆積時は調査区一帯は比較的乾いた環境で
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あ っ た こ と が推察される。

6 ま と め

山王遺跡24次調査に お い て プ ラ ン ト ・ オパー ル分析を行い 、 検出された水田遣構における稲作の検証なら

び に その他の層における稲作跡の探査を試みた。 その結果、 水田遺構が検出された29層では分析を行ったす

べての試料からイ ネのプラ ン ト ・ オパールが検出されたこ と から、 同遺構 に お い て 稲作が行われ て いたこ と

が分析的に確認された。 なお、 溝跡が検出された25層お よ び水田跡検出層下位の33層 に つ いてはイ ネのプラ

ン ト ・ オパールはま っ たく検出されなかっ た こ と から、 こ れ らの層準で稲作が営まれた可能性は認められな

か っ た。

文献
藤原宏志 (1976) プラン ト ・ オ バール分析法の基礎的研究(1)—数種イ ネ科栽培植物の珪酸体標本と定嚢分析法一、 考古学 と 自

然科学、 9 : 15-29 
藤原宏志 (1979) プラン ト ・ オパール分析法の基礎的研究(3)— 福岡 ・ 板付遺跡 （夜臼式） 水田お よ び群馬 ・ 日高遺跡 （弥生時

代） 水田にお け る イ ネ (0. sativa L.) 生産総祖の推定一、 考古学 と 自然科学、 12 : 29-41 
藤原宏志 • 杉山真二 (1984) プラ ン ト ・ オパール分析法の基礎的研究(5)ープラ ン ト ・ オバール分析 に よ る水田址の探査一、 考

古学と 自然科学、 17 : 73-85 

表 1 山王遺跡24次調査②のプラ ン ト ・ オパ ール分析結果
検出密度 （単位 ： 100個/g )  

A B フ
分 類 群 ＼ 試 料

25 層 25 層 29層上

イ ネ 18 
キ ビ族 （ ヒ エ属など）
ヨ シ属 25 34 18 
ウ シ ク サ族 （ススキ属など） 6 13 37 
タ ケ 亜科 （ お も に ネザサ節） 63 21 226 

推定生産益 （単位 ： kg/m' ・ cm)

イ ネ 0.54 
（イ ネ籾） 0.19 

キ ビ族 （ ヒ エ属など）
ヨ シ屈 1.59 2 . 15 1.15 
ウ シ ク サ族 （ススキ属など） 0.08 0 .16 0.45 
タ ケ亜科 （ お も に ネ ザサ節） 0.30 0.10 1 . 08 

ヘ Iヽ ヒ ヵ

29層下 29層上 29層下 33 層 33 層

6 12 4 

68 31 
6 13 

94 137 117 73 46 

0 . 17 0 . 37 0 . 13 
0 . 06 0 .13 0.05 

4.32 1.99 
0 . 07 0 . 16 
0 . 45 0.66 0 . 56 0.35 0.22 
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山王遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査

大澤 正己

概 要

山王遺跡の古墳時代から 、 奈良平安時代までにわたる遺描出土の製鉄関連遺物（製錬滓、 椀形鍛冶滓、 不

定形滓、 鉄塊系遣物、 炉壁、 粒状滓、 鍛造剥片）を調査して次の点が明 ら かになった。

< 1 >  古墳時代中期 ( 5 世紀） には、 磁鉄鉱系荒鉄 （製錬生成鉄で、 表皮ス ラ グや捲込みス ラ グ、 更に

は炉材粘土などの不純物を含む原料鉄 ： 鉄塊系遺物）の成分調整の精錬鍛冶から 、 鍛打作業を伴ない製品化

まで行なう鍛錬鍛冶があった。 鍛冶工房跡としての鍛冶炉は検出されて、 これに高坪脚の転用羽口を使って

の作業ではあるが、 鉄滓の鉱物組成はヴス タ イ ト (Wtistite : FeO) +ヘー シ ナ イ ト (Hercynite : FeO · A12 

03) 晶出の高温操業であった。

く 2 > 7 世紀末-...,8 世紀初頭になる と 、 箱形製鉄炉を使って、 塩基性砂鉄を原料とした製鉄が開始され、

後続 作業の鍛冶までを含む製鉄一貫体制が と られ て い た。 官営製鉄であろう。

く 3 > 平安時代になる と 、 当地で非鉄金属の製品製作の痕跡を残す。 残
存

滓か ら銅精錬かルツ ボ溶解に

関係した作業も配慮すべき 情報である。 ただし、 こ の 作業は、 明瞭なる発言に達するまでの証拠デー タは捉

え られていない。

く 4 > 当地は、 5 世紀より 古代手工業生産の先端技術の根着いた地域であって 、 その土壌のも と に、 奈

良、 平安時代には陸奥国府の多賀城 と の密接な関係をもつコ ン ピナ ー ト としての位置づけがなされる生産遺

跡となるであろう。

1 い き さ つ

山王遺跡は、 宮城県多賀城市南宮字八幡に所在し、 古墳時代から近世までの大規模な集落跡である。 こ の

遺跡は平成元年か ら 6年までにかけての調査で、 現在までに不明瞭であった国府周辺の様相を解明する手掛

り の得 られた貴重な遺跡である。 こ の遺跡の出土遺物を通して 、 当時の鉄器製作や鉄生産の実態の把握を 目

的として 、 金属学 的調査の依頼を多賀城市埋蔵文化 財調査セ ン タ ーより要請された。

なお、 調査遺物は、 生産遺構に伴なうのは5 世紀の鍛冶工房跡出土品の6点のみで、 他の16点は土坑出土

であって、 その性格 づけが不明瞭になりやすいので 、 穴澤義功氏の協力を得て遺物観察表を作成して頂き 、

その見解を参考にして調査を行なっている。

2 調査項目

供試材

Table 1 に示す。 試料符号S A N - 1 ,......,15は推定年代の決定される遺構か ら の出土品で 、 16,......, 22は不明品で

ある。総数醤448点のうち帰属年代不明瞭なるものか ら 7 点を箪者が砂鉄系鉄生産に関係するものと 予測して

採 り 出した。 この分は観察表を作成していない。
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調査項目

(1) 肉眼観察

遺物観察表 （穴澤義功氏作成） を参照して文章化 し て い る 。

(2) マ ク ロ組織

粒状滓 と 鍛造剥片の埋込み試料の断面を投影機を使って撮影した。 ま た 、 両試料の外観写真は実体顕微鏡

の 8 倍 と 20倍写真を用いている 。

(3) 顕微鏡組織

供試材は水道水で充分に洗浄乾燥後、 中核部をベー ク ラ イ ト樹脂に埋込み、 エメ リ ー研磨紙の#150、 #240、
ミ ク 0 ン ミ ク ロ ン

#320、 #600、 #1,000と順を追って研磨し、 最後に被研面をダイ ヤモ ン ド の 3 µ と 1 µ で仕上げ、 光学顕微

鏡観察 を行な っ た。 なお 、 金属鉄の炭化物は ピ ク ラ ル （ ピ ク リ ン酸飽和アルコ ール液） で腐食 (Etching) し

て い る 。

(4) ビ ッ カ ー ス 断面硬度

鉄滓の鉱物組成 と 金属鉄の組織同定を 目 的 と し て 、 ご ッ カ ー ス 断面硬度計 (Vickers Hardness Tester) 

を用いて硬さ の測定を行な っ た 。 試験は鏡面研磨 した試料に136
°
の頂角 を も っ た ダイ ヤモ ン ド を押し込み、 そ

の時に生じた窪みの面積を も っ て 、 その荷重 を 除 し た商を硬度値 と して い る。 試料は顕微鏡試料を併用 し た。

Tabla. 1 供資材の履歴 （山王遺跡分析資料一覧表）
重菰 磁 検 C 化 X マ 耐 力 放 X 硬 観 モ 実

No. 遺 構 名 遣物番号 遺 物 種 類 着 M 〗 線 ク 火 ロ 射 良 ノ 測
儒 リ

{ g )  度 鏡 A ロ 度 1 化 T 度 察 ロ 図

1 S 1 5266 S A N - 1  椀
（
形
粘

鍛
土溶

冶
融
滓

物付き） 46.1  4 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

2 S I 5266 S A N - 2  椀
（
形
炉

鍛床粘冶滓

土付 き ） 314.6 4 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

3 S I 5266 S A N - 3  （炉壁） 粘土溶融物 119.3 4 ゜ ゜ ゜ ゜

4 S I 5266 S A N-4 （炉壁） 粘土溶融物 20.2 2 ゜ ゜ ゜ ゜

5 S I 5266 S A N - 5  擬似粒状滓 ゜ ゜ ゜

6 S I 5266 S A N - 6  鍛造剥片 ゜ ゜ ゜

7 S I 180 S A N - 7  椀形鍛冶滓 91.1 3 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

8 S Dl80 S A N - 8  椀形鍛冶滓 76.9 3 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜， S D5083 S A N- 9 椀形鍛冶滓 65.1 4 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

10 S D5083 S A N-10 炉壁 1050.0 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

11 S D5083 S A N-11 炉壁 （曲 り ） 326.0 2 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

12 S D5083 S AN-12 炉壁 380 .5  3 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

13 S I 5259 S AN-13 椀形滓様遣物 27.5 3 ゜ ゜ ゜ ゜

14 S T5259 S A  N-14 椀形滓様遺物 17.4  3 ゜ ゜ ゜ ゜

15 S I 5259 S AN- 15 炉壁溶融物様遺物 17.7 3 ゜ ゜ ゜ ゜

16 S D5039 S A N-16 不定形鍛冶滓 17.0 ゜ ゜ ゜

17 S D5039 S AN-17 椀
（鍛
形

錬
鍛

鍛
冶滓

冶滓） 156.4 • • 一 ゜ ゜ ゜ ゜

18 S D5064 S AN-18 椀
（
精形錬

鍛
鍛
冶滓

冶滓） 126.6 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

19 S K5008 S AN-19 炉内滓（砂鉄製錬滓） 18.1 ゜ ゜ ゜ ゜

20 S D5001 S AN-20 炉内滓 （砂鉄製錬滓） 112.6 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

21 B 区L- I S AN-21 不定形鍛冶滓 54.3 ―• ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

22 C区L- I S A N-22 鉄塊系遺物 164.5 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
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Table. 2 供試材の化学組成

全鉄分 繹鉄 酸化 酸化 二酸化 酸化 企酸H化?A •n酸化,,. カ酸リ 化ウム t酸iり化9ム マ酸ン化が9 ゴ俊化 酸化 硫黄 悶
化 炭素 パナ 銅 悶 TiO, 

（
1 
℃） 

第1鉄 第2鉄 珪 TA> t.: りL チタン クロム ジウム
試料番号 遺跡名 出 土 位 置 種 別 推 定 年 代 迂粗紛

情�
I)雫） (FeO) (Fei(り (SiOJ (AJ,O,) CaO (MgO) K,Ol (Na,0) (MuO) (Ti0,J (Cr,01) (S) (P,Osl {C) (V) (Cul Total Total 

Fe Fe 

SAN-1 山 王 S l -5266 精錬鍛冶滓 S C  34.83 0.13 27.18 19.41 36.1:0 7 .55 1 .62 0.49 0.89 0.83 0.06 0.31 0.01 0.01 0.33 0.17 0.01 0.025 47.38 1.630 0.009 

2 II ” II ” 51.47 0.14 49.69 18.17 lUO 4.23 5.85 0.57 1.29 0.67 0.08 0.15 0.04 0.01 0.31 0.04 <0.01 0.045 30.51 0.593 0.003 

7 JI S D - 5083 砂鉄製錬滓 7C 末-sc初頭 50.48 0.07 49.69 16.85 3.36 2.86 0.25 2.49 0.08 0.11 0.55 22.28 0.08 0.01 0.26 0.03 0.39 0.008 9.15 0.020 0.441 

8 II II 鍛錬鍛冶滓 II 40.14 0.21 39.13 13.60 28.63 6.76 3.38 0.67 1.34 0.86 0.14 0.50 0.02 0.04 0. 79 0.04 0.01 0.008 41.64 1.037 0.013 

， II II 精錬鍛冶滓 ／） 44.11 0.07 45.88 11.98 24.CG 6.57 1.47 0.88 1.24 0.63 0.19 3.12 0.02 0.08 1.24 0.12 0.04 0.002 34.85 0. 790 0.071 

10  ” JI 炉壁溶融物 )) 6.51 0.30 3.48 5.01 59.47 20.10 4.93 l.14 1.79 0.55 0.14 2.46 0.03 0.01 0.32 0.11 0.03 0 . 002 87.98 13.515 0.378 

JI II II 炉壁胎土 )) 4.04 0.07 0.89 4.69 67.29 20.93 0.73 0. 74 0.80 0.59 0.04 0.96 0.03 0.01 0.14 澪 0.01 0.002 91.08 22.545 0.238 1470 

1 1  II II 炉壁溶融物 II 8.29 0.07 2 25 9.25 63.17 18.96 1.70 0.93 1.43 0.80 0.07 0.96 0.05 0.01 0.15 0.06 0.02 0.002 86.99 10.493 0.116 

12 II JI JJ II 8.92 0.16 3.56 8.57 64.19 15.62 3.04 0. 75 1.46 l .28 0.07 0.77 0.03 0.01 0.16 0.04 0.01 0.005 86.34 9.679 0.086 

13 II S I -5259 椀形滓様遺物 平安時代 32.42 0.54 33.20 8.68 41.29 8.59 l.81 0.54 1.11 LOI 0.07 0.36 0.03 0.01 0.34 0.04 0.01 0.045 54.35 1.676 0.011 

17 II S D-5039・ l 層 鍛錬鍛冶滓 不明 42.97 0.21 48.51 7.22 27.39 6.58 1.21 0.59 2.14 0.35 0.21 0.51 0.01 0.04 1.29 0.11 0.01 0.005 38.26 0.890 0.012 

18 II S D-5064(3) 1 陪 精錬鍛冶滓 ）） 47. 79 0.66 55.96 5.19 20. 79 5.87 2.41 0.93 0.81 0.48 0.16 3.22 0.03 0.02 0.47 0.11 0.03 0.008 31.29 0.655 0.067 

20 I) S D-5001・ 1 層 砂鉄製錬滓 JI 38.66 0.50 48.18 1.02 18.26 5.10 Z.63 3.73 0.51 0.34 0.78 17.35 0.02 0.03 0.50 0.02 0.13 0.005 30.57 0. 791 0.449 

2 1  II B区 • 第 1 陪 精錬鍛冶滓 JI 51. 75 0.22 38.47 30.92 15.62 3.98 0.90 0.50 0.41 0.31 0.24 1.74 0.10 0.03 0.54 0.33 0.21 0.005 21.72 0.420 0.034 

0
6
 



(5) CMA (Computer Aided X-ray Micro Analyzer) 調査

E P M A  (Electron Probe Micro Analyzer) に コ ン ピ ュ ータ ーを内蔵させた新鋭分析機器である。 旧式

装置は別名、 X線マ イ ク ロ アナ ラ イ ザー と も呼ばれる。 分析の原理は 、 真空中で試料面（顕微鏡試料併用）

に電子線を照射し、 発生する特性X線を分光後に画像化し、 定性的な結果を得る。 更に、 標準試料 と X線強

度 と の対比から元素定屋値を コ ン ピ ュ ータ ー処理してデータ解析を行なう方法である。 化学分析を行なえな

い微量試料や鉱物組成の微小域の組織同定が可能である。

(6) 化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分 (Total Fe) 、 金属鉄 (Metallic Fe) 、 酸化第 1 鉄 (FeO) : 容量法。

炭素 C C ) 、 硫黄 ( s ) : 燃焼容量法、 燃焼赤外吸収法。

二酸化珪素 (SiOふ 酸化ア ル ミ ニ ウ ム (Al20ふ 酸化 カ ル シ ウ ム (CaO) 、 酸化マ グ ネ シ ウ ム (MgO)、

酸化カ リ ウ ム (K心）、 酸化ナ ト リ ウ ム (Na20) 、 酸化マ ン ガ ン (MnO) 、 二酸化チタ ン (TiOか 酸化ク ロ

ム (Cr20か 五酸化燐 CP20ふバナ ジ ウ ム (V) 、銅 (Cu) : I C P (Inductively Coupled Plasma Emission 

Spectrometer) 法 ： 誘導結合プラズマ発光分光分析。

(7) 耐火度

耐火度の火熱に耐える温度 と は、 溶融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状態度の温度で表示するこ と

に定め、 これを耐火度 とよんでいる。 試験に は三角コ ー ン、 つ ま りゼーゲルコ ー ンが溶倒する温度 と 比較す

る方法を用いて い る。

3 調査結果 と 考察

S I -5266 ( 5 世紀） 鍛冶工房跡出土品

(1) S A N - 1 : 椀形鍛冶滓（精錬鍛冶滓）

① 肉眼観察 ： 鍛冶炉の炉底に堆積された小型椀形鍛冶滓の欠損品。 側面の 2 面 が破面 となる。 上面は粘

土質の気泡の多い溶融物で酸化防止の粘土汁のガラ ス化した物質であろう。 その下半には緻密質の薄い滓が

形成されて、 底面に は灰色砂質炉床粘土を付着する。

② 顕微鏡組織 ： Photo. 1 の①～⑤に示す。 ①は表層の酸化土砂に取 り 込 まれた赤熱鉄材の酸化膜が鍛打

で剥離した鍛造剥片である。 ②③は、 白色粒状のマ グネタイ ト (Magnetite : FeaO.) と、 その粒内淡褐色析

出物のヘー シ ナ イ ト (Hercynite : FeO · Al203) が局部的に晶出する。 羽□近傍の高温化傾向の強い個所で

の組織である。 この組織は荒鉄 （製錬生成鉄で、 表皮ス ラ グや捲き込み ス ラ グ、 さらには炉材粘土などの不

純物を含 む原料鉄 ： 鉄塊系遺物） の成分調整で排出された精錬鍛冶滓に分類される。

③ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 ： Photo. 1 の④の白色粒状結晶 と 、 ⑤の白色スケル ト ン (Skelton : 骨格） 状お

よ び樹枝状結晶の硬度測定の圧痕を示す。 硬度値は、 前者が559Hv、 後者で608Hvであった。 マ グネ タ イ ト の

文献硬度値が500,..._,600Hvであり、 ①両者はこの範疇で捉えられる。

④ CMA調査 ： Photo .14の S E ( 2 次電子像）に示した白色粒状マ グネタイ ト 、 淡灰色長柱状結晶フ ァ

ィ ャ ラ イ ト (Fayalite : 2 FeO·Si02) 、 基地の暗黒色 ガ ラ ス 質ス ラ グの高速定性分析結果をFig. 1 に示す。

検出元素 は A-Rankで、 鉄 (Fe) と 、 ガ ラ ス 質成分 (Si+Al+Ca+Mg+ K+Na) 、 これらは酸化物 と して

存在するので酸素 (0) 、 他に炭素 ( C ) と 燐 ( p ) が加わる。 ま た、 B-Rank と して 、 チ タ ン (Ti) が検

出された。 鍛冶原料の鉄素材は磁鉄鉱系の可能性をもつ。
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次にPhoto .15の S E ( 2 次電子像） に示した白色粒状結晶の粒内 に花芯の様な茶褐色微小析出物を も つ も

のの高速定性分析結果をFig. 2 に示す。 検出
元

素の構成は前述したFig. 1 に準 じた結果となった。 ただし、

該品は、 ガラ ス質成分の 占 める面積が少ないので、 燐 ( P ) が未検出におわっている。

以上、 2 つの 高速定性分析結果を視覚化した面分析の特性X線像がPhoto . 13、 14である。 分析
元

素の存在

は 、 白色輝点の集中度 に よ って読みとれる。白色粒状マ グ ネ タ イ ト は 、 化学式がFe304で示される様に 、 鉄 (Fe)

に 白色輝点は集中し、 ガ ラ ス 質成分 (Si+Al+Ca+Mg+ K + Na) は黒 く 抜ける。 なおPhoto . 14の 白色粒状

結晶の粒内析出部分は、 花芯の形状でアル ミ ニ ウ ム (Al) に 白色輝点が集中 し 、 この微小析出物 はFeO·A12

03のヘー シ ナ イ ト が同定される。 なお、 チ タ ン (Ti) の 白色輝点は、 暗黒色ガラ ス 質 ス ラ グ部分が抜けてマ

グネ タ イ ト や フ ァ イ ヤ ラ イ トの結晶内に重なって検出 さ れる。 チ タ ン (Ti) 憐度は弱 く て 、 砂鉄系鉄素材は

否定 さ れて、 磁鉄鉱系鉄素材の成分調整を行なった滓に分類される。

⑤ 化学組成分析 ： Table. 2 に示す。 鍛冶滓としては鉄分低めのガラ ス質分高めの滓である。全鉄分 (Total

Fe) は 、 34.83% に対して 、 金属鉄 (Metallic Fe) が0 . 13%、 酸化第 1 鉄 (FeO) 27 . 18%、 酸化第 2 鉄 (Fez

03) が19.41%の割合である。 ガラ ス 質成分 (SiOけ Al203 +CaO+MgO+K心十Na20) は多 く て47. 38%で、

これは椀形滓上面の粘土質成分の影響が表われて 、 このうち に塩基性成分 (CaO+ MgO) を2 . 11%含 む。 砂

鉄特有成分と し ての二酸化チ タ ン (Ti02) は0 . 31%、 バ ナ ジ ウ ム ( V ) 0 . 01% は少なく 、 随伴微量元素 と し

ての酸 化 マ ン ガ ン (MnO) は0 . 06%とこれ も 微量で、 更に銅 (Cu) の0 . 025% は 高 く 、 これらの構成成分は

砂鉄原料は否定 さ れる。 鍛冶原料の鉄素材は磁鉄鉱あたり に可能性が考えられる。

(2) S A N - 2 : 椀形鍛冶滓 （精錬鍛冶滓）

① 肉眼観察 ： 破面 4 個所 を も つ椀形鍛冶滓の欠損品である。 上面の短軸片側に羽口先端溶融物がのり、

底面に は ス サ入り砂質炉床粘土を付着する。 滓は緻密で比重は大 き い。 なお、 黄褐色酸化物の付着が目 につ

② 顕微鏡組織 ： Photo. 1 の⑥～⑧に示す。 鉱物組成は 、 白色粒状結晶の ヴス タ イ ト (Wtistite : FeO)と、

淡茶褐色多角形結晶の マ グ ネ タ イ ト 、 基地の暗黒色ガ ラ ス 質 ス ラ グから構 成 さ れる。 精錬鍛冶滓の晶癖であ

る。

③ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 ： Photo. 1 の⑦は 白色粒状結晶、⑧ は ヴス タ イ ト凝集体を硬度測定の圧痕を示す。

硬度値は、 前者で475Hv、 後者が476Hvであった。 両者はほ ぼ近似した値で、 ヴス タ イ ト に同定される。

④ 粉末X線回折 ： Fig. 3 に示す。 検出さ れた鉱物相は 、 ヴス タ イ ト (Wtistite : FeO) 57. 7%、 マ グネ タ

イ ト (Magnetite : Fes04) が42.3%であった。 顕微鏡組織で観察した鉱物組成と対応した結果となった。

⑤ 化学組成分析 ： Table. 2 に示す。 該品は鉄分が多く て ガ ラ ス 質 は低減する。 全鉄分 (Total : Fe) は

51 .47%に対して金属鉄 (Metallic Fe) が0 . 14%、 酸化第 1 鉄 (FeO) 主体の49.69%、 酸化第 2 鉄 (Fe20s)

は 18. 17%の割合である。 ガラス質成分は30.51%の う ち 、 塩基性成分 (CaO+MgO) は多くて6.42%を含む。

二酸化チ タ ン (Ti02) 0 . 15%、 バナ ジ ウ ム ( V ) <0.01%以下、 酸 化 マ ンガン (MnO) も 0 .08%と少な く 、

銅 (Cu) が0 . 045%と多いのは、 前述したS A N - 1 椀形鍛冶滓とは、 同系の精錬鍛冶滓に分類される。

(3) S A N - 3  : 鍛冶炉炉壁溶融物

① 肉眼観察 ： 鍛冶炉の炉壁粘土の溶融物で、 滓化 したとこ ろ はガラス質滓となり気泡を多く発する。 表

面ガラ ス 質滓の色調は、 一部に濃い ウ グ イ ス色の部分 もある。 胎土部分は暗い灰色の砂質土であった。 ガラ
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ス化の進行状態か ら みて羽口両側の炉壁溶融物 と 推定される。

② 顕微鏡組織 ： Photo . 2の①～⑨に示す。 炉壁溶融物は⑧過）であり、 暗黒色ガラ ス質ス ラ グ中に局部的

に微小多角形結晶 と 樹枝状の マ グ ネ タ イ トを晶出する。 また、 ①～⑦は、 鍛冶炉横で、 赤熱鉄材の鍛打作業

を行な っ た際に派生した鍛造剥片である。 剥片の厚みは極薄手は、 0 . 01mm、 厚手で、 0 . 1mmの仕上げ段階に発

生した 3 層分離型 （外層はヘマタイ ト 、 中間層が マ グ ネ タ イ ト 、 内層はヴス タ イ ト ）であっ た。 <D®は研磨

のままで人工腐食 (Etching) を施していない場合の組織であり、 ③～⑦は王水 （塩酸 3 : 硝酸 1 ) の腐食組

織である。 この種の鍛造剥片の腐食組織は、 外層ヘマタ イ ト は王水で侵されず、 中間層のマグネタ イ ト は黄

変し、 内層ヴスタイ ト は黒変する。 なお、 鍛冶炉に飛び込んで再加熱された鍛造剥片は中間層のマ グネタイ

トが剥片全体を取り囲んだ状態で被膜構成がなされており、 ⑦の鉱物相を明記した剥片が それである。

③ ビ ッ カ ース 断面硬度 ： Photo. 2の⑥に王水腐食で黒変した内層に硬度測定の圧痕を示す。硬度地は435

Hvで、 ヴスタ イ ト の文献硬度値の45 0......... 5 00Hvの下 限を若干割っているが、 この内層の黒変した層はヴス タ イ

ト に同定される。

(4) S A N-4 : 炉壁

① 肉眼観察 ： 前述 S A N- 3 炉壁 と 同個体の可能性をもつ炉壁溶融物である。 表面の溶融ガラ ス化は、

黒色の地に灰白色の被膜状 と な っ た部分 と 、 灰黒色か ら ウ グイ ス色を呈する個所をもつ。 裏面は灰黒色か ら

灰白色の砂質土にス サ入りであっ た。

② 顕微鏡組織 ： Photo. 3 の①～③に示す。 ①にみ ら れる暗黒色ガラ ス質ス ラ グを呈する組織が一般的な

個所であり、 局部的には、 ②にみ られる淡灰色短柱状結晶の フ ァ イ ヤ ラ イ ト と 、 少砿の微小白色粒状結晶の

ヴスタイ ト 、 また③にある フ ァ イ ヤ ラ イ ト と微小マグネタイ ト の組合せ個所が認め られた。

(5 ) S A N -5 : 粒状滓

① 肉眼観察 ：8 . 6 X 6 . 80!Dlの楕円形を呈する粒状滓である。 当初大型品であり、 滓あるいは羽口、 又は羽

口周辺の炉壁粘土の溶融物あたりを想定したが、 後述する通りマ ク ロ組織で観察される様に内側は空洞化し

て粒状滓に認定で き た。 稀にみる大型サイ ズである。 色調は青味を帯びた黒色で、 部分的に赤褐色鉄銹も認

め ら れる。

粒状滓は鍛冶に際して鉄材を加熱した場合突起部が溶融滴下 して表面張力の関係か ら球状化するものか ら 、

赤熱鉄材の酸化防止に粘土汁を塗布するが、 これと 酸化鉄が反応し、 鍛打の折りに飛散して球状化する遺物

であり、 いずれにしても鍛錬鍛冶の前半段階、 鍛造剥片の発生よりも前で派生する。
通常、 6 OlDl以下で作業

内容にもよるが z ........ 3 mm粒径が多い。

② マ ク ロ組織 ： Photo . 24に示す。 肉厚が 1 皿前後で、 鉱物組成は白色粒状の ヴスタイ トが密集した状態

で晶出する。 試料埋込み中に破砕したので、 破片を復元して楕円状としたが旧形 とは異な っ た形 状 と な っ て

いる。

③ 顕微鏡組織 ： Photo. 3 の④～⑧に示す。 鉱物組成は白色粒状の ヴス タ イ トが凝集しかかっ た状態で晶

出し、 球状メ タルも若干含 む。 この肉厚 ( 1 O!Dl前後） と 鉱物相の組合せであれば、 粒状滓に分類される。

④ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 ： Photo . 3 の⑧に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。 硬度値は、 349Hv と 軟

質の結果を出した。 ヴスタ イ ト の文献硬度値は、 45 0,.....,500Hvであり、 大 きく 外れて いる。 粒状滓や鍛造剥片

の硬度値は、 時折り、 この様な結果が現われるが原因は定かでない。
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( 6) 

赤熱鉄片を大気中で鍛打加工す る と 、 表面酸化 膜が剥離 • 飛散す る 。 こ れを鉄肌、

ど と 呼ぶ。 作業工程の進行度合により、 厚手から薄手へ と 移行するし、 色調も黒色から青味を帯びた銀色へ

ス ケ ール、 鍛造剥片な

S A N-6 : 鍛造剥片

と変化 す る 。 それぞれの遺跡の鍛冶作業の段階を押え る 上で有力な遺物 となってくる 。 ②

しかし、 前述した粒状滓や、 鍛造剥片は微細な遺物であって 、 発掘調査中に肉眼観察のみでの検出は難し

く 、 通常は鍛冶炉の床面の土砂の水洗により見つ け ら れ る 。 こ れらの遣物を メ ッ シ ュ を切って採り上げるこ

と により分布状況が判れば、 鍛冶工房内の作業空間配置の手掛り と 鍛錬鍛冶段階を証明す る 貴重な遺物 とな

りう る 。 ③
次に鍛造剥片について、 金相学上の問題に触れる。 鍛冶原料の素材鉄を鍛打のた めに加熱す る と 、 速やか

く ろかわ

に酸化 して表面に硬い黒跛が生じる 。 酸化 膜であって、 こ れは通常、 外層にヘマタイ ト (Hematite : Fe203) 、

この場中間層にマ グネタイ ト (Magnetite : Fe304) 、 内層にヴスタイ ト (Wtistite : FeO) の 3 層が生ずる 。

そのうえにマグネタ合、 560℃以下の加熱では内層の ヴスタイ ト は生 じず、 570℃以上の温度で生成されて 、

これらの酸化 物相の組成範囲 と 温度の関係は、 F e -O 系平衡状態図で説イ ト 、 ヘマタイ ト の組成 と な り 、
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（イX口）の中央部は気泡が発するが 、おしなべて緻密質である 。

③ 顕微鏡組織 ： 6点の剥片は、 いずれも外層極微厚白

色ヘマタイ ト (Hematite : Fe20a) 、 中間層は淡褐色のマ グネタイ ト (Magnetite : FeaOふ 内層が主要膜の

22 -24 26 
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Fe-0系平衡状態図

20 

図 1

倍の拡大組織で 3 層分離型の酸化 膜層が白色面でみられる 。

したが風化 が進

行していて各層に変化 が生 じなかった 。 これが生き た膜片であれば、 Photo. 2 に示した層変化 がみられ る の

であるが、 約1500年の歳月 に よ り組織は侵さ れた結果と なった。 しかし、 前述した様に (Photo. 4 の②の打

ヴスタイ ト (Wtistite : FeO) の 3 層分離型で構成される 。 各剥片は王水で腐食 (Etching)

3 型分離は、 痕跡 と して読み と る こ と がで き た。 これらの組織は、 鍛打作業も仕上時の派

生品、 鉄製品は平坦度が完了した姿を留めた 、 鍛造剥 片 と いえ る 。

④ ピ ッ カ ー ス 断面硬度 ： 鍛造剥片の内層ヴスタイ ト と中間層マグネタイ ト の硬度測定の圧痕をPhoto. 4 

の③に示す。 硬度値は、 前者で432Hv, 後者が508Hvであった。 それぞれ、 文献硬度値を僅かに外れるものの、

ヴスタイ ト と マ グネタイ ト に同定で き る。
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小 結

S I -5266は古墳時代中期 ( 5 世紀）の鍛冶工房跡に比定される。 鍛冶作業は、 磁鉄鉱系鉄素材の成分調

整の精錬鍛冶を行ない、 鍛打成型工程を伴なう鍛錬鍛冶がなされている。 これを証明する遺物は、 大型粒状

滓 (8.6 X 6 . 8mmの例外的大型品） が 1 点と、 厚みが0 . 26"'0.lmmの鍛造剥離で 、 この剥片は鍛冶炉の炉壁や精

錬鍛冶滓表層に付着するものから、 鍛冶炉周辺床面 から検出された 。 いずれも最終仕上げ段階の派生品で、

粒状滓と鍛造剥片の間では、 作業工程の流れをみると、 若干の断絶があって、 遺物としては片寄りが感じら

れた 。

なお 、鍛冶作業は、高坪脚転用の羽口が使用されるが、鉄滓の鉱物組成をみると、 ヘー シナイ ト (Hercynite : 

FeO.AbOa)+ ヴス タ イ ト (Wtistite : FeO) を晶出する高温操業であって、 5 世紀代とはいえ高度の技術で

あった 。 関東方面の4"'5世紀代の鍛冶作業が高度なものである事は、 千葉県八千代市所在の沖塚遺跡竺 栃

木県小山市所在の西裏遺跡⑥で確認されている事であるが、 今回もその例にもれない点が確認された 。

S D-180、 S D -5083 ( 7 世紀末"' 8 世紀初頭）出土品（同一溝出土品）

(1) S A N - 7  : 炉底塊 （砂鉄製錬滓）

① 肉眼観察 ： 炉底塊の破片で 、 側面 3 面 と上面の片側は破面である。 一見、 椀形鍛冶滓様にもみられる

が、 よく観察すると、 断面形は底面が直線状に傾斜して湾曲状の鍛冶炉の炉底を示さない。 破面に表われた

結晶は肥大して大きな容量が徐冷された痕跡を明瞭に残す。

② 顕微鏡組織 ： Photo. 5 の③～⑦に示す。 鉱物組成は、 多角形から雪花状淡茶褐色結晶のウ ル ポ ス ビ ネ

ル (Ulvospinel : 2 FeO·Ti02) と白色粒状結晶で、 その粒内に微小析出物を含むヴス タ イ ト (Wlistite : FeO) 、

その粒間に淡灰色盤状結晶の フ ァ イ ヤ ラ イ ト (Fayalite : 2 FeO ·Si02) 、 基地の暗黒色 ガ ラ ス 質 ス ラ グなど

から構成される。 こ の晶癖は、 塩基性砂鉄を始発原料とした砂鉄製錬滓に分類される。

③ ビ ッ カ ー ス 断面 硬度 ： Photo. 5 の⑥の大結晶の ウ ル ボ ス ピ ネ ル、 ⑦は雪花状小型結晶の硬度測定の圧

痕を示す。 硬度値は、 前者は669Hvと硬質で ウ ル ボ ス ピ ネ ルに 同定されるが、 後者は397!-Ivと軟質で明瞭な鉱

物相に帰属で き なかった 。 この結晶もウルボス ビ ネ ルを予想していたが、 はっきりしない。 硬度圧痕に大き

＜ 亀裂が走り、 何かの誤差が生じたと考えられる。

④ 粉末X線回折 ： 検出された鉱物相は、Fig. 4 のX線回折プロ フ ィ ルでみられる様にウルボス ピ ネ ル(Fe2

Ti04 = 2 FeO · Ti02) 68. 9%と、 フ ァ イ ヤ ラ イ ト (Fe2Si04= 2 FeO · Si02) 31 . 1%であった 。 顕微鏡組織

と矛盾のない結果である。

⑤ CMA調査 ： Photo . 16に示した淡茶褐色雪花状結晶断片と白色粒状 ヴ ス タ イ ト 、 淡灰色木ずれ状結晶

と、 それらの粒間に僅かに存在する暗黒色ガラ ス質ス ラ グの高速定性分析結果をFig. 5 に示す。 A-Rankで

検出される元素は、 鉄 (Fe) と チ タ ン (Ti) 、 珪素 (Si) が 、 ウ ル ボ ス ピ ネ ル ( 2 FeO·Ti02) 、 フ ァ イ ヤ ラ

イ ト ( 2 FeO · Si02) の構成成分となり、 これにガラ ス質成分のア ル ミ ニ ウ ム (Al) 、 マ グ ネ シ ウ ム (Mg)

が加わり、 これらは酸化 物なので酸素 (0) が重なって検出される。 B -Rankの カ ル シ ウ ム (Ca) 、 カ リ ウ

ム (K) はガラ ス質で、 砂鉄系であればマ ン ガ ン (Mn) も存在する。

この結果にもとづ き 、 これを視覚化 した面分析の特性X線像がPhoto.16であって 、 存在元素は、 白色輝点

の集中度によって読みとれる。 ヴス タ イ ト 中の微小析出物は、 鉄 (Fe) と チ タ ン (Ti) に 白色輝点が集中す
るので、 これもウ ルポス ピ ネ ルに同定される。 以上の ウ ル ポ ス ピ ネ ルの検出は、 砂鉄製錬滓と認定で き る。
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次にPhoto . 17の S E ( 2次電子像）に示した花芯状斑点をもつウ ル ボ ス ピ ネ ルの高速定性分析結果をFig .

6 に示す。 検出元素は前述したFig.5 と同様の、 鉄 (Fe) 、 チ タ ン (Ti) 、 珪素 (Si) 、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al) 、

マ グ ネ シ ウ ム (Mg) 、 酸素 ( 0 ) 、 炭素 ( C) 、 窒素 (N) な どに、 新たに燐 ( P ) が加わる。 ま た B -Rank

とは、 カ ル シ ウ ム (Ca) 、 カ リ ウ ム ( K ) 、 マ ンガ ン (Mn) は 同じである。 Photo.17の特性X線像において

も、 ウ ルポ ス ピ ネ ルと予想した結晶は、 白色輝点の集中が鉄 (Fe) と チ タ ン (Ti) に重な る こ とにより同定

で き た。

⑥ 化学組成分析 ： Table. 2に示す。 炉底塊なので全鉄分(Total Fe)が50.48%と高く 、 金属鉄(Metallic

Fe) が0.07%、 酸化第 1 鉄 (FeO) 主体で49.69%、 酸化第 2鉄 (Fe20s) 16.85 %の割合であった。 ガ ラ ス質

成分は極端に少なくて9.15 %で、 こ のうちに塩基性分 (CaO+MgO) を 2. 74%を含 む。 砂鉄製錬滓なので砂

鉄特有成分の二酸化チタ ン (Ti02) は 多く て 22. 28% 、 パナ ジ ウ ム ( V ) 0. 3 9%となる。 また 、 酸化マ ン ガ ン

(MnO) も0.55 %と高めとなるが、 銅 (Cu) は0.008%と低減し、 砂鉄製錬滓の特徴を呈する。

( 2) S A N -8 : 椀形鍛冶滓 （鍛錬鍛冶滓）

① 肉眼観察 ： 平面が不整台形をした小型 (76 . 9 g ) の一部欠損する椀形鍛冶滓である。 側面の 2面は破

面 。 表襄面に小さい木炭痕を多く残す。 破面は気泡がほとんどなく、 風化が進み、 結晶が筋状に現われる。

色調は光沢をもつ灰黒色であるが、 表裏面共に茶褐色酸化物が 2次的に付着している。

② 顕微鏡組織 ： Photo . 6 の①に示す。 鉱物組成は 白色粒状結晶の ヴスタイ ト と、 淡灰色盤状結晶の フ ァ

イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒色ガラ ス質ス ラ グか ら 構成される。 鉄素材の折返し曲げ鍛接で高温作業を行って排

出された鍛錬鍛冶滓に分類される。

③ 化学組成分析 ： Table. 2に示す。 鉄分は、 やや低めであるが脈石成分の少ない鍛冶滓成分になってい

る。 全鉄分 (Total Fe) は40 . 14%に対して 、 金属鉄 (Metallic Fe) が0. 21%、 酸化第 1 鉄 (FeO) 3 9 . 1 3  

％、 酸化第 2 鉄 (Fe20s) が 1 3 . 60%の割合となっている。 ガ ラ ス質成分は41 . 64%で、 この う ち、 塩基性成分

(CaO+MgO) 4.05 %を占める。 脈石成分は最初に述べた様に少なくて 、 二酸化チタン (Ti02) 0. 50%、 バ

ナ ジ ウ ム ( V ) 0 .01%と こ の 2つの砂鉄特有成分は激減し、 酸化マ ン ガ ン (MnO) も0 . 14%と低減し、 銅 (Cu)

は0 .008%と、 こ れも少ない。 砂鉄原料をもとにした鉄素材の鍛錬鍛冶滓に分類される。

(3 ) S A N- 9 : 椀形鍛冶滓 （精錬鍛冶滓）

① 肉眼観察 ： 平面が不整台形をした椀形鍛冶滓の中核部破片である。 表面 は平坦面で側面 3 面が破面 。

裏面は鍛冶炉炉床粘土の灰黒色の砂質土を付着する。 破面 は気泡少なく 、 大 き なものは中間層に点在する。

また 、 木炭の小片が表面か ら 破面の上半部にかけて数多く認め ら れる。 な お 、 当遺跡の出土鉄滓の破面 は 、

風化が著し く 結晶がいずれも明瞭に観察で き る特徴をもつ。

② 顕微鏡組織 ： Photo . 6 の②～④に示す。 鉱物組成は 、 白色粒状ヴスタイ ト と、 その粒内に微小析出物

を内蔵し、 こ れに淡茶褐色多角形結晶の ウルボス ビ ネ ル、 淡灰色盤状結晶の フ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒色

ガ ラ ス質ス ラ グか ら構成される。 砂鉄系荒鉄の成分調整を行なった精錬鍛冶滓に分類される。

③ 化学組成分析 ： Table. 2に示す。 全鉄分 (Total Fe) は44.11%、 金属鉄 (Metallic Fe) 0 .  07%、

酸化第 1 鉄 (FeO) 主体の45.88%、 酸化第 2鉄 (Fe20s) 11 .  98%の割合であった 。 ガ ラ ス質成分 は 3 4 .85%

で、 このうち塩基性成分 (CaO+MgO) を 2. 35%含 む。 砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02) は 3 . 1 2% 、 バ

ナ ジ ウ ム (V) 0 . 04%と若干含み、 酸化マ ン ガ ン (MnO) 0 . 19%、 銅 (Cu) 0 . 00 2%と低値は砂鉄系荒鉄の

成分調整を行なった精錬鍛冶滓に分類される。

(4) S A N-10 : 炉壁
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① 肉眼観察 ： 大型の炉壁片である 。 胎土の練りが甘く、 かつ炉体の成形も荒いので、 スサが多砿に投入

されていても不定方向に亀裂が走り、 この隙間は滓化す る 。 胎土は大覇のスサに荒い砂粒を含み、 褐色に被

熱する 。 内面は炉壁が溶融 し て ガ ラ ス化し、 黒色部と胎土の溶融した灰白色部から成る 。 供試材は内面ガラ

ス化溶融部 と 胎土を採った。

② 顕微鏡組織 ： Photo. 6 の⑤～⑦ら示す。 内面ガ ラス化部分は暗黒色ガラス質スラ グ中に微小 フ ァ イ ヤ

ラ イ ト結晶が晶出 し 、 局部的に砂鉄の半還元粒子が認められる 。 砂鉄は胎土中のもの と い う よ り、 外来のも

のであ ろ う。 当炉壁は製鉄炉のもの と 推定される 。

③ 化学組成分析 ： Table. 2 に示す。まず内面の炉壁溶融のガラス化部分の分析である。全鉄分(Total Fe) 

は6. 51%に対して金属鉄 (Metallic Fe) が0.30% と 若干高めで、 酸化第 1 鉄 (FeO) も3.48% と 少量の還

元傾向を呈 し 、 酸化第 2 鉄 (Fe20a) は5.01%の割合であった。 ガ ラ ス質成分 (Si02 +Al20a +CaO+ MgO+ 

氏 O +Na20) は87.98%で、 こ の う ち に塩基性成分 (CaO+ MgO) を6.07%と 高めに含む。 また、 砂鉄特有

成分の二酸化チ タ ン (Ti02) も2 . 46% と 通常炉壁溶融物に し て は 高 め であって 、 かつ、 バナ ジ ウ ム (V) の

0 . 03%も砂鉄の影響 と読み と れ る 。 砂鉄製鉄炉の炉壁 と みて と れ る 。 更に、 酸化マ ン ガ ン (MnO) も0.14%

は多い含有凪であって砂鉄由来 と 解釈で き る 。

次は胎土に移る 。 強熱減量のlg Lossは1 .95% と 結晶構造水がかなり発散して熱影響を受けた試料の分析 と

な る 。 全鉄分 (Total Fe) は 4 . 04%に対して 、 金属鉄 (Metallic Fe) が0.07% 、 酸化第 1 鉄 (FeO) が0.89

％ と 少なくて 、 胎土鉄分であり、 酸化第 2 鉄 (Fe20a) が4 . 69%を含む、 酸化第 2 鉄 (Fe20a) の多い粘土は 、

耐火性を劣化させ る が、 こ の程度のもの は 広 く 使用される 。 また、 酸化アル ミ ニ ウ ム (A120a) は20 . 93% と

多く て耐火性は向上する 成分系で、 Al20a/Si02の比は0.31%高 め と な る 。 更に、 鉄 と 滓の分離を促進す る 塩

基性成分 (CaO+ MgO) は 1 . 47% と やや低めであって 、 製鉄炉用 よ り は鍛冶炉向の炉材である 。 また、 二酸

化チタ ン (Ti02) は0 . 96% と 一般レベルで砂鉄の混入が特別多い成分系でもない。 しか し 、 前述したガラス

化溶融物は 2 . 46%で胎土の 2 倍以上の増加は製鉄炉の根拠になりうる 。

④ 耐火度 ： 供試材をゼーゲルコ ー ン と いう試片に し て 1 時間当り40"-'70℃の上昇温度で加熱 し て ゆ き 、

荷重なしに自重だけで軟化 し崩れる温度は1, 470℃であった。 炉壁の耐火度 と し て は高い温度であ る が、 媒溶

剤 と しての成分には欠けた胎土であった。

(5) S A N -11 : 炉壁

① 肉眼観察 ： 製錬操業直後で炉体が予熱を保つ時点毀された炉壁で、 V字型に曲げられている 。 内面は

光沢のない黒色ガラス質滓で一部に 3 cm大の木炭痕を残す。 胎土はスサを大星に含んでいて 、 その多くは炭

化もしくは焼失を受ける 。 前述した S A N -10炉壁に近似する点もあるが、 同一個体 と はいい難い。

② 顕微鏡組織 ： Photo. 7 の①～⑤に示す。 ①が炉壁溶融部のガラス化組織である 。 この一般組織に対し

て 、 局部組織 と して②③があ る 。 こ ち ら は、 砂鉄製練滓の屑の ウルポスピ ネルを極 く 微量含む個所がある 。

同じく、 ④⑤は砂鉄粒子の半還元粒子を示す。 核品は製鉄炉の炉壁 と認定される 。

③ 化学組成分析 ： Table. 2 に示す。 全鉄分 (Total Fe) は 8 . 29%に対し て 金属鉄 (Metallic Fe) は

殆 どな く 0 .07%、 酸化第 1 鉄 (FeO) 2 .25%、 酸化第 2 鉄 (Fe20a) が9.25%の割合であった。 若干の砂鉄の

溶け込みがある 。 ガラス質成分は86. 99%であり、 こ の う ち に塩基性成分(CaO+MgO) を2.63%含む。 二酸

化チタン (Ti02) 0 . 96% 、 バナ ジ ウ ム ( V ) 0 . 02% 、 酸化マ ン ガ ン (MnO) も0. 07% と 低値ながら、 微量の

砂鉄混入が窺われた。 なお、 Al20a/Si02 = 0.3の数値から前述S A N-10 と 組成的には近似するが、 同一固

体 と まで断定でき ない成分系であった。

97 



(6) S A N - 1 2 : 炉壁

① 肉眼観察 ： 6.6cm以上を計測される分厚い炉壁である。内面溶融部は多く の気泡を発し た暗黒色ガラ ス

質滓で、 木炭痕の窪みには紫紅色の酸化 色が目立つ。 裏面胎土は灰白色～灰黒色で細かい ス サ と モ ミ 殻が混

和 される。

② 顕微鏡観察 ： Photo. 7の⑥～⑧に示す。 ⑥は暗黒色ガラ ス質ス ラ プ中に微小多角形結晶のウルボス ピ

ネ ル と 、 微小フ ァ イ ヤ ラ イ ト を晶出する。 ま た、 ⑦～⑧はガ ラ ス 質テ ラ グ中に 、 微小片状フ ァ イ ヤ ラ イ ト と 、

微小金属鉄粒を晶出する。 該品も製鉄炉の炉壁 と推定される。

③ CMA調査 ： Photo . 18の S E ( 2 次電子像）に示した淡茶褐色多角形結晶の高速定性分析結果をFig.

7に示す。 A -Rankで検出される元素は、 暗黒色ガラ ス質ス ラ グ (Si+Al +Ca+ Mg+ K + Na) の基地なの

で、 そ れらの元素 と共に、 淡茶褐色多角形結晶がウルボス ビ ネ ル ( 2FeO·Ti02) 、 鉄 (Fe) と チタ ン (Ti)

が酸化 物 と して検出される。 そ の ために酸素 ( 0 ) が
存

在 し、 炭素 ( C ) が加わる。

以上の高速定性分析結果を視覚化 した面分析の特性X線像をPhoto . 18に示す。 淡茶褐色多角形結晶には、

鉄 (Fe) と チ タ ン (Ti) に 白色輝点が集中 し、 ウ ルポス ビ ネ ル ( 2FeO·Ti02) に同定されて 、 当炉壁が製

鉄炉であっ たこ と が推定される。

次にPhoto . 19 の S E ( 2 次電子像）に示した淡灰色片状結晶 と 、 白色粒状金属鉄の高速定性分析結果をFig .

8 に示す。 A-Rankの検出元素は、 ガ ラ ス質成分 (Si +Al+ +Ca+Mg +  K + Na) をはじめ と して 、 金属鉄

粒の鉄 (Fe) と ガラ ス 質の酸化 物 由来の酸素 ( 0 ) 、 他にチタン (Ti) 、 燐 ( P ) 、 炭素 ( C ) な どが加わる。

この結果の面分析 と した特性X線像をみる と 、 金属鉄粒は鉄 (Fe) に 白色輝点が集中し、 定磁分析値は S E

( 2次電子像）に 1 と 番号を付けた粒子で 1 4 2 %Fe0が出 ている。 メ タル定嵐をすれば100%Fe となる と こ ろ

を酸化 物定量と したので少々 表示がおか しく な っ ている。

一方、 淡灰色片状結晶は、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al) と カ ル シ ウ ム (Ca) に 白色輝点が集中 し て 、 この結晶の組

成はアル ミ ン酸カ ル シ ウ ム ( 3 CaO·Al203) となる。 炉壁溶融物の色調に紫紅色から淡緑色を呈 して銅系統

の溶解炉の可能性が遺物観察表に指摘されていたが、 そ の兆候は、 この酸化 物 の存在であろう 。 も し 、 銅の

溶解炉 と しても銅(Cu) の比重は8 .9 と重く 、 炉底側に多くは滴下して炉壁中には留まらずその検出は難しい。

④ 化 学組成分析 ： Table . 2 に示す。 全鉄分 (Total Fe) は8 . 9 2%に対して金属鉄 (Metallic Fe) を

0 . 16% と若干含 み、 酸化 第 1 鉄 (FeO) 3 .56%、 酸化 第 2 鉄 (Fe203) 8.  57% と後者を高めに含 む。 ガ ラ ス 質

成分は86. 3 4%、 このうちに塩基性成分 (CaO+MgO) を 3 . 79%を含み、 AI203/Si02比は0 . 2 4% と 耐火性は

劣化 傾向を帯びて 、 前述炉壁の S A N-10 、 11 と は若干成分系を異にする。 成分的には、 該品は要注意の炉

壁で製鉄炉 と 断定がつけ難い面を も つ。 ま た、 二酸化 チタ ン (Ti02) も0 .77% 、 パ ナ ジ ウ ム ( V ) 0 .01% と

低めで、 銅 (Cu) は0 . 005 % と僅かに高い。 これらの数字は僅少差で、 バ ラ ツ キか成分差かみ き わめが難しい

ところである。

Table. 3 鉄生産時排出滓の組成変動動向

製 錬 滓 精 錬 鍛 冶 滓 鍛 錬 鍛 冶 滓

鉱 物 組 成 UJv(jspinel Ulvospinel + Wilstite Wustite 

』成
Ti02 22.28 3 .12 0 .50 

V 0.39 0 . 04 0.01 
MnO 0.55 0.19 0.14 
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小 結

S D-1
8

0、 S D-50
8

3は発掘年度の異なる同一遺構で、 出土した漆紙文書からみて年代は 7 世紀末から
8

世紀初頭が推定される。 この遺構から出土した鉄滓は、 塩基性砂鉄を始発原料 と した鉄生産の製錬滓から、

荒鉄の成分調整を行なっ た精錬鍛冶滓、 更には、 鉄素材の折返し曲げ鍛接を施した 高温作業で排出された鍛

錬鍛冶滓な どが出土した。 こ れらの鉄滓から、

8
世紀代には、 当地で自前の鉄を 一 貫体制の も と に生産され

ていた事が証明される。 ま た 、 共伴した炉壁には、 製錬滓の も つ鉱物組成 と 同 じ ウ ル ボ ス ピ ネ ル (Ulvospinel

2 FeO · Ti02) を内蔵し、 当地周辺で製鉄操業のあっ た 事 を示唆する も の であ っ た 。

なお、 次に示す表は、 砂鉄製錬から精錬鍛冶、 これらの後続の鍛錬鍛冶 と 鉄製品が誕生する ま での鉄滓の

鉱物組成 と 化学組成の変動を抽出して示している。 工程の進行によって砂鉄の脈石成分が低減してゆく様相

が よ く読み と れる。

S I -5259 (平安時代） 出土品

(1) S A N-13 : 椀形滓様遺物

① 肉眼観察 ： 一見、 椀形鍛冶滓にみえるが、 裏面に付着した砂質土は極めて粒子が細かく 、 ルツ ポ内面

の剥離物を思わせる と の指摘がある （遺物観察表の穴澤義功氏） 。 平面は不整五角形でガラス質気味の滓で、

表面には木炭痕を残す。 ま た 、 外面のア ール も 小さく、 母体の径が小さいこ と が窺われる。 該品は、 鉄滓で

はなく非鉄金属処理の可能性 を も つ といわれる。

② 顕微鏡組織 ： Photo. 
8

の①～⑤に示す、 鉱物組成は白色粒状の マ グ ネタ イ ト も しくはヴスタイ ト と 、

淡灰色長柱状結晶の フ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒色ガラス質ス ラ グなどから構成される。 なお、 局部的組織

であるが、 淡灰色毛立ち状結晶が白色粒状結晶 と 共存する個所も存在する。 ③の組織である。

③ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 ： Photo. 
8

の④に白色盤状結晶、 ま た 、 ⑤は白色粒状結晶の硬度測定の圧痕写真

を示す。 硬度値は、 前者が465Hvでヴスタイ ト 、 後者は551Hvでマ グ ネ イ ト に同定される。

④ CMA調査 ： Photo . 20の S E ( 2 次電子像） に示した 白色粒状結晶 と 淡灰色毛立ち結晶、 淡灰色盤状

結晶のフ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒黒色ガラ ス質ス ラ グな どの高速定性分析結果をFig. 9 �  こ示す。 検出元素

はA-Rankが鉄 (Fe) と酸素 ( 0 ) が主体で、 こ れに珪素 ( s i ) 、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al) 、 マ グ ネ シ ウ ム (Mg) 、

炭素 ( C ) である。 ま た 、 B -Rankは、 カ リ ウ ム (K) 、 カ ル シ ウ ム (Ca) 、 チタン (Ti) が検出された 。

こ の高速定性分析結果を視覚化した面分析の特性X線像がPhoto. 20である。 当分析の目標は淡灰色毛立ち

結晶の同定である。 この結晶に白色輝点が集中する元素 を み る と 、 鉄 (Fe) 、 珪素(Si) 、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al) 、

カ ル シ ウ ム (Ca) が挙がる。 そ う する と 鉱物組成は鉄ゲ ー レ ナ イ ト (Iron gehlenite : 2 CaO· (Fe·A恥03 •

Si02) あたりになりそ う である。

次にPhoto . 21の S E ( 2 次電子像） に示した白色粒状結晶の粒内析出物 を も つ結晶の 高速性分析結果 を

Fig . 10に示した 。 A -Rankで検出された元素は、 鉄 (Fe) 、 酸素 ( 0 ) をはじめ と して 、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al) 、

珪素 (Si) 、 カ ル シ ウ ム (Ca) 、 炭素 ( C ) である。 ま た 、 B -Rankは、 カ リ ウ ム ( K ) 、 チタン (Ti) であ

っ た 。 この結果を面分析の特性X線像と したのがPhoto .21である。 粒状結晶内には、 鉄 (Fe) と ア ル ミ ニ ウ

ム (Al) に 白色輝点が集中して検出される。 こ の微細析出物はヘー シ ナ イ ト (Hercynite : FeO ·Al203) に

同定されて 、 ヴスタイ ト 甚地にはチタ ン (Ti) の固溶 も 認 め られた。

以上の様に、 椀形滓様遺物 と称した滓の鉱物組成は、 鉱石、 砂鉄両方を始発原料と した鍛冶滓で見受けら
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れる組成であ っ て 、 かつ、 非鉄金属の酸化製錬・精錬の滓として も おかしくない鉱物相であった。 特に後者

の場合は銅の可能性が強くなっ て 、 過去に白色粒状のヴスタイ ト も し く はマグネタイ ト の晶出で銅滓関係品

と報告した ものが 3 例ある究 今回の試料において も S A N-13が銅関連の滓である可能性はある も のの、 そ

の決定的裏付けデータは得る こ と ができなか っ た 。

⑤ 化学組成分析 ： Tabie. 2 に示す。 全鉄分 (Total Fe) は32.42%に対して 、 金属鉄 (Metallic Fe) 

が0.54%、 酸化第 1 鉄 (FeO) 主体で33.20%、 酸化第 2 鉄 (Fe203) 8 . 68%の割合である。 ガラス質成分は

54 . 35%、 このうち に塩基性成分 (CaO+MgO) が2 . 25% で、 こ れが特別 高 く もない。 二酸化チタン (Ti02)

0 . 36%、 バナ ジ ウ ム (V) 0 . 01%、 酸化マ ンガン (MnO) 0 . 07%、 銅 (Cu) が僅かに 高 く て0 . 045%であっ

た 。 しかし、 以上の数値は、 前述しておる S A N- 1 、 2 に比べて大差ある成分値は見当 ら ない。 鍛冶滓か、

非鉄金属の精錬滓か判断のつきかねる結果である。

(2) S A N -14 : 椀形滓様遺物

① 肉眼観察 ： 黒色で光沢を も たない不整台形の小形 ( 17 . 4 g ) の椀形鍛冶滓様の遺物である。 側面には

小さな破面を も つが、 ほ ぼ完形品である。 表面は中央部に窪みを も ち 、 肩部四方 と も 薄くなる。 表面は緩や

かなU字型で粘土栢みの痕跡らしく、 ル ツ ボの底面付着物の可能性が、これも穴澤義功氏 か ら 指摘 さ れている。

② 顕微鏡組織 ： Photo . 8 の⑥～⑧に示す。 鉱物組成は、 白色粒状結晶のヴスタイ ト か、 マ グネタイ ト 、

こ れ らの粒間に淡灰色木ずれ状結晶の フ ァ イ ヤ ラ イ ト と 暗黒色ガラス質スラ グが埋める。 前述 S A N-13の

滓 と 近似した鉱物相である。 なお、 白色粒状結晶内には淡く溶離組織 (Widman Statten Texture) らしき

模様が認 め ら れる。 こ れは S A N-13におい て も 同様であった。

③ ビ ッ カ ース断面硬度 ： Photo. 8 の⑧に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。 硬度値は、 513Hvで、

マ グネタイ ト の文献硬度値の500,..._,600Hvの範囲内に収 ま る も のであった。

(3) S A N-15 : 炉壁溶融物様遺物

① 肉眼観察 ： 前述 S A N -13、 14 と 一連関連遺物で炉壁表面、 あるいはルッポや羽口の表面破片の可能

性を も つ。 軽砿のガラス化片で灰黒色を呈する。 発泡した厚みは1 . 6cm以 下 と 薄く、 加熱温度は 高 く はない。

胎土は細かい砂質土で米粒大の塊が点在する。 形状は長軸方向に円孤状を も つ。 該品は紫紅色の部分はない

が、 非鉄を思わせる色調と の穴澤義功氏の指摘がある。

② 顕微鏡組織 ： Photo. 9 の①～③に示す。 鉱物組成は暗黒色ガラス質スラ グ主体で、 気泡を多発する。

ま た 、 局部的には、 未還
元

砂鉄粒子が点在するが、 上昇温度が低くて砂鉄はほ と ん ど熱影響を受けていない。

また 、 溶融ス ラ グ中に特別の溶融金属 も検出できなかった。

小 結

平安時代の竪穴住居跡である S I -5259か ら は、 椀形鍛冶滓に近似して椀形鍛冶滓様遺 物 と 命名した滓が

出土した 、 その実態は、 鍛冶炉の炉床粘土 と は異なる粒子の細かい砂質土を付着 し て 、 鉱物組成は白色粒状

結晶のヴスタイ ト かマ グネタイ トを晶出し、 局部的な粒内にヘー シ ナ イ ト (Hercynite : FeO · AI203) も し

く は、 鉄ゲーレナイ ト (Iron gehlenite : 2 CaO · (Fe、 Al) 203 · Si02) ら しき組織を現わす し、 化学組成

は一般鍛錬鍛冶滓 と大差な く 、 特別カ ル シ ウ ム (Ca) やアル ミ ニ ウ ム (Al) の高い成分系 で も な か っ た。

こ れ ら は非鉄金属に関連する滓 と しての可能性を も つ ものの、 明瞭な決め手 と なる物証は得 ら れ て いな い。

強いて発言するな ら ば、 銅関連のルツ ポ操業の可能性が指摘される も のの、 こ れ も 類例を集積しなが らの検

討が必要 と なって く る。
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年代不明遺構出土品

(1) S A N-16 : 不定形鍛冶滓

① 肉眼観察 ： 灰黒色を呈し、 緻密質で小型の流出孔滓の可能性をもって採集 した試料である。 流出孔先

端 ら し き 窪みに粘土を付着し 、 表面の一部には気泡も露出 していた。

② 顕微鏡組織 ： Photo . 9 の④～⑧に示す。 鉱物組成は、 白色粒状結晶のヴスタイ ト と、 その粒内微小ウ

ルボス ビ ネルの析出で構成され、 他に淡灰色木ずれ状結晶の フ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒色ガ ラ ス質ス ラ グ

が埋める。 砂鉄系荒鉄の成分調整の精錬鍛冶滓に分類される。

(2) S A N- 17: 椀形鍛冶滓（鍛錬鍛冶滓）

① 肉眼観察 ： 灰黒色を呈する楕円形椀形滓の短軸側面欠損品。 表面片面に羽口先端溶融物を付着。 裏面

は炉床粘土を残す。 破面は気泡少なく 緻密質。

② 顕微鏡組織 ： Photo . IOの①～③に示す。 鉱物組成は、 白色粒状結晶の ヴスタイ ト 、 その粒内微小の析

出物 、 淡灰色木ずれ状の フ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒色ガラ ス質ス ラ グから構成される。 鉄素材の折返し曲

げ鍛接で高温操業の鍛錬鍛冶滓に分類される。

③ 化 学組成分析 ： Table. 2 に示す。 全鉄分 (Total Fe) 42 . 97%、 ガ ラ ス質成分38 . 26%、 塩 基‘性成分

(CaO+MgO) 1 .80%、 二酸化 チ タ ン (Ti02) 0 .5 1% 、 バ ナ ジ ウ ム ( V ) 0 .01%、 酸化 マ ンガ ン (MnO) 0 . 21 

％などか らみて、 砂鉄系鉄素材の鍛錬鍛冶滓に分類される。

(3 ) S A N-18 : 椀形鍛冶滓 （精錬鍛冶滓）

① 肉眼観察 ： 椀形鍛冶滓の側面欠損品。 基地は黒色で鉄銹を付着する。 表襄側面に酸化 土砂がつく。 破

面は緻密で比重は大 き い。

② 顕微鏡組織 ： Photo . IOの④～⑧に示す。 鉱物組成は白色粒状結晶と、 その粒内に淡茶褐色微小析出物

をもち 、 淡茶褐色多角形結晶のウルボス ピ ネ ルと淡灰色盤状結晶の フ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒色ガラ ス 質

ス ラ グな ど か ら 構成される。 こ の 晶癖は、 砂鉄系荒鉄の成分調整を行なった精錬鍛冶滓に分類される。

③ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 ： Photo . IOの⑦は淡茶褐色多角形結晶、 ⑧は白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示

す。 硬度値は、 前者が742Hvで ウ ルボス ピ ネ ル、 後者は5 24Hvで マ グネ タ イ ト に同定される。

④ 化 学組成分析 ： Table. 2 に示す。 全鉄分 (Total Fe) は47. 79%に対 して、 金属鉄 (Metallic Fe) 

が0 .66%、 酸化 第 1 鉄 (FeO) が多くて55 . 96%、 酸化 第 2 鉄 (Fe203) が5 . 19%の割合であった。 ガ ラ ス 質

成分は3 1 . 2 9%のうち 、 塩基性成分 (CaO+MgO) を3 .34%含み、 砂鉄特有成分の二酸化 チタ ン (Ti02) を

3 .22%、 バ ナ ジ ウ ム ( V ) 0 . 03 %が残留し、 酸化 マ ンガン (MnO) が0 . 16%であった。 成分的にも砂鉄系荒

鉄の成分調整の精錬鍛冶滓に分類される。

(4) S A N -19 : 炉内滓 （砂鉄製錬滓）

① 肉眼観察 ： 炉壁剥離粘土面 を残 し た砂鉄焼結塊の ス ラ グ化 の進んだ塊。 黒色偏平で砂鉄はほ と んど溶

融するが磁性は強く 残す。

② 顕微鏡組織 ： Photo .11の①～⑤に示す。 鉱物組成は淡茶褐色多角形結晶 の ウ ル ボ ス ピ ネルと、 自然風

化 で侵された粒状ヴス タ イ ト 、 淡灰色木ずれ状の フ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒色ガラ ス質ス ラ グか ら 構成さ

れる。 なお、 ウルボス ビ ネ ル結晶のうち、 表層に位置するものは砂鉄粒子の痕跡を留め 、 粒内から 金属鉄が

抜けた残骸を残す。

③ ピ ッ カ ー ス断面硬度 ： Photo . 11の①に淡灰褐色多角形結晶の ウルポス ピ ネルの硬度測定の圧痕を示す。

硬度値は、 683 Hvで あった，
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(5) S A N- 20 : 炉内滓 （砂鉄製錬滓）

① 肉眼観察 ： 表皮 をなく した小割り滓で底面のみ旧形を留める。 青灰色炉床粘土の喰い込みのある炉底

と、 表面は黒褐色 を呈 し 、 気泡少なく緻密質で、 キ ラ キ ラ 輝 く 結晶が認められる。

② 顕微鏡組織 ： Photo .11の⑥～⑧に示す。 鉱物組成は、 淡茶褐色多角形結晶の ウルボス ピ ネルと、 白色

針状結晶の極く微量のイ ル ミ ナ イ ト (Ilmenite : FeO·Ti02) 、 淡灰色盤状結晶の フ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗

黒色ガラ ス 質 ス ラ グから構成される。 塩基性砂鉄を 始発原料とした砂鉄製錬滓に分類される。

③ 粉末X線回折 ： Fig.11に粉末X線回折のプロ フ ィ ル を 示す。 検出された鉱物相は、 ウ ル ボ ス ピ ネ ル

(Ulvospinel : Fe2 Ti04 = 2 FeO · Ti02) 71 . 3 %と 、 フ ァ イ ヤ ラ イ ト (Fayalite : Fe2Si04 = 2 FeO · Si02) 

28 . 7%であった。 顕微鏡組織に対応 した結果となる。 た だ し 、 白色針状結晶の微試イ ル ミ ナ イ ト は磁的に少

なくて捉えられていない。

④ 化学組織分析 ： Table. 2に示す。 全鉄分(Total Fe)は少なくて38 .66% に対して 、 金属鉄(Metallic

Fe) が0.50%、 酸化第 1 鉄 (FeO) 48. 18% 、 酸化第 2鉄 (Fe20s) は極く微蜃の1 . 0 2%、 ガ ラ ス質成分3 0 .57

％あり、 このうち に塩基性成分 (CaO+MgO) を6.36%と高く含む。 ま た 、 砂鉄特有成分 も 多くて二酸化チ

タ ン (Ti02) 1 7.3 5%、 バナ ジ ウ ム (V) 0 . 13 % を含有し、 酸化マ ン ガ ン (MnO) も 0 . 78%と高値で、 銅 (Cu)

0 .005%は少なく、 これらの構成成分は、 塩基性砂鉄を始発原料とした砂鉄製錬滓に分類される。

(6) S A N- 21 :  不定形鍛冶滓 （鍛造剥片付着）

① 肉眼観察 ： 平面が不整三角形の赤褐色酸化土砂に覆われ、鍛造剥片を付着した鍛治滓の完成品である。

② 顕微鏡組織 ： Photo . 1 2の①～⑨に示す。 ①～③は、 表層側の銹化鉄中に取り込まれた鍛造剥片と粒状

滓である。 前者は厚みが0.01"-'0 .lmmの3 層分離型の剥片であり、 後者は粒径0 . 1mmでヴスタイ ト の凝集 し た

組成である。 鍛造剥片は仕上げ段階、 粒状滓は焼入れ時の可能性を も つ派生品である。

� は鉄滓の鉱物組成で、 白色粒状結晶のヴスタイ ト で、 粒内析出物の微小ウルボス ピ ネ ル を も ち、 淡

灰色長柱状結晶の フ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒色ガラ ス質ス ラ グから構成される。 この晶癖は精錬鍛冶滓に

分類される。

③ ビ ッ カ ー ス断面硬度 ： Photo. 7の⑦は白色状結晶の硬度測定の圧痕を示す。 硬度値は485Hvで ヴスタ

イ ト が同定される。 ⑧⑨は、 鍛造剥片の内層の硬度圧痕であるが、 こちらも 454Hv、 449Hvでヴスタイ ト が 同

定された 。

④ CMA調査 ： Pboto . 22の S E ( 2次電子像）に示した 白色粒状ヴスタイ ト と、 その粒内微小析出物、

その粒間の淡灰色木ずれ状の フ ァ イ ヤ ラ イ ト 、 基地の暗黒色ガラ ス質ス ラ グの高速定性分析結果をFig . 1 2に

示す。 A-Rankの検出元素は、 鉄 (Fe) 、 珪素 (Si) 、 酸素 ( 0 ) 、 チ タ ン (Ti) などが主体となり、 ヴスタ

イ ト (FeO) 、 粒内微小析出物の ウルボス ピ ネ ル ( 2FeO · Ti02) 、 フ ァ イ ヤ ラ イ ト ( 2FeO : Si02) の組成

が同定されて、 他にガラ ス質成分 (Al、 Ca、 Mg) が加わる。

この高速定性分析結果を視覚化した面分析の特性X線像がPhoto. 22である。 白色粒状結晶のヴスタイ ト

の粒内には、 チタ ン (Ti)が明瞭に白色輝点が集中 して鉄 (Fe)との重なりから ウ ル ポ ス ピ ネ ルが同定される。

⑤ 粉末X線回折 ： Fig.13 に示す。 検出された鉱物相は、 ヴスタイ ト (Wtistite : FeO) が38 .8%、 マ グ ネ

タ イ ト (Magnetite : Fe304) 3 3 . 8%、 フ ァ イ ヤ ラ イ ト (Fayalite : Fe2Si04 = 2 FeO · S邸） 27. 4%が同定

された。 顕微鏡組織と対応 した結果であるが、 マ グネタイ ト の方は顕微鏡組織では充分に識別ができない面

を も つ。

⑥ 化学組織分析 ： Table. 2に示す。 鉄分が多くて ガ ラ ス 質分の少ない成分となる。 全鉄分 (Total Fe) 
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は51 . 75% に対して 、 金属鉄 (Metallic Fe) が0. 22%、 酸化 第 1 鉄 (FeO) 38 .47%、 鉄銹の影啓が若干あ

って酸化 第 2鉄 (Fe203 ) は3 0. 9 2%の割合 となる。 ガラ ス 質成分 (CaO+ MgO) は 21 . 72% と 減少 し、 その

う ちの塩基性成分 (CaO+MgO) も1. 4%と少ない。 次に砂鉄特有成分の二酸化 チタン (Ti02) は1 . 74%、

バナ ジ ウ ム ( V ) 0 . 21%など脈石成分は明瞭に残し、 酸化 マ ンガ ン (MnO) も0. 24%含み、 銅 (Cu) は 0 .005

％と極く微量で、 砂鉄系荒鉄の成分調整の精錬鍛冶滓に分類される。

(7) S A N - 22 : 鉄塊系遺物

① 肉眼観察 ： 流動状で楕円形 を した鉄塊系遺物である。 赤褐色鉄銹に覆われ、 亀裂を走ら せて金属鉄の

残留を示す。

② 顕微鏡組織 ： Photo . 13 の①～⑨に示す。 表皮ス ラ グは残
存

せず、 鉱物組成か らの原料判 定 は で き なか

った。 鉄中の非金属介在物は①でみ られる様に、 淡黄色微小介在物の硫化 鉄 と 、 その周囲の燐化 鉄などある

が、 詳細はCMAの項で触れる。 ②～⑥ は ビ ク ラ ル腐食 (Etching) で現れた過共晶組成 ( C : 4. 23 %以上）

の白鋳鉄 (White cast iron) である。 白色板状結析は初晶のセ メ ンタ イ ト (Cementite : Fe3C) 、 地 は オ ー

ス テ ナ イ ト（常温で はパー ラ イ ト になる）とセ メ ンタ イ ト との共晶の レデプラ イ ト (Ledebulite) である。 こ

の白鋳鉄は別名 白銑ともいい、 破面が銀白色を呈する こ と か ら 、 この様に呼ばれる。 凝固冷却速度が速くな

ったため炭素が セ メ ンタイ ト になっている。

③ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 ： Photo.13 の⑦に蜂の巣状部分の レデプラ イ ト の硬度測定の圧痕を示す。 硬度値

は795 Hv と 硬質で、 ⑧は黒色パー ラ イ ト 部は35 1Hv、 ⑨は白色盤状結晶のセ メ ンタ イ ト で608Hvが得 られた。

これ ら の結果か ら 、 セ メ ンタ イ ト を析出する 白鋳鉄の材質は、 硬く て脆いこ と が理解で き るであろう。

④ CMA調査 ： Photo . 23 の S E ( 2次電子像）に示した淡茶褐色球状介在物 と 、 その周辺の半透明の網

目状あるいは粒状の異物の高速性分析結果をFig . 14に示す。 検出元素は A-Rankは鉄 (Fe) と硫黄 ( s ) で

硫化 鉄 (FeS) が
存

在し、 これに燐 ( P ) と炭素 (C) な どが加わる。 この結果の特性X線像と定紐分析値が

Photo . 23 である。 淡茶褐色球状介在物の定簸分析値は、 95 . 1%Fe0-3 3 .8% S で硫化 鉄 (FeS) の組成 と な

る。 ま た、 特性X線像は鉄 (Fe) と硫黄 ( s ) に明瞭に白色輝点が集中する。 ま た、 燐 ( P ) が白色輝点の

集中で拡がりをもつ区域 に は、 Fe-Fe3 C-Fe3 P の三元系共晶である ス テ ダイ ト (Steadite) が
存

在する。

これは白鋳鉄に多 く み られる介在物形態である。

Table . 4 年代不明遺構出土砂鉄系鉄滓の組織

二
製 錬 滓 精 錬 鍛 冶 滓 鍛 錬 鍛 冶 滓

炉 底 塊 砂鉄焼結塊 l II I II 
S A N-20 S A N- 19 S A N-18 S A N-21 S AN-17 S AN-17 

鉱 物 組 成 Ulvcispinel Ulvcispinel Ulvo
＋ 
spinel Wi.istite WUstite Wi.istite （砂鉄粒子痕跡） Wi.istite(Ti含） (Ti-Fe析出物含）

Ti02 17.35 ．．． ． 3 .22 1 .  74 0 .51 , — 
化 V 0 . 13 
子^ふし

0.03 0 . 21 0 . 01 

組 塩基性成分 6.36 3.34 1 .40 1 .80 
成 (CaO+MgO) 

M心 0 .78 0 .16 0.24 0 .21 
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小 結

この節の遺物は、 推定年代の確定がで き て いない遺構から の出土品であり、 外観か ら み て砂鉄系鉄滓 （鉄

塊系遺物 1 点含む）を選び出し、 調査を行なった 。 その調査結果を要約して表 (Table. 4 ) に示した。 6 点

の鉄滓は製鉄一 貫体制の操業排出滓であった。 鉄生産の工程が、 ①精錬→⑥製錬鍛冶→⑯鍛錬鍛冶の流れに

沿って 、 砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02) 、 バ ナ ジ ウ ム ( V ) 及び脈石成分としての塩基性成分 (CaO+

MgO) 、 酸化 マ ン ガ ン (MnO) などは漸次低減してゆく。 山王遺跡の7世紀末......, 8 世紀初頭代は、 砂鉄製錬

の盛行期と推定されたが 、 この年代不明出土品も、 この時期に収まるものと考えられる。 なお 、 砂鉄系鉄素

材の鍛錬鍛冶で派生した 3 層分離型の鍛造剥片の情報も得 られた 。 精錬鍛冶滓の終末期に近いものの付着品

であって 、 鍛造剥片は仕上げ段階の派生品である。 厚みは0 .02......,0 . lmmをもち 、 鉱石系剥片と大差ない組成で

あった 。

ま た、 鍛冶原料にもなりうる荒鉄としての鉄塊系追物を 1 点調査した。 金属組織は、 過共晶組成 ( C : 4 . 2 3  

％以上） の白鋳鉄である。 鉄中の非金属介在物 は、 硫化鉄 (FeS) であり、 この周辺にはFe-Fe3C-Fe3Pの

三元系共晶であるス テ ダイ ト (Steadite) を伴なうものであった。 硫化 鉄 (FeS) に僅かにチタ ン (Ti) を固

溶する組織であって 、 これも砂鉄系が想定された 。

注
① 日刊工業新聞社「焼結鉱組織写哀お よ び識別法」1968。 マグネタイ ト ： 5QQ-...600Hv、 ヴス タ イ ト ： 450-...sooHv、 フ ァ イ ヤ

ラ イ ト ： 6QQ-...700Hvの硬度値がある。

② 大澤正己 「房総風土記の丘実験試料 と発掘試料」 「千葉県立房総風土記の丘年報15」 平成 3 年度 千葉県立房総風土記の丘
1992 

③ 大澤正己 「奈良尾遺跡出土鍛冶関連追物の金属学的調査」 「奈良尾遺跡J (今宿バイ パス関連埋蔵文化財調査報告書 第13
集） 福岡県教育委只会 1991 

④ 森岡他 「鉄鋼腐食科学」 「鉄鋼工学講座llJ 浅倉書店 1972 
⑤ 大澤正己 「古墳時代初頭、 沖塚遺跡鍛冶工房跡出土遺物の金属学的調査」 r八千代市沖塚遺跡、 上の台追跡他」 東葉高速鉄

道埋蔵文化財調査報告書、 闘千葉県文化財セ ン タ ー 報告雹 第245集 千葉県文化財センター 1994 
⑥ 大澤正己 「西裏遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」 「西裏遺跡」 （栃木県埋蔵文化財調査報告魯 第180集） 栃木県教育

委員会、 帥栃木県文化振興事業団1996
⑦ 3 例は次の報告書に掲載されている。

大澤正己 「徳力遺跡第2 地点出土の銅製錬滓 • 鉄滓の金属学的調査」 「徳力造跡第二地点J (北九州市埋蔵文化財調査報告
書第30集） 闘北九州市教育文化事業団 埋蔵文化財調査室 1984 

大澤正己「小糸遺跡出土銅滓の金属の金属学的調査」 「小糸遺跡Jく第1 地点の調査＞ （北九州市埋蔵文化財調査報告書 第
58集） 帥北九州市教育文化事業団 埋蔵文化財調査室 1987 

大澤正己 「尾崎遺跡出土鋳銅関連追物の金属学的調査」 「尾崎造跡J (北九州市埋蔵文化財調査報告書 第118集） 勁北九州
市教育文化事業団 埋蔵文化調査室 1992 
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(l)S AN- 1 
S l -5266出土

椀形鍛冶滓

① X 400表皮付舒鍛造剥片

② X l0o@X400 

マグネ タ イ ト ＋ ヘー シ ナ イ ト

韓x 200、 硬度圧痕

⑤マグネタイ ト ： 559Hv 

⑥マグネ タ イ ト ： 608Hv 

(2)S AN- 2 
S I -5266出土

椀形鍛冶滓

⑥ X lOO 

ヴス タ イ ト ＋ マ グ ネ タ イ ト

韓x200、 硬度圧痕

⑦ヴス タ イ ト ： 475Hv 

⑧ヴス タ イ ト ： 476Hv 

Photo.!  鉄滓の顕微鏡組織 105 



(3lS A N - 3  
S I -5266出土
炉壁溶融物
① X lOO② X 400、 no etch 
③ X lOO④ X 400王水 etch
⑤ X lOO⑥ X 2QO(Z)X 400 
⑥ ： 硬度圧痕ヴスタイ ト ： 435Hv 
荷重50g 以上は鍛造剥片
⑧ X lOO⑨ X 400 
炉壁溶融物

106 Photo.2 
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(4)$ AN- 4 
S 1 -5266出土
鍛冶炉炉壁
① X lOO 一般組織
暗黒色ガ ラ ス 質 ス ラ グ
② XlOO 局部組線
フ ァ イ ヤウ イ ト ＋ ヴ ス タ イ ト
③ x100 
フ ァ イ ヤラ イ ト ＋マグネタ イ ト

(5)S AN- 5 
S I -5266出土
凝似粒状滓
④ X lOO@X400 
⑥ X lOO⑦ X400 
ヴス タ イ ト の集合体
⑧ xzoo、 硬度圧痕
ヴス タ イ ト ： 349Hv、 荷重50g

Photo.3 107 



(6)S AN- 6(イ）
S I -5266出土
鍛造剥片
① X lOO、 王水etch、 変化なし
② X400、 外層 ： 微空ヘマ タ イ ト

中間層、 マグネ タ イ ト
内層、 ヴス タ イ ト

③ X200、 硬度圧痕
マ グネ タ イ ト ： 508Hv 
ヴスタイ ト ： 432Hv 

マ ク ロ
XlO 

1:� タ�';,三翰ニー竺- ‘ 
マ グネ タ イ ト (Fe.O.)

ウ ス タ イ ト (FeO)

(7)S AN-6(口）
S 1 -5266出土
鍛造刻片
③ X400 
王水etch、 変化なし
3 層分離型

外観写真X 8

(8)S A N - 6 H  
S I -5266出土
鍛造倒片

④ X lOO 
王水etch、 変化なし
3 層分離型

外観写真X 8

(9)S A N - 6 目
S I -5266出土
鍛造剣片

⑤ X400 
王水etch、 変化なし
3 層分離型

外観写真X 8

108 
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(JO)S A N - 6 困
S I -5266出土
鍛造剥片

① X lOO 
王水etch、 変化なし

3 層分離型

外観写真 X 8

。J)S AN - 6 N
S I -5266出土

② X400 
王水etch、 変化なし

3 層分離型

外観写真X 8 

(12) S A N - 7  
S D -180出土
炉底塊 （砂鉄製錬滓）
③ X lOO ウ ル ポ ス ビ ネ ル

④ X lOO ⑤ X400 
ウ ル ボ ス ピ ネ ル ＋ ヴス タ イ ト

（ヴスタイ ト粒内析出物あ り ）

麟x200、 硬度圧痕

⑥ ： ウルポス ビネル ： 669Hv 
⑦ ： ウルボスピネル ： 397Hv? 

⑥
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UJ)S A N - 8  
S D-180出地

鍛錬鍛冶滓

① X lOO 
ヴス タ イ ト ＋ フ ァ イ ヤラ イ ト

⑭ S AN-9 
S D-5083出土

精錬鍛冶滓

② XlOO ③ X400 
ヴス タ イ ト （粒内析出物

＋ ウルポスビネル
④ X lOO 炉底部
フ ァ イ ヤ ラ イ ト ＋ ガラ ス 貫

OS)S AN-10 
S D-5083出土
炉壁溶融物

⑤ XlOO ⑥ X400 
暗黒色ガラ ス 質 ス ラ グ

＋微少フ ァ イ ヤ ラ イ ト
⑦ X400 
ガラス中の半遠元砂鉄
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Photo.6 鉄滓と炉壁溶融物の顕微鏡組織



06}S A N-11 
S D-5083出土
炉壁

① X lOO 一般組織
② X lOO ③ X400 
ウ ル ボ ス ビ ネルの滓
韓X400
半遠元砂鉄粒子

(l7)S AN-12 
S D-5083出土
炉壁

⑥ X 400 
ガラス質スラグ中のウルボスピネ
ルと微小 フ ァ イ ヤラ イ ト
⑦ X lOO ⑧ X400 
微小金屈鉄粒

Photo .7 
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⑱ S A N-13 
S 1 -5259出土
椀形鍛冶滓様迫物
① XlOO 
ヴ ス タ イ ト ＋ フ ァ イ ヤラ イ ト
② XlOO ③ X400 

微小針状結晶ヘーシナイ ト
韓xzoo、 硬度圧痕
④ヴス タ イ ト ： 465Hv200g 
⑤マグネ タ イ ト ： 551Hv200g 
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09)S A N-14 
S I -5259出土
椀形鍛冶滓様逍物
① X lOO ② X 400 
マグネタ イ ト ＋ フ ァ イ ヤラ イ ト
③ X200、 硬度圧痕
マ グ ネ タ イ ト ： 513Hv200g 
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伽）S AN-15 
S I -5259出土

炉壁溶融物様遺物
① X lOO 一 般組織
⑳ X lOO 
混入砂鉄粒子

仰 S A N -16 
S D-39出土
精錬鍛冶滓
韓X lOO ⑤⑦X 400 
ヴスタ イ ト （粒内析出物）

＋ フ ァ イ ヤ ラ イ ト
⑧ xzoo、 硬度圧痕
ヴス タ イ ト ： 499Hv、 荷重200g

� .  
Photo . 9  炉壁溶融物 と 鉄滓の顕微鏡組織
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(22)S AN-17 
S D-5039出土

鍛錬鍛冶滓
⑳ X 100 ③ X 400 

ヴス タ イ ト ＋ フ ァ イ ヤ ラ イ ト

（
ヴ ス タ イ ト粒内に少益の
ヘー シナイ ト の析出あ り ）

(23)SAN-18 
S D-5064出土

精錬鍛冶滓

④ X400 粒内析出物

（微小ウルボスピネル）

⑤ X lOO ⑥ X 40Q 

ヴス タ イ ト ＋ ウ ル ボ ス ピ ネ ル

韓x 200 硬度圧痕200 g

⑦ウルボスピネル ： 742Hv 

⑧マグネ タ イ ト ： 524Hv 

114 
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(24) S A N-19 

S K-5008出土

砂鉄製錬滓

① x200 硬度圧痕、 荷重200g

ウルポス ピネル ： 683Hv 

② X lOO ③ X 400 

ウルボスピネル＋ヴス タ イ ト

（ヴスタイ ト は自然風化を受ける）

④ X lOO ⑤ X 4QQ 

ウルボスビネルは砂鉄痕跡を疎す

(2S)S AN-20 

S D-5001出土

炉内滓

⑥ X lOO ウ ル ボ ス ビ ネ ル

⑦ XlOO 

ウ ル ボ ス ピ ネ ル＋ イ ル ミ ナ イ ト

⑧ X200 硬度圧痕、 荷重200 g

ウルボスピネル ： 729Hv 

� 

Photo.11 
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(26) S A N-21 
B区第 l 府出土
① X lOO 研府の ま ま
鍛造剥片と粒状滓
② X 100@X4Q0 鍛造剥片
④ X lOO @XIDX400鉄滓組織
ヴスタイ ト （粒内ウルボスピネル）
⑦～⑨ X200 硬度圧痕200g
⑦ヴス タ イ ト ： 485Hv 
麟 ： 鍛造剥片 ： 454、 449Hv
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⑳ S AN-22 
C 区第 I 陪出土
① X400 鉄中の非金属介在物
®iXIDxlOO、 ©怠）X4QQ 
ビ ク ラ ルetch
過共晶組成自鋳鉄
⑦～⑨ X 200 硬度圧痕
⑦レデプライ ト ： 795Hv200g 
⑧パーライ ト ： 351Hv200g 
⑨セ メ ンタ イ ト ： 608Hv200g 

①
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Photo.13 鉄塊系遺物O顕微鏡組織 117 
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Photo.14 椀形鍛冶滓 ( S A N - 1  その 1 ) の特性X線像 ( X l , 000、 縮小0.7) 
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Photo.15 椀形鍛冶滓 ( S A N- 1 その 2 ) の特性X線像 ( X 1,000、 縮小0.7)
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Photo.16 炉底塊 ( S A N- 7 その 1 ) の特性X線像 ( X 1,000、 縮小0.7) 
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Photo.17 炉底塊 ( S A N - 7 その 2 ) の特性X線像 (X 1,000、 縮小0.7) 
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Photo.18 炉壁 ( S A N-12 その 1 ) 溶融物の特性X線像 ( X l,500、 縮小0.7) 
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• し9

Element 1 
Na20 -

MgO -
Al,03 

0.045 
SiO, 0. 183 
Pふ 0.069
S 0.010 
凡0 0.017 
CaO 0.096 
TiO, 0.170 
MnO -
FeO 142.348 
ZrO, 0.045 

v,o, 0.024 
······························ 
Total 143.007 

SAN- 12 - 2 
Photo .19 炉壁 ( S A N-12 その 2 ) 溶融物の特l生X 線像と定量分析値 ( X 1 , 500、 縮小0.6)
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Photo.20 椀形滓様遺物 ( S A N-13 その 1 ) の特性X線像 ( X 1,500、 縮小0.7) 
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Photo.21 椀形滓様遺物 ( S A N-13 その 2 ) の特性X線像 (X 1 、500、 縮小0 . 7)
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Photo.22 不定形鍛冶滓 （鍛造剥片付着） ( S A  N-21) の特性X線像 (X l,500、 縮小0.7) 
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Element 
Na20 
MgO 
Al,03 0.045 
SiO, 0 . 183 
P,Os 0 .069 
s 0.010 
K,O 0 . 017 
CaO 0 . 096 
TiO, 0.170 
MnO 
FeO 142.348 
ZrO, 0.045 
v,o. 0.024 
--······· ・・・.....—·····--····· 

Total 143. 007 

Photo.23 鉄塊系遺物 ( S A N-22) 鉄中非金属在物の特性X線像と定量分析値 (X2,000、 縮小0.7) 
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粒状滓 S A N - 5  X 2 0  実体顕微鏡

粒状滓 S A N - 5  XlO マ ク ロ組織

Photo.24 粒状滓の高倍率外観とマク ロ組織

128 



Fig . 1  椀形鍛治滓 ( S A N - 1 その 1 ) の コ ン ピ ュ ー タ ープ ロ グ ラ ム に よ る 高速定性分析結果 (Photo.13 と 対応）
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Fig.3 椀形鍛冶滓 ( S A N- 2 ) の X線回折プロ フ ィ ル
k rム
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I I 1 

Fig.4 炉底塊 ( S A N - 7 ) の X線回折プ ロ フ ィ ル
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Fig.5 炉底塊 ( S A N - 7 その 1 ) の コ ン ピ ュ ータ ープ ロ グラ ム に よ る高速定性分析結果 (Photo . 16と対応）
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'' - �とヽ "· ·· . 次9 召 i戸 含 S べ · 郊 ：忍 な .... 冷 べ ' . . ,. . • ＇ 

; Group : OHSAWA 
i Sample : 8 - Z 158 
i 1 SAN7 - l  
I Jan 13 21 : 30 1997 

Stage No. 5 
:I X : 25.5255 mm 

Y : 79.8545 mm 
11 z : 11.6895 mm 
, Acc. V 15.0 kV 
: Scan ON Mag 3000 
•I 1 ch LDENH 

2 ch LDE 2 
3 ch PETH 
4 ch TAP 
5 ch LIF 

A-Rank : C N O Na Mg Al 
: Si Ti F

e 
, 
, 1 

Fig.6 

B-Rank : K Ca Mn 

炉底塊 ( S A N - 7 その 2 ) の コ ン ピ ュ ータープ ロ グ ラ ム に よ る高速定性分析結果 (Photo .17 と対応）
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Group : OHSAWA 
Sample : 8- Z 158 
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J Jan 13 21 : 22 1997 
; Stage No. 4 
t X : 25.8525 IMI 
; Y : 86.4175 面
I Z : 11.6880 1M1 
; Acc. V 15.0 kV 
i! Scan ON Mag 3000 
j 1 ch LDENH 

2 ch LDE2 
3 ch PETH 
4 ch TAP 
5 ch LIF ! A-Rank : C N O Na Mg AL 

f : Si P Ti Fe 

8 -Rank : K Ca Mn 



Fig.7 炉壁 ( S A N - 12その 1 ) 溶融物のコンピュ ー タープログラムによ る高速定性分析結果 (Photo.18と対応）
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Fig. 8  炉壁 ( S A N-12そ の 2 ) 溶融物のコンピュ
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Z : 11.6520 11111 

Acc. V 15.0 kV 
Scan ON Mag 3000 
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2 ch LDE 2 
3 ch PETH 
4 ch TAP 
5 ch LIF 

,, A-Rank : C O Na Mg Al 
: Si P K Ca Ti 

Fe 
8-Rank : 

ータープログラムによ る高速定性分析結果 (Photo. 19 と 対応）
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2 ch LOE 2 

t を
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造
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Fig.9 椀形滓様遺物 ( S A N - 13その 1 ) の コ ン ピュ ー タ ープ ロ グ ラ ム に よ る高速定性分析結果

Fig.10 椀形滓様遺物 ( S A N - 1 3その 2 ) の コ ン ピ ュ ー タープログラムによ る高速定性分析結果

‘ 
Group : OHSAWA 
Sample : 8-Z 158 
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J Jan 18 20 : 46 1997 
iJ : , Stage No.11 • 
{ X : 27. 6625 11111 ,, 
裟 Y : 36. 7105 11111 

・グ
忍 Z : 11.6415 11111 j Acc. V 15.0 kV 
; Scan ON Mag 3000 X ch LDENH 



Fig .11  炉内滓 ( S A N -20) の粉末X線回折プロ フ ィ ル
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Fig.12 不定形鍛治滓（鍛造剥片付着） ( S A N-21)の コ ン ピ ュー タ ープログラムによ る高速定性分析結果(Photo .22と対応）

Stage No.10 
X : 23. 7290 mm 
Y : 81. 7045 mm ! Z : 11 .8660 mm 

呵t Acc. V 15.0 kV 
t Scan ON Mag 3000 I 1 ch LDENH 
[ 2 ch LOE 2 

3 ch PETH 
4 ch TAP 
5 ch LIF 

j を A-Rank : C O Mg Al Si 
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Fig.13 不定形鍛冶滓 （鍛造剥片付癌） の粉末X線回折プ ロ フ ィ ル
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Fig.14 鉄塊系遺物 ( S A N-22) 鉄中非金属介在物のコ ン ピュ ータープログラムによ る高速定性分析結果
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法

屈

遺 物 Nu 190 

7 . 1言�度 4
 

滓 ： 胎土

げX線回析
分 I 硬 度

マ ク ロ

分析資料No.
I 

I造 跡 名1 山王遺跡 (17次）
出土状況

出土位囮

検 鏡 ： S AN- 1 長径

短径

厚さ

4.4cm 試料記号 I 化 学 ： S AN- 1 

放射化 ： ー一

遺物種類 椀形鍛冶滓
（名称） （粘土溶融物付き）

遣 存 度 I 破 片 メ タ ル 度 I な し I 析 I 耐 火 度
カ ロ リ ー2.3cm 

破 面 数 2
 

前 含 浸
断 面 樹 脂

放 射 化
X 線 C T重屈 46.r n 

観察所見 1 平面、 不整五角形をした粘土溶融物ののった小形の椀形鍛冶滓である 。 側面 2 面が破面。 上面は粘土質の気孔
の多い溶融物で下半に は薄いが し っ か り した椀形鍛冶滓が残る。 滓は緻密で下半に気孔が若干現れる 。 底面には
灰色の砂質土が付珀 しているが、 こ れは炉床粘土である 。 下面よ り 上下方向に 1 cm大の孔が 3 ヶ 所 に あ る が、 木
炭痕かど う か不明である 。

分析部分
1

長軸端部1/2を直線状に切断し、 下半の滓部を中心に分析に用いる 。 残材返却。

備 考 No. 2 に比ぺて小形で、 ご く 少紐の処理を う かがわせ る。 滓質は緻密で付着物は少ない。

S : 3 / 4 
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分析資料No. 2 
I I 

出土状況
遺 跡 名 I ui王遺跡 (17次） 遺 物 Nu I 191・192·193·198·199・200·201

出土位醤I S I -266
. 

土
匹

1, 3層及び46層1時期 ： 根
腿
I 5 世紀

：
出土土器

検 鏡 ： S A N - 2  

試料記号 I 化 学 ： S A N - 2  

長径 10.8cm 
I

色調 ：
裏
表 I I 磁 着 度 1 4 I 分

法 I
短径 9.2cm 

砒 I I 遺 存 度 1 破 片 I メ タ ル 度 I な し 1 析
厚さ 2.8cm 放 射化 ： ー 一

I 
破 面 数 4 I前 含 浸

重屈 314.6g I 断 面 樹 脂

滓 ： 胎土

検 鏡lo
C M A 
化 学 ゜

X線回析 ゜

硬 度
マ ク ロ
耐 火 度
カ ロ リ ー

放 射 化
X線CT

三観察 所見 平面、 不整L字 状 のやや大 ぶ り の椀形鍛冶滓であ る。 側面内側 2 面 と 外側 2 面が破面。 半分の底面に は灰白色
の鍛冶炉炉床土が張 り つい て い る 。 こ の炉床土は砂質でスサの短い も のが若干入っ て い る。 滓上面はわずかにシ
ワが寄っ て い る が、 全体的には平坦気味である。 短軸の片側は粘土質のガラス質滓が上に の っ て お り 、 残る 一方
は気孔が目立つ部分で黄褐色の酸化物が付着している。 滓 そ の も のは緻密で、 断面中央付近に横にのびた気孔が
わずかに認め られる 。 比重の高い滓である 。

分析部分 I 長軸端部1/5を直線状に切断し、 滓部を中心に分析に用 い る 。 残材返却。

細か く 割れた も の を セ メ ダイ ンで接合 し て い る 。

備 考 I 上面、 片側のガラス質滓は、 羽口又は炉壁粘土の溶融物であ ろ う 。 又、 羽口側を示している可能性が高い。

S : 1 / 2 
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分析資料油 3

I I 
遣 跡 名 1 w王遺跡 (17次）

出土状況 こ時期 ： 根拠 5 世紀 ： 出土土器

滓 ： 胎土

検 鏡lo
C M A  

化 学

X線回析
硬 度
マ ク ロ

耐 火 度
カ ロ リ ー

出土位四I S I -266
\

1 )

,

W-14 2 

検 鏡 ： S A N - 3  長径 4 . 7cm 
I

色調 ： 表
裏

I I 磁 培 度 1 4 I 分
法 I

短径 3 . 6cm 

屈 I I 逍 存 度 1 破 片 I メ タ Jレ 度 1 な し 1 析
厚さ l .&m 

1 9 . 3 g  
破 面 数 4 I前 含 浸

重菰 断 面 樹 脂

試料記号 I 化 学 ： S AN - 3  

遺物種類
（名称）

観察所見

分析部分
備 考

放射化 ： — 

（炉壁）粘土溶融物 放 射 化
X 線 C T

平面、 不整台形を した粘土質のガ ラ ス質滓が表面に残る炉壁溶融物片である。 滓は気孔が多 く 発泡 し て い る 。

胎土部分は暗い灰色の砂質土で、 鍛冶炉の炉壁粘土 と 考 え ら れ る 。 表面のガラス質滓の一部は濃い ウ グ イ ス色の
部分も あ る。

長軸端部4/5を直線状に切断し、 ガ ラ ス 質滓を分析に用いる 。 残材返却。

No.3 、 4 と も よ く 似た軽品の粘土質溶融物である 。 羽口両側の炉壁溶融物の破片であ ろ う 。 本質料は炉内側か
ら見て右側の部品であろ う 。 No 3 は逆に左側の ものである 。
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分析資料No. 4
I I 

遺 跡 名 1 山王遺跡

出土位置I S I -5266
/ 

1 
\ 

2 層

検 鏡 ： S A N- 4 

� 時期 ： 根拠 5 世紀 ： 出土土器

滓 ： 胎土

検 鏡Jo
C M A  
化 学

X線回析
硬 度
マ ク ロ

耐 火 度
カ ロ リ ー

出土状況

長径 5.3cm 
I

色調 ：
裏
表 I I 磁 着 度

1
2 

1 分
法 I

短径 4.1cm 

屎 I I 遺 存 度 1 破 片 I メ タ ル 度 I な し I 析
厚さ 2.1cm 

I I 破 面 数 2 前 含 没
重益 20.2g I 断 面 樹 脂

試料記号 I 化 学 ： S A N - 4  

放射化 ： ＿ 
追物m川 （炉壁）粘土溶融物

（名称）
放 射 化
X線CT

観察所見 I 平面、 不整三角形を した粘土質のガ ラ ス 質滓が表面に残る炉壁溶融物である 。 表面のガラス質は長軸片側の破
片側が黒色の地の上に灰白色の皮膜状の滓がのっ て い る 。 他辺は灰黒色～ウ グイ ス色のガラス灯滓である 。 裏面
は灰黒色～灰白色の砂質土でス サがやや多めに入っている 。

分析部分 長軸端部2/3を直線状に切断し、 炉壁溶解物を分析に用いる 。 残材返却。

備 考 No. 3 と全体的に よ く 似て い る 。 古坑時代の小さな鍛冶炉の場合、 羽口先を差し込んだ面側の粘土部分が溶融、

発泡してU字状に熱変化する場合がある 。 本例も函 3 と 同一条件下の同個体の可能性を も つ。

n
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分析賀料No. 5
I I 

遺 跡 名 1 w王遺跡 (17次）
出土状況

出土位囮I S I -266 

検 鏡 ： S A N - 5  

試料記号 I 化 学 ：

放射化 ：

遺物種類 I 擬似粒状滓
（名称）

長径 —

法 I
短径

:ii! I 
厚さ

厘紐

滓

遺 物 Nn I 209 検 鏡lo I 
C M A  

時期 ： 根拠 I s 世紀 ： 出土土器 化 学

I
色調 ： 表

裂
I I 磁 芍 度 I I 分

X線回析
硬 度
マ ク ロ
耐 火 度
カ ロ リ ー

I 遣 存 度 1 I メ タ ル 度 I な し I 析

放 射 化
X 線 C T

I破 面 数 I -前 含 浸
断 面 樹 脂

輯所見 I やや長手の楕円形の擬似粒状滓である。 長軸端部に青褐色の錆が付芯 し て い る が、 全体的には黒色で、 残 り の
良い表面部はやや銀色気味である。 全 く の粘土質では な く 、 やや比重が高そ う であ る 。 滓 の し ず く 状にたれた も
の か も しれない。 表面が完全に平滑でな く 、 微細なへこみが残る 。

分析部分
1

擬似粒状滓 1 点を分析に用いる。

備 考 滓 あ る い は羽口 は鍛冶炉の羽口周辺の炉壁粘土の溶融物であ ろ う か。 一般的な粒状滓と は性格が異なる も の と
考 え ら れ る 。

S :  X 8 
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分析資料No. 6
I I 

遺 跡 名 l 山王遺跡 (17次）
出土状況

出土位慨 I s 1 -266 

検 鏡 ： S A N - 6  長径

試料記号 I 化 学 ： I 法 短径

造 物 No.

1
209 検 鏡lo

C M A  
時期 ： 根拠 5 世紀 ： 出土土器 化 学

色調 ： 表襄 磁 着 度 1 X線回析
分 硬 度

マ ク ロ

放射化 ：
造 存 度 I I メ タ ル 度 I な し I 析 I 耐 火

度
カ ロ リ ー財さ

破 面 数 I I 前 含 浸
I断 面 樹 脂

遺物種類 鍛造剥片
（名称） 厖飛

観察所見 I 大厚手 イ . 5.5X 4 . 7 X l . 9 鉄銹化物 中 イ , 2.2X2.1X0.35 鉄銹化物 小●イ ．

大 ● イ . 4.2X2.8XQ.18 褐 口. 2. 7X 2.5X 0.22 銀 ●口 ．

●口. 3.6X 2.6 X0.2 銀 ●ハ. 2.9X2.1 X0.24 黒 ハ
ハ. 3.3 X2.8 XQ. 14 銀 ●二, 2. 1X0.9X0.14 銀 二
二_ 3.6X2.3X0.22 銀 ホ, 2.5X2.1X0.14 銀 ホ ．

へ. 2.8X 1 .8XO.  09 銀

●印埋込み試料

分析部分
1

必要品を選択し 、 鍛造剥片 と して分析に用いる。 残材返却。
備 考 小袋に入れていま すので注意。

へ．

ト ．

チ．

リ ．

放 射 化
X線CT

S :  X 8 
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出土位置 I S D-180 時期 ： 根拠 I s 世紀 漆紙文書・出土土器

滓 ： メ タ ル

検 鏡 ゜
C M A  ゜
化 学 ゜
X線回析 ゜
硬 度
マ ク ロ
耐 火 度
カ ロ リ ー

放 射 化
X 線 C T

分析資料No 7 
I I 

遺 跡 名 1 山王遺跡 (12次） 遺 物 Nu I 141 
出土状況

検 鏡 ： S AN-7 長径 6 . 0cm 
I

色調 ： 表
裏

I I 磁 着 度 1 3 I 分
法 I

短径 5 . 6cm 

茄 I I 遺 存 度 1 破 片 I メ タ ル 度 I な し 1 析
厚さ 2.1cm I 

破 面 数 4 I 前 含 浸
重丘 91.1 g I 断 面 樹 脂

試料記号 I 化 学 ： S AN-7 

放射化 ： 一
遺物種類 I 椀形鍛冶滓

（名称）

観察所見 I 平面、 不整五角形を した椀形鍛冶滓であ る 。 側 面 3 面 と 上面の片側は破面。 全体に風化が進み、 滓の結晶がキ
ラ キ ラ し て い る 。 側面か ら下面は 7 mm以下の木炭痕が目立つ。 気孔は上面の半分を しめ る破面に特に 目立ち 、 細
か い も のが密集する 。 断面形は底面が直線状に傾斜してい る形で椀形を示さない。 上面は中央部がやや く ぼむ。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、 滓部を分析部分に用いる 。 残材返却。

備 考 結晶は肥大 している 。 表面の大半が木炭痕のへこ み以外は風化に よ り 露出 し、 キ ラ キ ラ した気孔が密集 し て い
る 。 かな り ゆ っ く り 冷えた こ と を示す結晶状態であ る 。
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出土位置 I S D-180 1 陪 こ時期 ： 根拠 8 世紀 漆紙文術・出土土器

滓 ： メ タル

検 鏡lo
C M A  
化 引°

X線回析
硬 度
マ ク ロ
耐 火 度
カ ロ リ ー

放 射 化
X線C T

分析資料No 8 
I I 

遺 跡 名 1 山王遺跡 (12次）
出土状況

検 鏡 ： S AN- 8 長径 6.5皿 1 色調 ： 表
裏

I I 磁 着 度 1 3 I 分
法 I

短径 4.8cm 

益 I I 逍 存 度 1 破 片 I メ タ ル 度 I な し 1 析
厚さ 2.7cm 

破 面 数 2 I前 含 没
重俎 76.9g 断 面 樹 脂

試料記号 I 化 学 ： S A N-8 

放射化 ： ＿ 
遺物種類 I 椀形鍛冶滓

（名称）

観察所見 I 平面、 不整台形を した 、 小形の椀形鍛冶滓である 。 側面 2 面は破面。 屑部は蒋 く な る が、 平面形は角張っ て い
る。 上下面に木炭痕の小さ い ものが目立ち 、 部分的に茶褐色の付着酸化物が見 られる 。 底面は中央が突出し、 周
辺部は小さ な段で結ばれている 。 破面の気孔は ほ と ん ど な く 、

一部風化が進み結晶がスジ状に現れている 。 木炭
痕の凹みの部分に は褐色の酸化物が固着 し て い る 。 滓の表面の地色はやや光沢を持った灰黒色である 。

分析部分
1

長軸端部1/3を直線状に切断し、 滓部を分析に用いる。 残材返却。

備 考 肩部が一部、 薄く なった小さ な椀形鍛冶滓である 。 上下面の一部には付着する茶褐色の酸化物は二次的な も の
と 見 ら れる。

＂
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分析資料No 9 
I I 

遺 跡 名 I w王遺跡 (10次）

出土位置 I S D-5083 2 層 こ時期 ： 根拠 8 世紀中葉 漆紙文書・出土土器

滓 ： メ タ ル

検 鏡lo
C M A  
化

引°

X線回析
硬 度
マ ク ロ
耐 火 度
カ ロ リ ー

放 射 化
X 線 C T

出土状況

検 鏡 ： S A N - 9  長径 6.3cm I 色調 ： 表
裏

I I 磁 着 度 1 4 
1 分

法 I
短径 3.8cm 

砿 I I 遺 存 度 l 破 片 I メ タ ル 度 I な し I 析
厚さ 3.0cm r 

破 面 数 1 4 I 前 含 没
重岱 65.1  g I 断 面 樹 脂

試料記号 I 化 学 ： S AN-9 

放射化 ： — 

遺物種類 I 椀形鍛冶滓
（名称）

観察所見 I 平面、 不整台形 を し た、 椀形鍛冶滓の中核部破片である 。 上面はほぽ平胆で側面 3 面が破面。 下面は灰黒色の
砂質土が全体に付沼しているが、 鍛冶炉の炉床粘土であ ろ う 。 練 り が甘いためかプロ ッ ク 状にはがれて、 全体に
ゴ ツ ゴ ツ し て い る 。 上面と 破面上半部 に は 7 mm前後の長さ を持っ た木炭の小片が数多 く 残っ て い る 。 破面の気孔
は少な く 、 大 き な も のが中間陪に点在 し て い る 。 結晶が見 え る ほ ど風化が表面全体に及んでいる 。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、 滓部を分析 に 用 い る 。 残材返却。

備 考 資料No. 7 と共に風化がはげし く 結晶が見え る ほ どで あ る が、 本資料の方が甘 い も ので あ る 。 木炭の小片が残る
のが注 目 さ れる点である。
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分析資料NulO 滓 ： 胎土

遺 跡 名 山王遺跡 (10次） 遺 物 No 8·12·21 ・27·28·38 検 鏡 ゜

出土状況 C M A  
出土位四 S D-5083 1 層 時期 ： 根拠 8 世紀中葉 漆紙文書・出土土器 化 学 00 

検 鏡 ： S AN-10 長径 (20.0)cm 色調 ： 表 磁 着 度 l X線回析

裏
分 硬 度

試料記号 化 学 ： S AN-10 法 マ ク ロ短径 (12.0)cm 
遺 存 度 破 片 メ タ ル 度 な し 析 耐 火 度

放射化 ： 屎 カ ロ リ ー厚さ 4 . 8cm 

遺物種類 炉 壁 破 面 数 5 以上 前 含 浸 • — 放 射 化
（名称） 重岱 1oso. o g  断 面 樹 脂 ． ．  X線CT

観察所見 大型の炉壁片である 。 3 片は接合され残る 2 片は割れた ま ま である 。 胎土は多伍のス サ を 同一方向に そ ろ え た
粘土質の い も ので、 荒い砂粒を含み褐色に被熱 し て い る 。 内面は厚 く ガ ラ ス質に溶融し、 乾燥中に入っ た亀裂の
内部も滓化している 。 このガラス質は最も厚い所で7.0cmに及び、 黒色ガラス質部と 、 胎土の溶融物の灰白色部よ
り 成 り 、 大半がゆがんだモザイ ク状に混 じ り 合 っ て い る。 上下に ヒ ダ状の部分があ り 、 この部分を中心に暗黒色
のガラス質滓の表面が紫紅色の酸化色を呈する 。

分析部分 長軸端部1/20を直線状に切断し、 ガラス質滓と胎土を分析に用いる 。 残材返却。

備 考 胎土のね り が甘 く 、 炉体の成整形 も荒いためか、 スサを多砿に入れてい る に もかかわ ら ず、 炉壁に不定方向に
亀裂が入 り 、 炉壁内面も 分厚 く ガ ラ ス 化 し て い る。 そのため炉壁表面全体がゆがんで し ま っ て お り 、 本来の形状
が分か り に く い。 ねばり の強いガラス質滓で、 表面の凹部に は紫紅色の酸化色が目立つ。 鉄よ り も銅な どの溶解
炉の可能性 を う かがわせ る も ので あ る。
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分析資料油11
I I 

追 跡 名 1 山王遺跡 (10次） 遣 物 No. I 25 

滓 ： 胎土団X線回析
硬 度
マ ク ロ

耐 火 度
カ ロ リ ー

出土状況
出土位置 I S D-5083 1 陪 時期 ： 根拠 I s 世紀中葉 漆紙文書・出土土器

追物種類
（名称）

放射化 ： ＿ 
炉 壁

（曲 り ）

長径 11.8cm 
I

色調 ： 表 黒褐色 I 磁 祐 度 1 2 I 分
法 I 裏 黒褐色

短径 7.9cm 

凪 I I 遺 存 度 1 破 片 I メ タ ル 度 I な し I 析
厚さ 3.0cm 

破 面 数 4 I 前 含 没
重屈 326.0 g 断 面 樹 脂

検 鏡 ： S AN-11 

試料記号 I 化 学 ： S A N-11 

放 射 化
X 線 C T

観察所見 I ゆがんで折れ曲 っ て し ま っ た炉壁片である 。 内面は光沢のほ と ん どない黒色ガラス質滓で、 一部に 3 cm大の木
炭痕が残る 。 胎土はスサを多位に含んでいた も ので、 多 く が炭化 した り 、 焼失している 。 又、 部分的に灰白色の
繊維のみが残されている部分 も あ る 。 側面 4 面は破面。 裏面は破面の可能性が高 く 、 灰黒色から黒色の炉壁胎土
が現れてい る。 又部分的に う す い褐色の酸化部分も残る 。 内面の木炭痕の凹みを中心に紫紅色の酸化色が残る 。

スサは短いも のが極めて多 く 入っ て い る と考え られる 。

分析部分 長軸端部1/6を直線状に切断し、 ガラス質滓と して分析に用いる 。 残材返却。

備 考 No.IO と似た性質 を も っ た炉壁片で あ る。 前者がゆがんでいるのに対し、 本例は折れ曲がっ て し ま っ て い る が、

本質的には同一炉体の破片 と 考 え ら れ る。No.IOのスサは長いも のが中央部に集中 し て い る が本例には見られない。

炉体の部位に よ る違いであ ろ う 。 表面の酸化色は銅の溶解炉の場合に近い。

門 ｀
 

r
し
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分析資料No.12 滓 ： 胎土

4° I I 

出土状況
遺 跡 名 1 w王遺跡 (10次）

出土位四 I S D-5083 1 陪

検 鏡 ： S AN-12 長径

こ時期 ： 根拠 8 世紀中葉 漆紙文告・出土土器 化 学 0

8.2cm 色調 ： 表 磁 荘 度 3 X線回析

裏
分 硬 度

試料記号 I 化 学 ： S AN-12 法 I
短径 7 . 1cm マ ク ロ

追物種類
（名称）

放射化 ：

炉 壁

扱 I 遺 存 度
厚 さ 6.6cm 

破 面 数
重屈 3so . 5 g  I 

破 片 メ タ ル 度 な し 析 耐 火 度
カ ロ リ ー

5 前 含 浸 I I
放 射 化

断 面 樹 脂 X 線 C T

観察所見 1 分厚い炉壁片である 。 内面に は 1 cm前後の木炭痕が認め られ、 裏面には 、 灰白色～灰黒色の胎土が残る 。 こ の
胎土には細かいス サが多黛に混入さ れ て い る 。 両者の中問層は、 気孔の目立つ黒色ガラス質滓で、 厚みは4.0cmを
越える部分 も あ る 。 胎土にはスサの他に モ ミ が らがかなり混和されている 。 側面 5 面が破面で、 裏面は剥離面で
あ る 。 表面の木炭痕の凹みに は紫紅色の酸化色が目立つ。 又、 部分的に発泡気味の内面を持ち 、 淡緑色に見える
滓部も残る 。

分析部分
1

長軸端部1/4を直線状に切断し、 ガ ラ ス 質滓 と 胎土を分析に用いる 。 残材返却。

備 考 本門的には、 Nul0-11 と同種のもので、 お そ ら く 同 一 炉体を考えて良いであ ろ う 。 胎土と混和材に加え、 被熱
状態はNull に よ り 近 い も のである 。 内面の紫紅色酸化物か ら は、 銅系統の処理炉 （溶解炉） を う かがわせる。

S : l / 2  
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分析資料No13

□長径

滓 ： メ タ ル

遺 物 No. 214 検 鏡 ゜

出土状況 C M A  ゜
時期 ： 根拠 平安時代 ： 出土土器 化 学 ゜

5 . 0⑳ 1 色調 ： 表 磁 着 度 3 X線回析
分 硬 度

試料記号 I 化 学 ： S AN-13 I 法
1 短径

裏
3.9cm I マ ク ロ

遺物種類
（名称）――• 

観察所見

分析部分
備 考

148 

放射化 ： ― 
椀形滓様遺物

厚さ

重量

遺 存 度 破 片
1 . 3cm I 

I 破 面 数 3 
21 .sg I 

メ タ ル 度

前 含 浸
断 面 樹 脂

な し

.'一 "'

・ ・一

析 耐 火 度
カ ロ リ ー

放 射 化
X線CT

平面、 不整五角形 を した ガ ラ ス質の椀形滓様遺物である 。 側面3 面は破面。 裏面は細かい砂質土で灰色～灰褐
色を呈する。 全体に そ り 返 っ てお り 、 表面に は 5 mm大の木炭痕や凹みが残る。 長軸端部 1 ヶ 所の凹みは明らかな
紫紅色の酸化物が残 っ て い る 。 裏面の及質土は極めて粒子の細か い こ と を特色とする。

長軸端部2/3を直線状に切断し、 滓部を分析に用いる 。 残材返却。

全体の印象はルツボ内面の剥離物を思わせ る も ので、 外面のアルは小さ く 、 母体の径が小 さ い こ と を う かがわ
せ る。 又、 処理さ れ た も の は鉄では な く 、 銅系の も の と みて お き た い。 Nul4と似た性状と生成位置の も のであろ
う 。



分析資料Nul4
I I' 

出土状況
遺 跡 名 1 山王遺跡 (17次） 遺 物 No. I 217 

出土位置 I S D-5259掘 り 方 ・周辺炭溜ま り I 時期 ： 根拠 I 平安時代 ： 出土土器

検 鏡 ： S AN-14 長径 3.9cm 
I

色調 ： 表

挺
I I 磁 粒 度

1
3 I 分

法 I
短径 3.2cm 

量 I I 遺 存 度 1 破 片 I メ タ ル 度 I な し I 析
厚 さ 1.  4cn1 

試料記号 にこ 竺：

放射化 ：

11. r n
破 面 数1 1 I 前 含 浸

重量 断 面 樹 脂
遺物種類 I 椀形滓様遺物

（名称）、-—

滓 ： メ タ ル

検 鏡lo
C M A 

化 学

X線回析
硬 度
マ ク ロ
耐 火 度
カ ロ リ ー

放 射 化
X線 C T

観察所見 l 平面、 不整台形を した小さ な椀形鍛冶滓様の遺物である 。 側面には小さ な破面がある が完形に近い も の で あ る 。

上面は中央部に凹み を も ち 、 肩部は四面 と も 蒋 く な っ て い る 。 下面はゆるやかなU字状で微細な凹凸が見ら れ る
が、 こ れ は木炭痕ではな く 、 粘土等の圧痕であ ろ う 。 表面の一 部に は黄褐色の酸化物が付着す る が、 地色は光沢
のない黒色の滓である 。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、 滓部を分析に 用 い る。 残材返却。

I 備 考 大 き さ やその形状に加え 、 結晶が非鉄の ものではないか と 考 え ら れ る 。 肩の一 部に板状の針状の大ぶ り の結晶
が見られる こ と か ら 、 鉄の椀形鍛冶滓ではなく 、 ルツ ボの底面付着物と見てお く 。

s : 3 / 4 
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分析資料No.15 滓 ： 胎土
r 1 

出土状況
追 跡 名 1 山王遺跡 (17次）

出土位置 I S D -5259掘 り 方

検 鏡 ： S AN-15 長径

遺 物 No I 216·219 

時期 ： 根拠 I 平安時代 ： 出土土器

6 . 2cm 
I

色調 ： 表
裏

I I 磁 着 度 1 3 I 分

検 日ドロ
C M A  
化 学

X線回析
硬 度

試料記号 I 化 学 ： S AN-15 法 I
短径 4.9cm マ ク ロ

耐 火 度
カ ロ リ ー屈 I I 遺 存 度 1 破 片 I メ タ ル 度 I な し 1 析

厚さ 0.8cm 
放射化 ： 一

遺物種類 I 炉壁溶融物様遺物
（名称） 重菰 11.n

破 面 数1 3 I 前 含 浸
断 面 樹 脂

放 射 化
X線CT

観察所見

分析部分
備 考

150 

軽泣の表面が灰黒色のガラス化した炉壁様の破片である 。胎土は細かい灰色の砂質土で米粒大の塊が点在する 。

全体に長軸方向に円孤状を呈している 。 発泡した厚みは1.6cm以下で、 そ う 強い加熱に あっ た と は考 え に く い。 全
体に軽屈である 。 胎土はN吐3の裏面の ものに近い。

長軸端部2/3を直線状に切断し、 ガ ラ ス 質滓を分析に用いる。 残材返却。 2 片に割れてい る が接合可。

炉壁表面の剥離物。 あ る い は ルツボや羽口の表面破片ではないか と 見 ら れ る 。 特に紫紅色の部分はないが、 非
鉄を思わせる滓の色調である 。 ルツポ内面のガラス四部と すれば、 耐火性の考慮が無さ す ぎる よ う な気がする 。

S : 3 /  4 



山王遺跡出土石器の使用痕分析

須藤 隆、 高橋 哲

I は じ め に

東北地方の古墳時代の追跡において、 黒曜石製石器が土師器な ど と 共伴 す る。 宮城県仙台市岩切鴻ノ 巣遺
跡 （白鳥他1974) などで黒曜石製石器が確認されている。 ま た、 岩手県滝沢村大石渡迫跡 （井上1993 ) 、 北上

市岩崎台地古墳群 （高橋他1995 ) で は、 土壊墓や後期古墳から黒曜石製石器が出土し、 東北地方の古墳文化

を考察 す る 上で重要な資料である。 山王追跡において は、 古墳時代中期の遺構から黒曜石製石器が検出され

ている点で重要な資料である 。 ただし、 今回の報告では古墳時代中期以降の遺構から検出された資料がほと
んどである。

従来から、 黒曜石製石器は 、 東北地方における北海道系土器 との共伴や同時期の北海道続縄文文化におけ

る石器群 との共通性から続縄文文化 との関係が提示されている （興野1983 ) 。

この報告において 、 使用痕分析か ら 黒曜石製石器の機能を捉え、 その内容を明らかにしたい。

II 資料の内容

山王遺跡第12、 17次調査によって出土した資料について分析を行った。 1 2次調査において出土した石器は 、

ス ク レ イ パー8 点、 不定形石器 2 点、 剥片 2 点、 砕片 1 点、 石核 2 点である 。 17次調査において出土した石

器 は、 ス ク レ イ バー 6 点、 不定形石器 2 点、 剥片11点、 砕片8 点、 石核 3 点である 。

石材は大半が黒曜石である 。 黒曜石は肉眼観察から、 灰色の縞が確認され、 宮崎町周辺で採取される湯の

倉産の黒曜石と類似している 。

器種分類

1) ス ク レ イ パー （第 1 • 4 図版）

ス ク レ イ パーは包含層、 土壊、 ビ ッ ト や溝から14点出

土した。 1 2点は完形で、 2 点破損していた。

（形態〕 石器の長幅 関係 （第 1 回） から、 長さ と 幅 が等

しい石器が多く、 かつ3 ,...._,4 cmにおさ ま る 石器が大半で

ある。 整形は 、 剥離軸の末端部に剥離を加えるもの （第

1 図版8 ) を除いて、 ほぽ縁辺全周に剥離が施されて い

る。 打面に自然面を残す石器が多く 、 小型の石器が多 い

こ と から、 原石は小型のものを用いたと推定される。 刃

角 はほぼ60,......,70度におさ ま る 。

（破損〕 No. 9 は腹面か ら 、 No. 6 は背面から力が加えられ

た結果折れたものと推定される 。

〔石材〕 すべて黒曜石製である。

2 )  不定形石器 （第 2•5 図版）

5 cm 

3 
長さ

． ． ． ． ． ． ． ． 
゜゜

o 1 2 3 •  s cm 

0はNo. 6 、 9 の破相資料

第 1 図 ス ク レ イ パーの長幅比
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不定形石器は4点出土 している。 出土位囮はNal 2が S K-543 3 の 1 層、 Nal7は S X -3 00の 1 層、 Na16は S

D -420の 1 層、 Nal5は S I -543 9の貼り床、 Nal3 は S D-362の 3 層、 Na14は包含 層出土である。 剥離によ

りス ク レイ パー状の刃部が作り出されているが、 その形態は多様である。

3 )  剥片・砕片

剥片は、 肉眼で微小な剥離痕が認められる剥片（微小剥離痕のある剥片） 、 剥離や微小剥離痕など認 め ら れ

ない剥片の 2つに分類した。

•微小剥離痕のある剥片 （第 2 · 5 図版）

3 点出土している。 No. 22はN4区の第 I 層出土で、 右左辺に微小剥離痕が確認で き る。 打面は点状打面で

ある。 Na18は S D -5 283 ( 2)の 1 層出土で、 左辺に細かい微小剥離痕が見られる。 打面には細かな剥離面が確

認で き た。 Na 21はS D -420の 1 層出土である。 打面の周囲に剥離を加え ているために打面の形状は確認で き

ない。 剥離軸の末端に剥離が認 め ら れ、 付近に微小剥離痕が確認で き た。

． 剥片、 砕片

剥片の形態は多様である。 竪穴住居跡内か ら 出土した資料は、 S I -5 260、 1 層出土のNa3 1と S I -5362、

貼り床出土のNa3 2である。

砕片は11点出土している。 そのうち竪穴住居跡か ら 出土 し ている資料は 5 点で、 S I -53 07の1陪、 S I 

-5368の1層、 及び貼り床か ら 1 点、 S I -5 260の1層か ら 2点出土している。

竪穴住居跡以外では、 S K -543 3 の 2層、 S D-100の 3 層か ら 出土 している。

4) 石核（第3 · 6図版）

石核はNa 25が S K-5283 ①の 1 層、 No. 27は S D-14の 3 層、 No. 28はPit-948の柱痕、 Na 24、 26は S K-5406 

の 1 層、 Na29は S D -100の 3 層から出土 してる。

剥離面の観察か ら 、 剥片剥離技術に一 定性は認 め ら れず、 頻繁に打面転位を行っていると考 え られる。 No. 25

とNo. 27はス ク レイ パー状の剥離が認め ら れる。 Na29は大型の石核であり、 2つの大きな剥離面が確認され、

他は、 自然面を残 している。

m 使用痕分析

上記の石器の型式分類のうち石核、 剥片、 砕片以外の石器 23 点の使用痕観察を行ったと こ ろ、 使用痕は 8

点の石器に確認で き た。

1) 分析の方法

東北大学の金属顕微鏡（オ リ ンパ ス B RM) を用い、 200,......,400倍の倍率で資料の光沢、 線状痕、 微小剥離

痕などを観察 した。 微量のアルコ ールで慎重に表面の油性成分な どの付着物を除去し 、 検鏡 した。 東北大学

の使用痕実験資料にもとづいて、 その光沢の種類と広がりを捉え 、 線状痕については主と し て刃部を対象と

し て その確認に努めた。

使用痕の属性は、 主に東北大学使用痕研究チームの一連の報告（阿子島1981、 梶原他1 981) を参考とした。

線状痕は主に方向を、 微小剥離痕は大 き さ、 平面形、 断面形 、 分布状態（第 2園）に分類 した。 なお、 光沢

の タ イ プは御堂島の分類（御堂島1986) を用いた。

阿子島（阿子島1991 ) によって 「多段階表面変化 」 の概念が提示され、 それにもとづいて、 御堂島（御堂

島1993 ) は、 岩手県滝沢村仏沢III遺跡のス ク レイ パーを分析している。 表面の線状痕の分布状況か ら 、 剥離

の新しい面ほ ど線状痕の低い密度を示すとの報告がある。 こ のような点についての観察も含め、 出土資料の
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l. ウ ロ コ 形 (SCA)

2. 長方形形 (REC)

3. 台形形 (TRA)

4 .  三角形形 (TRI)

5 .  不規則形 (IRR)

6. 三ケ月形 (SLI)

微小泉lJ離痕の平面形の分類
（阿子島1981 よ り 再 ト レ ース）

AQ_コ工�

-DD.. 旦乙乙
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微小剥離痕の平面分布 （御堂島1982よ り 再 ト レース）

第 2 図 微小剥離痕の分類

番号 器種 部位 刃角 光沢 線状痕 微 小 剥 離 痕 推定 さ れ る 機能
分布 大 き さ 平 面 区l 断 面 図 操 作 法 被加工物

1 S C  土 64 ● 9 肉、 皮
V I 直交 E M i  S C A、 T R I F E A  

2 S C  D 66 '' -- 掻 き と り 生皮- --
直交 S C A 、 R E C S T E  V I E M i  

3 S C  D 73 .' 掻 き と り 生皮
V I 直交 E M i  S C A 、TRA、 I R R F E A  

4 S C  D 73 掻 き と り 生皮
直交V I E M i  S C A 、 T R A F E A 、 S T E

7 S C  D 69 ・ ・ 一 掻 き と り 乾燥皮
V E 直交 D M i - L  T R A 、 S C A 、 I R R F E A  な め し皮

10 S C  _Q_ 75 ,_ ••一 ．． 掻 き と り 生皮
V I 直交 E M i  S C A 、 I R R F E A 、 S T E

11 S C  D 60 - - ● ,_ ー
· 掻 き と り 生皮

� I 直交 E M i  S C A 、 TRA、 S L I S T E 、 F E A
12 R F  D 70 直交 B S � L  I R R、 SCA、 S L I F E A 、 S T E 掻 き と り 生皮

V I 直交 E M i 、 S S C A 、 I R R F E A  

器種 s c : ス ク レ イ パー R F :  不定形石器
部位 D : 背面 v :  腹面
微小剥離痕

大 き さ M i : 粒少 s :  小 M : 中 L :  大
平面形 SCA : ウ ロ コ 形 T R  I : 三角形形 R E C : 長方形形 TRA : 台形形 I R R :  不規則形 S L  I : 三ヶ月形
断面形 F E A : フ ェ ザー S T E : ス テ ッ プ

分類は阿子島1981 御堂島1982、 1988に よ る

第 1 表 使用痕属性表
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表面の線状痕の状態の観察を試みた。 分類は 、 高い密度の線状痕 （ 第 3 國版・写真 6 ) 、 低い密度の線状痕（第

8 図版 ・ 写真 6 ) の 2 つに分類 した。

2)結果

No 1 (第 7 図版）

剥離の施さ れた縁辺のほ ぼ全体に使用痕が確認できた 。 表面全体 （第15図版） は、 高い密度の線状痕が観

察される。 光沢は I タ イ プが確認 さ れ て いる。 線状痕は縁辺に対してわずかに直交方向が多いが、 全体に一

定ではない。 腹面側は極小の微小剥離痕がまばら に認め られる。 平面形 は ウ ロ コ 形や三角形形である。

光沢の タ イ プか ら 、 柔 ら かな被加工物、 肉や皮に対して使用 さ れた も の と推定される。

N砂 （第 8 図版）

S D -5213の 1 層か ら 出土した。 ス ク レ イ パー刃部である素材の剥離軸の末端部 と 、 右縁辺に使用痕が確

認された。 表面の状態 （第15、 16図版） に関して 、 背面、 腹面で部分的に線状痕の密度は高い。 背面に は 、

稜上にやや摩滅が認め ら れる （第15、 16図版写真2) 。 剥離軸の末端部において 、 刃部の凸部に使用痕が確認

できた 。 I タ イ プと判断さ れる光沢が確認さ れ、 それに伴い 、 腹面に 、 刃部に対 し直交する線状痕が確認さ

れている。 微小剥離痕は平面形がウ ロ コ 形、 長方形形の極小がまばら に分布 し て い る。

この石器の機能は 、 光沢の タ イ プか ら 生皮や肉のような被加工物が想定される。 しかし 、 線状痕か ら 、 石

器の運動方向がス ク レイ ピ ングを示し 、 被加工物は生皮がより妥当である と 考 え られる。

左辺においは 、 線状痕は明瞭でな く 、 石器の運動方向は不明である。 光沢は I タ イ プが確認されており、

柔 ら かい被加工物に対し て使用 し た と 推定 さ れる。

No 3 (第 9 図版）

Pit-726の 1 層か ら 出土 した。 ス ク レ イ パー刃部である素材の剥離軸の末端部 に使用痕が確認さ れた。 表面

（第15、 16固版） に は 、 腹面、 背面 と も に 、 線状痕は高い密度で 見 ら れる。 ス ク レイ バー刃部を形成する剥

離内は低い密度の線状痕の分布が見 られる。 背面の稜に は摩滅が見 られる。 光沢は末端部に I タ イ プが確認

された。 腹面に、 縁辺に対して直交方向の線状痕が観察さ れ て い る。 微小剥離痕は腹面に極小の ウ ロ コ 形、

台形形、 不規則形がま ば ら に 見 られる。

この石器の機能は上記の特徴か ら 、 生皮に対する ス ク レ イ ピ ングが想定さ れる。

No 4 (第10図版）

ス ク レイ パー刃部に 、 使用痕が確認さ れ た。 石器の表面 （第15、 16図版） は 、 背面、 腹面共に線状痕の密

度は高い。 背面の稜上に は所々に摩滅が確認できる。 新 しい剥離面ほ ど、 線状痕は低い密度で確認できる。

また背面において 、 剥離軸に対しほ ぼ並行の線状痕が多 く 認め ら れる。 光沢は非常に微弱なため 、 I タ イ プ

が形成 さ れ て い る と 判 断 さ れる。 光沢に伴い、 腹面に 、 刃部に対し直交方 向の線状痕が確認できる。 微小剥

離痕は腹面に極小の ウ ロ コ 形、 台形形がま ば ら に 見 られる。

以上の特徴か ら 、 生皮に対する ス ク レイ ピ ン グの操作が推定 される。

No. 7 (第11図版）

使用痕は剥離軸の末端部の刃部に確認できた。 表面の状態 （第15、 16図版） は古い剥離面ほ ど高い密度の

線状痕が認め られる。 摩滅は激しく、 肉眼観察で も 確認する こ と ができる。 光沢はきわめて細かな凹凸に富

む鈍い特徴か ら 、 E タ イ プ と 判断 さ れる。 腹面に 、 直交方向の線状痕が確認できる。 微小剥離痕は腹面に極

小か ら 大が確認できる。 平面形は台形形、 ウ ロ コ 形、 不規則形が見 られる。

以上から 、 この石器は光沢の タ イ プか ら 、 乾燥皮ある いはなめ し皮に対する ス ク レ イ ピ ン グの操作が推
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定される 。

No.10 (第12

図
版）

S D-5282の 1 層 か ら 出土 した 。 全体に線状痕の密度は高い。 背面 （第15、 16

図
版） において古い剥離面

ほ ど稜が摩滅 し て い る 。 腹面に高い密度の線状痕が確認できた 。 線状痕は石器の剥離軸に対しほぼ並行方向

に走るものが多く認 め ら れ る 。 使用痕は剥離軸の末端部に確認できた 。 光沢は鈍く 、 縁辺の微妙な凸部に形

成され 、 I タ イ プ と 判断される。 所々に強い摩滅が認め ら れ る 。 腹面に 、 刃部に対し直交方向の線状痕が確

認できた 。

この石器は生皮に対す る ス ク レイ ビ ン グが想定される 。

No. 1 1  (第13

図
版）

S K-5462の 2 層から出土した 。 ほ ぼ縁辺全体に加工が施さ れ て い る 。 表面の状態 （第15、 16園版） に関

して 、 腹面は線状痕の密度が低い。 背面は古い剥離面ほ ど高い密度の線状痕が確認できる 。 また稜に、 軽微

だが摩滅が見 ら れ、 それに伴い、 タ イ プ不明の光沢が形成され て い る 。 使用痕は縁辺のほ ぼ全体に観察でき

た。 腹面に、 縁辺に対し直交方向の線状痕が観察され、 それに伴い、 I タ イ プの光沢が見 ら れ る 。 以上から 、

皮に対して作業を行ったと推定される。 また 、 右縁辺において、 使用痕の広がりに不連続部が認め ら れ、 そ

の部分の背面に、 低い密度の線状痕の分布を有する、 他の剥離を切った剥離面が見 ら れ る 。 この こ と か ら 、

こ の石器に対 し 、 刃部再生が行われた と考え ら れ る 。

線状痕の方 向から ス ク レイ ピ ン グ の操作が推定され、 光沢の タ イ プか ら 、 被加工物は生皮、 あ る いは肉な

どが推定され る が、 石器の運動方向から 、 生皮の可能性が高い。

No.12 (第14

図
版）

S K-5433の 1 層 か ら 出 土 し た。 使用痕は折面に確認でき 、 剥離軸末端の剥離を 施 し て い る 部分には確認

できなかった 。 表面の状態 （第15、 16

図
版） は、 全体に線状痕の密度は低い。 使用痕の確認できた縁辺には、

微小剥離痕が肉眼でも確認でき、 わずかながら摩滅が認め ら れ る 。 光沢は I タ イ プが確認でき、 それに伴い 、

折面側に、 刃部に対 し て 直交方向の線状痕が確認できる 。 微小剥離痕は折面において、 平面形が ウ ロ コ形や

不規則形の極小や小がまば ら に分布し、 背面側においては、 小から大が連続的に並んだ分布が認め ら れ る 。

線状痕の方 向 と 、 微小剥離痕の分布から 、 この石器はス ク レイ ピ ン グの操作が推定され、 光沢のタ イ プか ら 、

被加工物生皮などが推定される 。

こ の石器の使用痕分析から 、 ス ク レ イ パー以外の石器が使用されて い る 可能性を示唆し、 今後、 石器組成

を構成する上で、 剥片の位置づけが重要である 。

3) ま と め

• 21点中、 8 点の石器に使用痕が確認できた。 使用方法は皮に対 す る ス ク レ イ ピ ングが推定される。 こ の こ

とから 、 古墳時代において 、 石器を用いた皮製品の加工が行われ て い た こ とが推定される 。

· No.11に刃部再生が確認でき、 石器は刃部再生を繰り返しなが ら使用されて い た と 考え ら れ る 。

• 石器表面の線状痕の観察か ら 、 背面の新しい剥離面ほ ど線状痕の密度は低く、 一方 、 腹面側の線状痕の密

度は高い傾向が捉え られた。

• 使用痕の確認できた石器の出土位置は、 土堀や溝など遺跡内で散漫に分布しており、 集落内での行動の復

元に至 ら なかった。

今後、 続縄文文化にお け る 石器群と の関係を考究し、 東北地方における黒曜石製石器の編年
、 機能、 文化

的な背景を 明 ら かに し た い。
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No. 年度 遺 構 層位 器種 長さ 幅 厚さ 重虹 石材
1 12 I S C  2.56 2.11 0.87 7 . 7  ob 

2 12 S D-5213 1 S C  3.31 2.78 0.95 1 1 . 1  ob 

3 12 Pitー736 1 S C  2.93 3 . 4  1 .04 11 .6  ob 

4 12 I S C  3.18 2.97 1 .48 13.9 ob 

5 12 I S C  2 . 76 4.04 2 .22 21 .6  ob 

6 12 Pit- 626 坦 S C  (1. 22) 2.83 1 .05 4 . 4  ob 

7 17 I S C  2.79 2 . 77 1 .62 12 . 7  ob 

8 12 S D-5256 3 S C  2.97 3 . 00 1 . 52 10.0 ob ， 17 I S C  (1. 00) 2 . 70 1 .07 3.2 ob 
10 17 S D-5282② 1 S C  2.35 2 . 32 0.90 4.9 ob 

11  17  S K-5462 2 S C  2.65 3 . 03 1 .64 11.1  ob 

12 17 S K-5433 1 R F  2.45 2.67 1 . 19 7 .0  ob 

13 17 S D-362 3 R F  3.69 4 . 55 1 .92 22.8 
14 12 I R F  2.34 2 . 48 1 . 17 7 .0  ob 

15 17 S I -5439 貼床 R F  3.09 2 . 60 0 . 89 6.3 ob 

16 17 S D-420 1 R F  2.61 2 . 35 0.73 4.3 ob 

17 17 S X-300 1 R F  2 . 28 2 . 76 0.90 6.0 ob 

18 17 S D-5282② 1 F L  2.65 2 . 80 0.90 6.5 ob 

19 12 I R F  3.05 2.87 0.82 6.5 ob 

20 12 I R F  2 . 77 2 . 83 1 .30 7.8 ob 
21 17 S D-420 2 F L  4.45 3.27 1 .20 14.3 ob 

22 17 I F L  3.41 2.86 0 .83 7.6 ob 

23 17 F L  2.47 2.82 0.99 6.0 ob 
24 17 S K-5406 1 C R  2 . 03 3.23 1 .  95 10.8 ob 

25 12 S D -5283① 1 C R  2.51 3.66 2 . 27 18.2 ob 

26 17 S K-5400 1 C R  2.57 5.83 2 . 16 22.3 
27 12 S D-14 3 C R  2 .89 3.56 1 .  72 13.1 ob 
28 17 Pit- 948 柱痕 C R  1 . 69 3.21 1 . 27 5 . 7  ob 

29 17 S D-100 3 C R  5.01 5.12 3.34 114 . l  ob 

30 17 Pit一 1479 1 F L  2.05 1 .17  0 .63  1 . 5  ob 

31 17 S I -5260 1 F L  2.61 1 . 17 0.63 1 . 5  ob 

32 17 S I -5362 貼床 F L  2.45 1 . 27 0.57 1.  7 ob 

33 17 S K-5433 2 F L  2.83 1 .  73 1 . 13 3 . 4  ob 
34 12 I F L  1 . 62 3.83 2 .05 13.1 ob 

35 12 I F L  2.33 1 . 30 1 .. 10 2.4 ob 

36 17 S K -5433 2 F L  2.71 2 .  71 0 .. 61 4 .2  ob 

年度 12 : 12次調査 17 : 17次調査
器種 s c :  ス ク レイパー R F :  不定形石器 F L :  剥片 C R : 石核
石材 ob : 黒曜石

第 2 表 山王遺跡出土石器属性表

自然面 折れ 図版番号 写真番号
X X 1 - 1  4 - 1  
X X 1 - 2  4 - 2  

゜ X 1 - 3  4 - 3  

゜ X 1 - 4  4 ー 4

゜ X 1 - 5  4 - 5  

゜ ゜ 1 - 6  4 - 6  

゜ X 1 - 7 4 - 7  

゜ X 1 - 8  4 - 8 
X ゜ 1 -9 4 -9 
X X 1 -10 4 -10 

゜ X 1 -1 1  4 -11  
X X 2 -12 5 -12 

゜ X 2 -13 5 -13 

゜ X 2 -14 5 -14 

゜ X 2 -15 5 -15 
X X 2 -16 5 -16 
X X 2 -17 · 5 -17 
X X 2 -18 5-18 
X X 2 -19 5-19 
X X 2 -20 5 -20 

゜ X 2 -21 5 -21 
X X 2 -22 5 -22 

゜ X 3 ー23 6 ー23

゜ X 3 -24 6-24 

゜ X 3 -25 6 -25 

゜ X 3 -26 6-26 
X X 3 -27 6 -27 

゜ X 3 -28 6 -28 

゜ X 3 -29 6 -29 

゜ X 

゜ X 

゜ X 

゜ X 

゜ X 

゜ X 

X X 
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ー

3
 

5
 

5
 

l写真の天

,( ""' . ) Jlliilijの微小剥離痕の範囲

2
 

4
 

200µ 

写真スケ ー ル

6
 

0.
 

San 

第 8 図版 ス ク レ イ パー (No. 2 ) の使用痕

165 



3
 

5
 

l 写即の天

く ） 腹面の微小剥離痕の範囲

2
 

0.
 

200µ 

写哀スケール

6

 

4
 

5cm 

166 

第 9 図版 スク レイパー (No. 3 ) の使用痕
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第11図版 ス ク レ イ パー (No. 7 ) の使用痕
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第13図版 ス ク レ イ バー (No.11) の使用痕
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第14図版 石器 (No.12) の使用痕
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□ 庶雷岱の範囲

□ 誓誓畠の範囲
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<· — ··) 線状痕の
方向
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NolO 

． ） 第16図版の
写真に対応

第15図版 表面の線状痕の分布
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写真の番号は第15図版の図中の番号に対応する

第16図版 石器表面にみられる線状痕の分布

゜ 200µ 
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山王遺跡第24次調査の花粉分析

古環境研究所

1 は じ め に

花粉分析は、 従来湖沼や湿原の堆積物を対象 と して広域な森林変遷を主 と する時間軸の長い植生や現境の

変遷を復原する手法 として用いられて き た 。 遺跡においては、 埋没土や遠構内堆校物の堆稜域や時間軸の限

定された堆積物な ども対象 と な り 、 狭い範囲の植生を反映する場合もある。 土壌生成作用などで著しく分解

された堆栢土や堆積速度の速い堆積物では花粉などの有機遺体が残存しないこともあるが 、 この状況も環境

の指標 となる。 ここでは以上のこ とも念頭において分析を行った。

2 試 料

試料は、 J 区深掘 ト レ ンチ17層の上部 (No.All) ·下部 (No.A l 2) と19層 (NuA13 ) の計3 点である。 17層

は弥生時代 ？ で、 19層は弥生時代中期である。

3 方 法

花粉粒の分離抽出は、 基本的には中村 (1973 ) を参考にし、 試料に以下の順で物理化学処理を施して行っ

た。

1) 5 %水酸化カ リ ウ ム溶液を加え15分間湯煎する 。

2) 水洗した後、 0 .5mmの師で礫な どの大きな粒子を取 り 除 き 、 沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3 )  25% フ ッ 化水素酸溶液を加えて3 0分放置する。

4) 水洗した後、 氷酢酸によって脱水し、 ア セ ト リ シ ス処理（無水酢酸 9 : 1 漑琉酸のエル ド マ ン氏液を

加え 1 分間湯煎） を施す。

5) 再び氷酢酸を加えた後、 水洗を行う。

6) 沈埴に石炭酸フ ク シ ンを加えて染色を行い、 グ リ セ リ ン ゼ リ ーで封入しプレパラ ー ト を作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、 1500rpm 2分間の遠心分離を行った後、 上澄みを捨て る と いう操作

を 3 回繰 り 返して行った 。

検鏡はプレパラ ー ト 作製後直ちに、 生物顕微鏡によって3 00........,1000倍で行った。

花粉の同定は、 島倉 (19 73 ) および中村 (1980) を 基本 と し、 所有の現生標本 と の対比で行った。 結果は

同定レベルによって、 科、 亜科、 属、 亜属、 節および種の階級で分類した。 イ ネ属に関して は、 中村(1974、

1977) を参考にし、 現生標本の表面模様・大 き さ • 孔・表層断面の特徴 と 対比して分類した 。

4 結 果

(1) 検出された分類群

分析の結果、 各陪準によって花粉・胞子の検出状況が異なった 。 検出された分類群は樹木花粉20、 草本花

粉14、 シダ植物胞子 2形態の36であった 。 結果は表に ま とめ、 花粉総数が200個以上の試料について花粉総数
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を基数とする百分率を算定し花粉組成固を作成し示した。 なお、 花粉総数100個以上200個未満の試料も傾向

をみるために参考と して組成
図

を示した。

〔樹木花粉〕

モ ミ 属、 マ ツ 属複維管束亜属、 マ ツ 属単維管束亜属、 スギ、 イ チ イ 科ー イ ユガヤ科ー ヒ ノ キ科、 ク ル ミ 属、

ハ ン ノ キ属、 カ バ ノ キ属、 ク マ シデ属ーアサダ、 ク リ ー シ イ 属、 プナ属、 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜属、 コ ナ ラ属ア

カ ガ ジ亜属、 ニ レ属ー ケ ヤ キ 、 ニ ノ キ属ーム ク ノ キ 、 モ チ ノ キ属、 カ エデ属、 ト ネ リ コ 属、 シ ナ ノ キ 属、 ニ

ワ ト コ 属ーガ マ ズ ミ 属

〔草本花粉〕

ガマ属ー ミ ク リ 属、 オ モ ダカ属、 イ ネ科、 イ ネ属型、 カ ヤ ツ リ グサ科、 ミ ズア オ イ 属、 タデ属サナエタデ

節、 ア カ ザ科ー ヒ ユ科、 カ ラ マ ツ ソ ウ 属、 ア リ ノ ト ウ グサ属ー フ サモ属、 セ リ 科、 ナ ス 科、 キ ク 亜科、 ヨ モ

ギ属

(2) 花粉組成

下位 よ り 19層のA13では、 樹木花粉 と 草本花粉が同程度の割合を 占 め る。 樹木花粉で は コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜

属、 プナ属が多く 、 カ バ ノ キ 属、 ハ ン ノ キ属、 ス ギ、 ニ レ属ーケヤ キが続く 。 草本花粉で は カ ヤ ツ リ グサ科

と イ ネ 属型を含むイ ネ 科が優占し、 ガマ属ー ミ ク リ 属や ミ ズア オ イ 属の水湿地植物が出現する。

17層では花粉が少なく 、 A llでは傾向がわかるほ ど花粉が検出されなかっ た。 A12では樹木花粉よ り草本

花粉が極めて多い。 極木花粉ではハ ン ノ キ属、 ク リ ー シ イ 属、 マ ツ 属複維管束亜属などが出現する。 草本花

粉では ヨ モ ギ属が極めて優占し、 イ ネ科、 カ ヤ ツ リ グサ科が続く。 他 に カ ラ マ ツ ソ ウ属、 セ リ 科、 キ ク 亜科

な どが出現する。

5 推定 さ れる植生 と 環境

19層 (A 13) の時期は 、 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜属、 プナ属、 カ バ ノ キ属の温帯落葉広葉樹林が周辺地域の主要

森林であった と 思われる。 また、 ハ ン ノ キ属などは湿地林 と して周囲に生育していたと推定される。 コ ナ ラ

属 ア カ ガ シ亜属は周辺の海岸に近いやや温暖な地域に分布していた と 推定される。 19層 はカ ヤ ツ リ グサ科、

イ ネ科、 ガマ属ー ミ ク リ 属、 ミ ズア オ イ 属な どの水湿地植物が繁茂する水湿地の環境で あ っ た と 考 え ら れる。

イ ネ属型の花粉が検出されているこ と か ら 、 19層自体もし く は 周 囲に水田が営まれていたのであ ろ う。 なお、

カ ヤ ツ リ グサ科が多いこ と か ら 、 やや水の停滞する よ うな水湿地であっ た可能性が示唆される。

17層になる と 下部 の A l 2で乾燥地に生育する ヨ モ ギ属が極めて多 く なる。 このこ と か ら周辺では乾燥地が

増加し水湿地が減少した。 イ ネ属型も検出されず、 周囲に水田が営まれな く なったと 推定される。 上部のA

11で は花粉が極めて少なく 、 乾燥的な探境 に よ っ て分解したもの と 考え ら れる。

6 ま と め

1) 19層 ( A l3) の時期は、 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜属、 プナ属、 カ バ ノ キ属の温帯落葉広葉樹林が周辺地域の森

林植生で あ っ た。

2) 19層 は カ ヤ ツ リ グサ科、 イ ネ科、 ガマ属ー ミ ク リ 属、 ミ ズア オ イ 属などの繁茂する水湿地の環境であ り 、

19層自体かもし く は周囲に水田が営まれていた。

3) 17層で は ヨ モ ギ属が繁茂する乾燥地が増加し水湿地が減少する。 周囲では水田が営まれな く なる。
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分 類 群 17 層 19層

学 名 和 名 A-12 A-12 A-13 

Arboreal pollen 木本花粉
Abies モ ミ 属 1 
Pin硲 subgen. Diploxylon マ ツ属複維管束亜属 2 3 5 
Pinus subgen. Haploxylon マ ツ属単維管束亜属 1 
Cryptomeria japonica ス ギ 1 16 
Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae イ チイ 科ーイ ユガヤ科ー ヒ ノ キ科 1 
]uglans ク ル ミ 属 2 
Alnus ハ ン ノ キ屈 1 2 14 
Be加位 カ バ ノ キ 属 l 26 
Carpinus-Os的a japonica ク マ シ デ屈 ーアサダ 1 5 
Casta.nea crenata.-Casta.nopsis ク リ ー シ イ 属 5 5 
Fagus プナ属 38 
Querc硲 subgen. Lゅ祉obalan硲 コ ナ ラ 属コ ナ ラ亜属 6 2 50 
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コ ナラ 属 ア カ ガ シ亜属 1 ， 
Ulmus-Zelkova serrata ニレ屈ーケ ヤ キ 1 1 15 
Celtis-A効ananthe asj)era 工 ノ キ 属ーム ク ノ キ 2 
flex モ チ ノ キ属 1 
Acer カ テ デ屈 1 
Fra.xin硲 ト ネ リ コ属 1 
Tilia シ ナ ノ キ 属 1 
Sambucus-Viburnum ニ ワ ト コ属ーガマズ ミ 属 1 

NonarboreaJ pollen 草本花粉
Typ加-Sparganium ガマ属ー ミ ク リ 属 1 10 
Sagittaria オ モ ダ カ 属 l 
Gramineae イ ネ科 2 15  70 
Oryza type イ ネ屈型 11 
Cyperaceae ヵ ャ ッ リ グサ科 6 115 
Monochoria ミ ズア オ イ 属 7 
Polygonum sect. Pe岱icaria タ デ属サナエタデ節 l 
Chenopodiaceae-Amaranthaceae ア カ ザ科ー ヒ ユ科 1 
Thalictrum カ ラ マ ツ ソ ウ属 2 
Halora. 印:s -Myriophyttum ア リ ノ ト ウ グサ属ー フサモ属 1 
U mbelliferae セ リ 科 4 1 
Solanaceae ナ ス 科 1 1 
Asteroideae キ ク亜科 3 1 
Artemisia ヨ モギ属 ， 97 8 

Fem Spore シダ植物胞子
Monolate type spore 単条溝胞子 2 13 3 
Trilate type spore 三条溝胞子 2 2 

Arboreal pollen 樹木花粉 11 16 195 
N onarboreal pollen 草本花粉 12 129 227 

Total pollen 花粉総数 23 145 422 
Unknown pollen 未同定花粉 1 1 4 

Fern spore シダ植物胞子 2 15 5 

表 宮城県多賀城市山王遺跡第24次調査における花粉分析結果
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山王遺跡の花粉 · 胞子 I 

1 ス ギ

4 ク リ ーシイ 屈

7 コ ナ ラ属アカガシ亜属

178 

2 イ チ イ 科ー イ ヌ ガヤ科ー ヒ ノ キ 科 3 カ バ ノ キ 屈

5 プナ属 6 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜属

·,� 

8 ニレ屈ーケヤキ 9 モ チ ノ キ属
30µ m 



山王遺跡の花粉 ・ 胞子 II 

2 イ ネ科

▲•”
 

4 カ ヤ ツ リ グサ科..,...., 5 カ ヤ ツ リ グサ科

7 セ リ 科 8 キク亜科

3 イ ネ属科

6 ミ ズア オ イ 属

9 ヨモギ屈
30µm 
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多賀城市 山王遺跡八幡地区出土木質遺物の樹種同定

松葉 礼子 （パレオ ・ ラボ） ・ 鈴木 三男 （東北大学院大学理学研究科生物学教室）

1 は じ め に

宮城県多賀城市、 多賀城南西に位置す る 山王造跡八幡地区か ら 出 土 した木製品計93 点について樹種を調べ

た。 これらの遺物は、 主に柱、 井戸枠等の建築材 と 、 漆器、 曲 物等の容器等の生活用品が中心で あ る 。 時代

は、 共伴遺物により断続的に5"'-16世紀 と 推定されてい る 。 これ ら の樹種を同定する 事により山王遺跡の木材

利用の一端を明らかにする事を目的 と して調査を行 っ た。

2 方法 と 記載

同定には、 木製品か ら 直接片歯剃刀を用いて、 木材組織切片を横断面 （木口 と 同義・写真図版 a ) 、 接線断

面 （板目 と 同義・写真図版 b ) 、 放射断面 （柾目 と 同義 ・ 写真図版 c ) の 3 方向作成した。 これらの切片は、

ガム ク ロ ラ ールにて封入し、 乾燥させ永久標本 と した。 樹種の同定は、 これ ら の標本を光学顕微鏡下で観察

し 、 原生標本 と の比較によ り 樹種を決定 し た。 これらの内、 各分類群を代表させ る 標本については写真図版

を添付し、 同定の証拠 と す る と ともに 同定根拠は後述す る 。 結果は、 表 l 多賀城市山王追跡八幡地区出土

木製品の樹種同定結果に示す。

作成 し た木材組織プレパラ ー ト は、 標本番号 (MIG 1 ......,93 ) を付し卸バレオ・ ラ ボ に一括保管されてい

る 。

同定根拠

モ ミ 属 Abies sp. PIN ACEAE 写真回版 1 a ...._ 1 C 

水平 ・ 垂直両樹脂道を持たない針葉樹で あ る が 、 時に接線方向に障害樹脂道を持つ。 早材から 晩材の移行

は緩やかで、年輪界は明瞭。 放射組織は柔細胞のみか らなり単列。 その水平壁には単穿孔が多く 数珠状を呈

す。 分野壁孔は き わめて小型で、 1 分野に 1 -.., 4 個程度。

以上の形質より、 マ ツ 科のモ ミ 属の材 と 同定 し た。 モ ミ 属にはモ ミ を 始 め と して 、 5 種が含 ま れ る 。 いず

れも、 常緑高木の針葉樹で あ る 。

ス ギ Cryptomeガca japonica (L. fil.) D. Don T AXODIACEAE 写真図版 2 a --..., 2 c

水平 ・ 垂直両樹脂道 を持たない針葉樹材。 早材から晩材にかけて の移行は急で、 年輪界は明瞭。 樹脂細胞

が早材部か ら 晩材部にかけて接線方向に散在する。 放射組織は放射柔細胞のみからなり単列。 分野壁孔は、

水平方向に開く大型のスギ型で、 通常一分野あたり 2 個存在す る 。

以上の形質により、 ス ギ科のスギの材 と 同定 し た。 ス ギは、 常緑の針葉樹で、 本州～屋久島の温帯～暖帯、

太平洋側に多く
存

在 している。 材は、 木理が通直で、 割裂性がよい。

ヒ ノ キ Chamaecypaガs obtusa (Sieb. et Zucc.)Endl. CUPRESSACEAE 写真図版3 a ......., 3 C 

水平・垂直両樹脂道を持たない針葉樹。 早材から 晩材への移行はやや急で、 年輪界は明瞭。 樹脂細胞が早
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材部と晩材部の境に接線状に散在してお り 、 水平壁は結節状に肥厚している 。 放射組織は、 放射柔組織のみ

からなり、 単列。 分野壁孔は中型の ト ウ ヒ ～ ヒ ノ キ型で、 一分野に 1 .--.... 3 個。

以上の形質から、 ヒ ノ キ科の ヒ ノ キの材と同定した。 ヒ ノ キは、 常緑高木の針葉樹で、 福島県～屋久島の

温帯に分布し、 材は緻密で水湿に強 く 加工が容易な良材である。

イ ヌ ガヤ Cephalot匹us harringtonia (Knight)K. Koch CEPHALOT AXACEAE 写真図版 4 a ,..._.  4 C 

水平・垂直両樹脂道を共に持たない針葉樹。 早材から晩材にかけての移行は緩やかで晩材部は少な く 、 樹

脂細胞が散在する 。 仮道管に顕著な螺旋肥厚が見られ、 放射組織はすべて放射柔細胞からな り 単列。 分野壁

孔は1,......,2個の ト ウ ヒ 型。

以上の形質によ り 、 イ ヌ ガヤ科のイ ヌ ガヤの材と同定した 。 イ ヌ ガヤは、 常緑小高木から低木の針葉樹で、

本州 （岩手県以南）～
九

州に分布する。

カ ヤ Torreya nucifera (L.) Sieb. et Zucc. T AXACEAE 写真即版5 a ....___ 5 c

水平・垂直両樹脂道を持たない針葉樹材。 樹脂細胞はな く 、 放射組織は放射柔細胞のみからな り 単列。 分

野壁孔は小型の ヒ ノ キ～ ト ウ ヒ 型。 仮道管内壁に、 顕著な対列状の螺旋肥厚がある 。

以上の形質により、 イ チ イ 科の カ ヤの材と同定した。 カ ヤは、 宮城県～屋久島まで分布する 常緑高木の針

葉樹。 種子から油が取れる 。

ハ ン ノ キ属ハ ン ノ キ亜属 Alnus Subgen. Alnus BETULACEAE 写真図版6 a ,..,_,  6 C 

小型で丸い道管が放射方向に数個複合して帝状に散在する散孔材。 管孔の直径はほぼ変化せず、 道管の穿

孔は20,...,_,30本程度の横棒からなる 階段穿孔。 道管相互の壁孔は小型で交互状、 密に並ぶ。 放射組織は同性で、

単列のものと集合状のものからなる 。

以上の形質によ り 、 カバノ キ科のハ ン ノ キ属ハ ン ノ キ亜属の材と同定した 。 日本に自生す る ハ ン ノ キ亜属

には、 いずれも 落葉性の低木～高木で7種が含ま れ る が材構造から細分する事はできない。

ク リ Ca,stanea creneta Sieb. et Zucc. F AGACEAE 写真図版 7 a ......,  7 C 

年輪の始めに、 やや放射方向に伸びた大型の丸い管孔が一列に並ぶ環孔材。 晩材部では、 小型で、 薄壁の

角張った管孔が、 火炎状から放射状に配列する。 道管の穿孔は単一。 木部柔組織は、 晩材部で接線状から単

接線状。 放射組織は単列同性で、 道管との壁孔は、 対列状を呈す。

以上の形質より、 プナ科の ク リ の材と同定した 。 ク リ は、 北海道から
九

州 ま での温帯下 部から暖帯にわた

って広く分布する落葉性高木、 あ る いは中高木で、 果実が食用とされる 。 材質は保存性に優れる 。

プナ属 Fagus sp. F AGACEAE 写真國版8 a ,-..,8 C 

小型で丸い管孔が年輪界に向けて徐々に径を減 じながら散在する 散孔材。 道管の穿孔は単一
、 もし く は横

棒の少ない階段状。 放射組織は巾の広い複合状～単列で同性。

以上の形質により、 ブナ科のプナ属の材と同定された。 プナ属には、 北海道～
九

州の温帯に分布す る ブナ

と本州 （岩手県以南）～
九

州の中間温帯に分布する イ ヌ プナとが含まれ る 。
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コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節 Q. Subgen. Quercus Sect. Cerris FAGACEAE 写真図版 9 a "' 9  C 

年輪のは じめに丸い大道管が一列に並び、 晩材部では徐々に径を減じた丸い道管が放射方向に配列する礫

孔材。 道管の穿孔は単一
、 放射組織は、 複合放射組織 と 単列同性の物か ら なり、 道管 と の壁孔は棚状。 木部

柔組織が、 接線方向にほぽ帯状に分布する。

以上の形質により、 プナ科の コ ナ ラ属 ク ヌ ギ節の材 と 同定 し た。 ク ヌ ギ節は、 いずれも落葉高木のク ヌ ギ

（岩手県以南～琉球） と アペ マ キ （山形県以西～九州）が含まれる。

コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節 Q. Subgen. Quercus Sect. Pガnus F AGACEAE 写真図版10 a "'-"10 C 

大型で丸い道管が単独、 時に複合して 年輪界に一列に並ぶ環孔材。 晩材部では急激に径を減じた多角で薄

壁の道管が散在 し 火炎状を呈し、 木部柔組織は接線状に配列する。 放射組織は単列 と 大型の複合放射組織か

ら な り 、 同性。 道管放射組織間壁孔は楕円形の対列状～棚状。

以上の形質により、 プナ科の コ ナ ラ節の材 と 同定 し た。 コ ナ ラ節には、 カ シ ワ 、 ミ ズナ ラ 、 コ ナ ラ 、 ナ ラ

ガ シ ワ 等が含 まれ、 いずれも落葉高木である。

ニ レ属 Ulmus sp. ULMACEAE 写真図版n a ,-..._,.n c

年輪のは じめに大型で丸い道管が一列に並ぶ環孔材。 晩材部に薄壁で多角の小道管が接線～斜め接線方向

に連なって配列する。 道管穿孔は単一
、 小道管内部では螺旋肥厚を持つ。 放射組織は l ,...,_, 6 細胞幅 程度の同

性。

以上の形質により、 ニ レ科のニレ属の材と 同定された。 ニ レ属にはハル ニ レ、 オ ヒ ョ ウ 、 ア キ ニ レが含ま

れ、 いずれも落葉高木である。

ケ ヤ キ Zelkova serrata (Thunb.) Makino ULMACEAE 写真図版1 2 a "'-1 2 C 

年輪の始めに大型で丸い管孔が一列に並ぶ媒孔材。 晩材部では、 薄壁の多角形の小道管が多数集合 して接

線方向～斜め接線方向に配列する。 道管穿孔は単一
、 小道管内部には螺旋肥厚を持つ。 木部柔組織は、 周囲

状～連合翼状を呈し、 放射組織は 1 .--.... 8 列程度の異性で、 その上下端は時に 大 き めの結晶細胞が見られる。

以上の形質によ り 、 ニ レ科のケヤ キの材 と 同定 し た。 ケ ヤ キ は、 本州～九州の暖帯～温帯の谷あい、 斜面

などの適潤な肥沃地に広く 分布する。 材は、 木目が美しく 重硬で狂いが少なく 、 保存性が高い。

モ ク レ ン属 Magnolia sp. MAGNOLIACEAE 写真図版13 a ,....,13 C 

小型の比較的丸い道管が単独、 あるいは放射方向に数個複合 して散在する散孔材。 道管の穿孔は単一
、 も

しくは階段状で、 時にチ ロ ー シスを含む。 放射組織は 2 列、 同性に近い異性で 、 道管相互壁孔は、 階段状。

以上の形質よ り 、 モ ク レ ン科のモ ク レ ン属の材 と 同定 し た。 日本に自生するモ ク レ ン属には、 ホ オ ノ キを

含み 6 種が あ り 、 いずれも落葉の高木または低木で あ る。

ウ ツ ギ Deutzia crenata Sieb. et Zucc. SAXIFRAGACEAE 写真図版14 a ----14 C 

小型の道管が 、 均ーに散在する散孔材で 、 道管の穿孔は多く の横棒か ら な る階段穿孔。 放射組織は異性で、

1"-' 4 細胞幅 程度で極めて背が高く大型の不定形な細胞か ら な る。

これ ら の形質から、 ユ キ ノ シ タ 科の ウ ツ ギの材 と 同定 し た。 ウ ツ ギは、 北海道・本州 ・ 四 国 ・ 九州の路傍•
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崖等の 日 当た りのよい場所に 一般的に見受けられる落葉低木で あ る。

3 考 察

今回樹種を調べた木製品の時代は、 5 世紀..-.....15世紀に渡っており、 時代や遺構を加味し樹種を検討する。

まず、 建築材であるが （表 1 建築材の時代別種同定） 製品 と して井戸、 礎板、 柱、 側板、 角材、 板等が、

確認された 。 全体的には、 いずれの製品でもモ ミ 属 と ク リ 、 コ ナ ラ 節が中心である。 井戸では、 5 世紀........ 8 

世紀迄の製品はモ ミ 属であるのに対し、 平安時代以降になる と 広葉樹の ク リ を主 と して ニ レ属、 モ ク レン属

等も確認されるよ う になる。 しかし、 実際には、 平安時代のク リ の井戸枠はすべて S N17· S E 239から確認

されており、 同一遺構内では同一の樹種を使用する傾向 （た と え ば、 S N 24 · S  E 5902) の影響が大 き い数

値の為、 一概には材選択の変化 と は判断し難い。 モ ミ 属 と ク リ には材質的に 大 き な違いがあるが、 山王遣跡

内では こ れ らの両者 と も建築材に使用する例が多い。 これは、 同じ山王遺跡の多賀前地区の 9 世紀末..-.....10世

紀初頭にかけての建築材にも確認され、特に井戸枠材ではモ ミ 属、 ク リ が同数出土している（松葉•鈴木1997) 。

今回の結果も調査遺構の少なさから偶然検出され無かった と い う 可能性が大 き い。 実際、 柱材では コ ナ ラ 節

や ク リ もすで に 5 世紀から出土しており、 井戸枠材と 異なる傾向を示す。 モ ミ 属礎板が一点出土しているが、

これはハ ン ノ キ属の柱と対応している。 礎板 と 柱の樹種が一致しないが、 多賀前地区での礎板が転用材であ

る事を考えれば不自然ではない。

建築材は、 大型である事から現地性が高い遺物 と い われるが、 どのよう な植生からの選択なのかが問題に

なる。 現在、 仙台市付近の植生はア カ マ ツ 、 コ ナ ラ 2 次林が多く過去の植生はほ と ん ど残っていない。 仙台

市周辺の標高3QQ..-.....400mの気候的極相林は、 モ ミ を中 心 と した モ ミ ー イ ヌ プナ 林 と いわれており、 実際東北

大学の付属植物園では、 モ ミ 林が更新している様子が観察で き る。 しかし、 多賀城址第11次調査 （多賀城南

表 1 建築材の時代別樹種同定 表 2 漆器 ・ 挽物用材の時代別樹種同定表
ノ‘
ン

ク コ
モ ヒ キ ヌ ナ ． ．． ヶ レ ヽ時 品 ミ ノ 亜 ク ギ ラ レ ヤ ン

代 名 属 キ 属 リ 節 節 属 キ 属
喜 位部

モ ヒ ブ
時 ミ ノ 力 ク ナ ヤ
代 名 等 属 キ ヤ リ 属 キ

S C  1 7 C  鉢 1 
B C  井戸 5 7 C  棒 1 

平安時代 井戸 16 1 1 B C  盤 1 
不明 井戸 1 平安時代 皿 1 
5 C  礎板 1 不明 深皿 1 
S C  柱 3 1 1 4 16C 椀 漆器 2 

7 C後�8 C初 柱 3 4 不明 盤 漆器 1 
B C  柱 1 1 不明 稜椀 漆器 1 

不明 柱 1 ， 2 1 不明 椀 漆器 1 
平安時代 側板 3 不明 曲物 蓋板 1 

8 C  角材 1 不明 曲物 底板 1 
不明 角材 1 不明 曲物 たが 1 
B C  加工材 1 不明 曲物 側板 2 1 

不明 板 1 

1
8
3 



東外郭線付近） の際に行われた花粉分析 （安田1973) で は 、 モ ミ 属の優占を裏付ける結果はない。 遺跡暦序

との対応関係が明らかでないが、 大まかな木本の構成要素は、 プナ属、 コ ナ ラ 属が多く 、 モ ミ 属、 マ ツ 属、

ハ ン ノ キ属、 ニ レ ー ケ ヤ キ属、 ス ギ属等も 少呈だが含まれている程度である。 コ ナ ラ 属 は、 前述の と うりで

あるが、 現在のプナ林は標高が高い場所にのみ生育しており、 丘陵部で は イ ヌ ブナがモ ミ 林に混交する程度

である。 建築材で確認されたモ ミ 属、 ク リ の供給源 も この結果では花粉の飛来し難い距離以上離れていたこ

と になる。 木材の供給源について は今後の花粉等の結果を待 ち たい。

漆器や白木の器具は 、 椀でプナ属が出土している他は、 ケ ヤ キ と ク リ であ っ た。 ケ ヤ キ は 、 挽物 と して材

の硬軟の差が少な く 適しており、 薄くし て も 丈夫な為漆器の木胎部や挽物に は好んで使用される。 プナ属は、

16世紀の漆器の木胎部で確認されたが、 プナ属の材質は保存性が悪く 製 品 と し て の質は悪い。 し か し 、 中世

以降では千葉県千葉地東遺跡、 福島県岸遺跡等、 出土事例 も 少なくない （山田1993) こ と から、 日常的に消

費する生活用品で はない だ ろ うか。

曲物は どの部位 も モ ミ 属が中心で、 蓋板で は カ ヤ もある。 曲物と して材質の荒いモ ミ 属は適している と は

言い難いが、 ヒ ノ キが分布せず、 ス ギ も 少ない宮城県で針葉樹材 と して モ ミ 属が様々 な用途で使用された様

子が伺われる。 蓋板では 、 多賀前地区に於い て も ケヤキの出土事例がある事から必ず し も 曲げる部分でなけ

れば針葉樹を用いる必要性はない。

そ れら以外では 、 丸木弓 は イ ヌ ガヤであった。 縄文時代前期の鳥浜貝塚や （能代他1996) 、 弥生時代終末～古

墳時代初頭の千葉県国府関遺跡 （能代他1993) と 共通する。 全国的 に も 、 時代に関係無 く 丸木弓 に は イ ヌ ガ

ヤが使用される。 そ れ に 対 し 弓 は 、 カ ヤや ア カ ガシ亜属な ど様々で、 本遺跡で は モ ミ 属であった。 鍬は 、 コ

ナ ラ 属であるが、 地域的に 一般的なア カ ガシ 亜属が少ない為、 コ ナ ラ 属で代用した と 考え られる。 同様に 、

本遺跡の馬形は モ ク レ ン属であり、 祭祀具で多用される ヒ ノ キではない。 祭祀具では樹種は重要ではなく形

状が重要であり、 制作し易い材が使用された も の と 考えられる。 これら以外 に も 、 下駄、 木靴、 刀子の柄、

杖、 櫂、 棒の製品が出土している。

以上の事柄から、 大型の木製品で はモ ミ 属 と ク リ を中心にし、 他の製品では 、 周辺にある木材を選択しな

がら使用している事が大 ま かの傾向 と し て読み取れる。 ウ ツ ギ、 モ ク レ ン属などの樹種も 確認されたこ と か

ら材選択は、 利用 目的に応 じた緩やかな ものであり、 製品毎に選択性は固定化したものではない と 考えられ

る。 柱材で 5 世紀 と 言う早い段階で 2 次林要素とされる コ ナ ラ 節が使用 さ れている事 も 確認され、 多賀城付

近の植生について は更に検討する余地がある。 基本的 に は 、 比較的標高の低い丘陵部の木材を そ の 目的に応

じ て選択を加えながら も有効に利用していた様子がうかがわれる。
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原市国府関遺跡群 285-306pp、 千葉県茂原土地改良事務所 茂原市教育委員会帥長生郡市文化財セ ンター 千葉
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表 3 多賀城市山王遺跡八幡地区出土木質遺物樹種同定表

M I  GNo. 樹 種 遺物名 部 位 遺物番

M I G- 1 ク リ 井戸 土台 R42 
M l  G- 2 ク リ 井戸 土台 R44 
M I G- 3 ク リ 柱 R296 
M I G- 4 コ ナ ラ 節 柱 R294 
M I G- 5 コ ナ ラ 節 柱 R300 
M I G- 6 コ ナ ラ 節 柱 R295 
M I G- 7 ク リ 井戸 土台 R47 
M I G- 8 ク リ 柱 R298 
M I G- 9 コ ナ ラ 節 柱 R297 
M I G-10 広葉樹 柱 R320 
M I G-11 ハ ン ノ キ亜 柱 R319 
M I  G-12 ハ ン ノ キ亜 柱 R323 
M I  G-13 ク リ 柱 R321 
M I  G-14 モ ミ 属 礎板 R330 
M I  G-15 モ ミ 属 井戸 枠 Rl 
M I  G-16 モ ミ 属 井戸 枠 R6 
M I  G-17 モ ミ 属 井戸 枠 R3 
M I  G-18 モ ミ 属 井戸 枠 R5 
M I  G-19 モ ミ 属 井戸 枠 R2 
M I  G-20 ク リ 側板 R58 
M I  G-21 ク リ 側板 R48 
M I  G-22 ク リ 側板 R47 
M I  G-23 コ ナ ラ 節 柱 R55 
M I  G-24 ク リ 柱 Rl47 
M I  G-25 ク リ 井戸 枠•内 R86 
M I  G-26 ク リ 柱 R22 
M I  G-27 コ ナ ラ 節 柱 R64 
M I  G-28 コ ナ ラ 節 柱 R57 
M I  G-29 モ ミ 属 柱 R63 
M I  G-30 ク リ 井戸 枠 R47 
M I  G-31 モ ミ 属 柱 R90 
M I  G-32 モ ミ 属 井戸 側板 R23 
M I  G-33 ク リ 井戸 枠 R48 
M I  G-34 ク リ 井戸 枠 R52 
M I  G-35 ク リ 井戸 枠 R49 
M I  G-36 モ ミ 属 柱 R59 
M I  G-37 コ ナ ラ 節 柱 R58 
M I  G-38 ク リ 柱 R32 
M I  G-39 ク リ 柱 R31 
M I  G-40 ク リ 柱 R33 
M I  G-41 ク リ 井戸 枠 R60 
M I  G-42 ク リ 井戸 枠 R61 
M I  G-43 ク リ 井戸 枠 R73 
M I  G-44 ク リ 井戸 枠 R53 
M I  G-45 ク リ 井戸 枠 RlOl 
M I  G-46 ク リ 井戸 枠 Rl04 
M I  G-47 ニ レ属 井戸 枠 R74 
M I  G-48 ク リ 井戸 枠 R54 
M I  G-49 モ ク レン属 井戸 枠 R56 
M I  G-50 ク リ 井戸 枠 R95 
M I  G-51 ク リ 井戸 枠 Rl03 

時 代

平安
平安

7 C後- 8 C初
7 C後,.._ 8 C初
7 C後� s c初
7 C後--- 8 C初

平安
7 C後� 8 C初
7 C後- 8 C初

不明
5 C  
不明
5 C  
5 C  
8 C  
8 C  
B C  
8 C  
8 C  
平安
平安
平安
5 C  

不明
不明

7 .....,  8 C 
5 C  
5 C  
S C  

平安
5 C  

平安
平安
平安
平安
5 C  
S C  

不明
不明
不明
平安
平安
平安
平安
平安
平安
平安
平安
平安
平安
平安

遺 構 名

S NlO S E5056 
S NlO S £5057 
S NlO S Bl 
S NlO S Bl 
S NlO S Bl 
S NlO S Bl 
S NlO S E5058 
S NlO S Bl 
S N lO S Bl 
S N21 P I Tl987 
S N21 S I 5779 
S N21 P I Tl986 
S N21 S I 5726 
S N21 S I 5779 
S N24 S E5902 
S N24 S E5902 
S N24 S E5902 
S N24 S E 5902 
S N24 S E5902 
S N12 S E239 
S N12 S E239 
S N12 S E239 
S N17 S I 309 
S N 17 
S N17 S E 239 
S N17 S I 260 
S Nl7 S 1 309 
S Nl7 S I 309 
S Nl7 S I 266 
S N17 S E239 
S Nl7 S I 266 
S N17 S E 239 
S Nl7 S E239 
S N17 S E239 
S Nl7 S E239 
S Nl7 S I 288 
S N17 S I  288 
S Nl7 P I T805 
S Nl7 P I T693 
S N17 P I  Tl527 
S Nl7 S E239 
S N17 S E239 
S N17 S E239 
S N17 S £239 
S Nl7 S E239 
S N17 S E239 
S N17 S E239 
S N17 S E239 
S Nl7 S E239 
S N17 S E239 
S Nl7 S E239 

備 考

掘 り 方

P300 
P401 
P420 
P402 
掘 り 方
P 424 
P 421 

P l  

G 

西側側板
東側側板
北側側板
北東柱穴
P l522 
北側3段外
北西コ ーナ ー

南東柱穴
南西柱穴
P I  T7主柱
北側 3 段
P I  T6主柱
南側側板3段目
北側 3 段目
西側2段目
西側3段目
P I  T4主柱
東西柱穴

井戸内埋土掘 り 方
井戸内埋土掘 り 方
東
北側コ ーナ ー

井戸内埋土掘 り 方
東
東
東側外
東
東
南東コ ーナ ー
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M I  GNu 樹 種 遺物名 部 位

M I  G-52 ク リ 井戸 枠
M I  G-53 ク リ 井戸 枠
M I  G-54 ク リ 井戸 枠
M I  G-55 ク リ 鉢
M I  G-56 スギ 櫂
M I  G -57 モ ミ 属 弓
M I  G-58 モ ミ 属 角材
M I  G-59 ケヤキ 木片 刀跡あり
M I  G -60 コ ナ ラ 節 鍬
M I  G-61 プナ属 椀 漆器
M I  G - 62 ク リ 柱
M I  G-63 ク リ 柱
M I  G - 64 モ ミ 属 下駄
M I  G - 65 ケヤキ 皿
M I  G-66 ケヤキ 深皿
M I  G - 67 ウ ツ ギ 杖
M I  G-68 ク リ 柱
M I  G-69 プナ属 椀 漆器
M I  G-70 ク ヌ ギ節 柱
M I G-71 プナ属 椀 漆器
M I G-72 ク リ 下駄
M I  G-73 ケヤキ 盤
M I  G-74 ク リ 柱
M I  G-75 コ ナ ラ 節 柱
M I  G-76 ク リ 柱
M I  G-77 コ ナ ラ 節 柱
M I  G-78 ク リ 柱材
M I  G-79 ケヤキ 棒 漆塗り
M I  G-80 広葉樹 木靴
M I  G-81 モ ミ 属 曲物 底板
M I  G-82 モ ミ 属 曲物 たが
M I  G-83 モ ミ 属 曲物 側板
M I  G-84 ヒ ノ キ 曲物 側板

. M I  G-85 ク リ 板 柱残欠
M I  G-86 モ ミ 属 角材 柱残欠
M I  G-87 モ ミ 属 刀子の柄 Rll7 
M I  G-88 カ ヤ 曲物 蓋板
M I  G-89 モ ミ 属 曲物 側板
M I  G-90 ホ オ ノ キ 馬形
M I  G-91 ケヤキ 漆器片 稜椀•黒
M I  G-92 ケヤキ 漆器盤
M I  G-93 イ ヌ ガヤ 丸木弓
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遣物番 時 代

R94 平安
R62 平安
R72 平安
Rl55 7 C  
Rl56 7 C  
Rl54 7 C  
Rl07 8 C  
R94 8 C  
Rl68 平安
R95 l 6 C 
R31 不明
R32 不明
R125 不明
Rll5 平安
Rl34 不明
R461 不明
R39 - s c 
R235 不明
R38 � s c 
RIOZ 1 6 C 
Rll3 平安
R46 8 C  
R307 不明
R305 不明
R301 不明
R299 不明
Rl46 不明
Rl57 7 C  
Rl33 不明
Rl65 不明
Rl65 不明
R165 不明
Rl8 不明
Rl4 不明

不明
不明 S N17 
Rl38 不明
Rl38 不明
R36 1 6 C 
Rl42 不明
Rl20 不明
R 152 不明

遺 構 名

S Nl7 S E239 
S N17 S E239 
S N17 S E239 
S N17 S D100 
S N17 S D100 
S N17 S D100 
S N12 S D180 
S N12 S D 180 
S N17 S E 236 
S NlO S D5003A 
S N12 P I  T693 
S N12 P I  T805 
S N17 S D441 
S N17 S E 236 
S N17 S D257 
S N21 S K  
S Nl7 
S NlO S K5403 
S Nl7 
S NlO S D5003A 
S Nl7 S E 236 
S N 12 S D 180 
S NlO P I  T596 
S NlO P I  T426 
S NlO P I  T590 

S Nl7 P I T1533 
S N17 S D lOO 
S N17 S K422 
S N17 
S N17 
S N17 
S NlO 
S NlO 
S N17 

S N17 
S N17 
S N21 
S Nl7 
S N17 
S N17 

備 考

南西コ ーナー

井戸内埋土掘 り 方
南西コ ーナー

1 - 4  
1 - 4  
1-3 
1-3 
1-3 
井戸南西部
1-2 

1ー1井戸内
灰白の下

西柱列
1-4 
東柱列
1-2 
1ー1井戸内
1-3 
柱穴
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図版5 出土木材顕微鏡写真

� ----
bar : 1 mm 13 b モ ク レン属

bar : l mm 

13 C モ ク レン属 bar : 0.2mm 

bar : 0.2mm 
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山王遺跡か ら 出土 し た 大型植物化石

新山 雅広 （パレオ ・ ラ ボ）

1 出土した大型植物化石

山王遣跡から 出土した大型植物化石は、 木本 5 分類群、 草本16分類群であった 。 この う ち 、 栽培植物 と 考

え ら れる も のは、 木本ではスモ モ、 モモ 、 草本ではイ ネ 、 オ オ ム ギ 、 コ ム ギ、 ササゲ属、 ナス、 ヒ ョ ウタ ン

仲間、 メ ロ ン仲間であった。 こ れ ら 出土した大型植物化石の一覧を表 1 に示す。 以下に、 出土した大型植物

化石について各試料ごとに記載す る （ ［ ］ 内は ［遺跡名／遺構名／遣物No./層位］） 。 なお、
一部の同定にあ

た っ て は流通科学大学の南木睦彦助教授にご指導して頂いた 。 ここに感謝致します。

[ S N -10/ S D -3A/No.2/ l -2] 

木本のオニグ ル ミ （核） 、 モ モ （核） を出土した 。 大半がオ ニ グル ミ でげっ歯類による食害を受けた も のが

2 点み ら れた。 オ ニ グル ミ は食用 と なる落葉高木で、 モモは栽培される落葉小高木である。

[ S N  -10/ S D -52/Nn3/ I -2] 

木本ではサ ン シ ョ ウ属 （種子破片） 、 草本では ミ ク リ 属 （果実） 、 イ ネ （炭化胚乳） を出土した。 圧倒的に

ミ ク リ 属が多く、 果実の一部が炭化している も の も稀にみられた。 ミ ク リ 属は浅い水中に生育する水生植物

である。 イ ネは栽培植物である。

[ S  N -10/S D-52/Nn5/ I -1] 

木本ではサ ン シ ョ ウ属 （種子破片） 、 草本ではイ ネ （炭化胚乳） 、 オ オ ム ギ （炭化穎果、 炭化胚乳） 、 コ ム ギ

（炭化穎果、 炭化胚乳） 、 ム ギ類 （炭化胚乳） 、 ササゲ属 （炭化種子） を出土し、 大半がオ オ ム ギであった 。

こ の う ち 、 イ ネ 、 オ オ ム ギ、 コ ム ギ、 ム ギ類、 ササゲ属 （アズキ 、 リ ョ ク ト ウの類） は栽培植物である。 な

お、 ム ギ類 と した も のは保存状態が悪 く 、 これ以上の同定には至 ら なかった も のである。

[ S  N-10/S D -83/地6/ l -2] 

ヒ ョ ウタン仲間の果実破片 と 種子を出土した 。 ヒ ョ ウタン仲間は栽培植物であり、 水に関連す る祭祀的な

意味合で溝や井戸な どにわざわざ沈めたり、 流したりする こ とがある と い う 。

[ S N -10/ S K -21/N紅／最下層］

草本のエ ノ コ ロ グサ属 （穎果） 、 イ ネ科 （穎果） 、 オ オ ム ギ （炭化胚乳） 、 スゲ属 （果実） 、 カ ヤ ツ リ グサ属

（果実） 、 ホタルイ属 （果実） 、 サナエタデ （果実） 、 シ ロ ザ近似種 （種子） 、 ナス （種子） を出土し、 大半が

ナスであった 。 この う ち 、 オ オ ム ギ、 ナスは栽培植物である。 シ ロ ザ近似種は、 栽培さ れ若葉を食用にする

ア カ ザ と 畑地な どに雑草 と して み ら れる シ ロ ザ と がある。

[ S N-10/ S D-3B /Nn9/ 1 -2] 

木本の オ ニ グル ミ （核） 、 スモモ （核） 、 モ モ （核） を出土した 。 大半がモモであり、 スモモ 、 モモにはげ

っ歯類によ る食害を受けた も のが 1 点ずつみられた。 オ ニ グル ミ は食用 と なる落葉高木であり、 スモモ 、 モ

モは栽培さ れる落葉小高木である。

[ S  N-10/S D-52/Nnll/ l -2] 

草本の ミ ク リ 属 （果実） 、 カ ヤ ツ リ グサ属 （果実） 、 カ ナ ム グ ラ （種子破片） を出土し、 圧倒的に ミ ク リ 属
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が多かった。

[ S N-12/ S D-180/No.12/ l -5 a 上層］

ヒ ョ ウ タ ン仲 間 （種子） を出土した。

[ S  N-10/S D -52/No22/ I -2] 

草本の ミ ク リ 属 （果実） 、 イ ネ （炭化胚乳） 、 オ オ ム ギ （炭化胚乳） 、 スゲ属 （果実） を出土し、 圧倒的 に ミ

ク リ 属が多かった。 イ ネ 、 オ オ ム ギは栽培植物である c

[ S  N-17/S D-100/No33/ 1 -3] 

木本のモモ （核） を出土した。

[ S  N-17/S D-100/No35/ I -5] 

木本の ト チ ノ キ （果実破片） を出土した。 ト チ ノ キ は食用 と な る落葉高木である 。

[ S  N-17/S D-100/No36/ 1 -5] 

木本の オ ニ グル ミ （核） を 出土した。

[ S  N-12/S E -239/90/井戸内埋土］

草本のイ ネ （炭化胚乳） 、 カ ナム グ ラ （種子） を出土し 、 圧倒的 に カ ナ ム グ ラ が多かった。 カ ナ ム グラは畑

地ないし路傍な ど に生育す る つ る性の雑草であ る 。 イ ネ は栽培植物である 。

[ S N-12/ S D-180/94/ I -3] 

ヒ ョ ウ タ ン仲間 （種子） を出土した。

[ S  N-10/S D -83/188/ I -3] 

草本のナス （種子） 、 メ ロ ン仲間 （種子） を出土し、 圧倒的 に メ ロ ン仲間が多かった。 ナス、 メ ロ ン仲間 と

も栽培植物である 。

[ S  N-10/ S K-188/192/ 1 -3] 

不明。

2 大型植物化石の記載

オ ニ グ ル ミ ]uglans ailanthifolia Carr. 核

核は灰褐色ない し茶褐色、 側面観は卵形から円形、 先端は鋭頭、 上面観は円形。 表面は、 縦に不規則な隆

起があり、 明瞭な 1 本の縫合線が縦に走る 。

ス モ モ Prunus salicina Lindi. 核

核は淡褐色でやや偏平な楕円形。 表面は比較的滑ら かで溝や穴のようなく ぼみはない。

モ モ Prunus pe函ca (L.) Batsch 核

核は淡褐色で偏平な楕円形。 一方の側面には縫合線が発達する 。 表面には不規則 に流れるよう な溝と穴が

あ る 。

サ ン シ ョ ウ属 Zanthoxylum 種子破片

種子は完形であれば、 側面観は楕円形、 上面観は卵形、 表面には網目模様があり、 一方の側面にはへそが

あ る 。 出土 したものはへその部分な どが破損したものである 。

ト チ ノ キ Aesculus turbinata Blume 果実破片

果実は灰褐色、 完形であれば、 側面観は円形ないし倒卵形、 上面観は円形。 3 片に割れ易く、 表面に皮目

状の斑点がある 。
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ミ ク リ 属 Sparganium 果実

先端の尖った卵形から狭卵形、 表面は繊維状で軟らかく 、 縦に数本の溝があ る 。

イ ネ Oryza sativa Linn. 炭化胚乳

偏平な楕円形。 穎が少しはりついていた も の も みられた。

オ オ ム ギ Hordeum vulgare Linn. 炭化穎果、 炭 化胚乳

縦に長く 菱形に近い楕円形、 コ ム ギ よ り も 比較的大型である 。

コ ム ギ Tガticum aestivum Linn. 炭化穎果、 炭化胚乳

丸っこ く 円形に近い楕円形、 オ オム ギより も 比較的小型である 。

イ ネ科 Gramineae 穎果

楕円形で偏平、 灰褐色から茶褐色、 軟らかい。

エ ノ コ ロ グサ属 Setaガa 穎果

やや長い レ ン ズ形で表面には細かい波状の しわがある 。

スゲ属 Carex 果実

偏平な円形。

ヵ ャ ツ リ グサ属 Cyperus 果実

偏平な倒卵形から狭倒卵形。

ホタルイ 属 Sciゅus 果実

倒卵形、 黒色で鈍い光沢がある 。

カ ナム グ ラ Humulus scandens (Lour.) Merill 種子

2 面の円形でへそ は 白 く 、 心形。

サナ エ タ デ Polygonum scabrum Moench 果実

2 面形で黒褐色から褐色、 やや堅く、 がくの脈が突起物 と して残っている 。

ササゲ属 Vigna 炭化種子

楕円形、 へその周囲はやや隆起する 。 半分に割れたも のの子葉内面には、 本葉につ く 長 く て明瞭な柄の痕

跡がみられる 。

ナ ス Solanum melogena Linn. 種子

淡褐色で偏平な楕円形。 表面は網目模様で野生の も のに比べ、 網目をつ く る うねの部分が太く 、 大き さ も

3 mmを超え る 。

ヒ ョ ウ タ ン仲間 Lagenaガa siceraガa Standley 果実破片、 種子

ヒ ョ ウタン仲間には、 ヒ ョ ウタ ン、 センナ リ ヒ ョ ウ タ ン、 ユ ウ ガオがある 。 なお、 1 つの学名に対して複

数の品種があり、 それぞれに和名があ る も のを 「～仲間」 と呼ぶ。

メ ロ ン仲間 Cucumis melo Linn. 種子

種子は淡褐色、 側面観はやや先が尖る長楕円形、 上面観は薄い両凸レンズ形。

参考文献
佐竹 善輔 • 原 寛 ・ 亘理 俊次 • 富成 忠夫 (1989) 日本の野生植物 （木本 I • II) 。 平凡社） 。

佐竹 善輔 ・ 大井 次三郎 ・ 北村 四郎 ・ 亘理 俊次 • 富成 忠夫 (1982) 日本の野生植物 （草本 I • II) 。 平凡社
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表 1 出土した大型植物化石

遺跡名 遺構名 遺物Nu I 附 位

S N-10 I S D-5003A I NQ2 1 -2 

S N-10 I S D-5052 I No.3 I l -2 

S N-10 I S D-5052 I No.5 I 1 - 1 

s N-10 
I 
s D -5083 

I 
No.6 

1
1 -2 

S N-10 S K-5021 No.7 最下庖

S N-10 I S D-5003B I No9 l -2 

分 類 群 と 個 数

オ ニ グル ミ 、 核、 42、 (4)、 8 2
モモ 、 核、 1
サ ンシ ョ ウ 属、 種子、 (1)
ミ ク リ 属、 果実、 多数
イ ネ、 炭化胚乳、 1
サ ン ジ ョ ウ 属、 炭化種子、 （多数） …約 2
イ ネ、 炭化胚乳、 27
オ オ ム ギ、 炭化穎果、 97 : 炭化胚乳、 433
コ ム ギ、 炭化穎果、 3 : 炭化胚乳、 41
ムギ類、 炭化胚乳、 25
ササゲ属、 炭化種子、 2 、 (1)
ヒ ョ ウ タ ン仲間、 果実、 (9) : 種子、 16、 （多数） …計約40----50
エ ノ コ ロ グサ属、 穎果、 1
イ ネ科、 穎果、 12
オ オ ム ギ、 炭化胚乳、 1
スゲ属、 果実、 7
カ ヤ ツ リ グサ属、 果実、 27
ホ タ ル イ 属、 果実、 1
サ ナ エ タ デ、 果実、 2
シロ ザ近似種、 種子、 1
ナス、 種子、 176
オニグルミ 、 核、 (3)
ス モ モ、 核、 2 、 B l
モモ、 核、 38、 (ll)、 B l

S N-10 I S D-5052 I Nall I 1 -2 I ミ ク リ 属、 果実、 多数
ヵ ャ ツ リ グサ属、 果実、 1 
カ ナ ム グ ラ 、 種子、 (1)

S N-10 S D-5052 No.22 I -2 
I

ミ ク リ 属、 果実、 多数
S N -12

1 
S D -180 I No.12 

1
1 -5 a上罹 ヒ ョ ウ タ ン仲間 、 種子、 180

S N-17 S D-100 Nu33 1 -3 
S N-17 S D-100 No.35 1 -5 
S N-17 S D-100 No.36 1 -5 
S N-12 S E-5239 90 井戸内埋土

S N-12 S D-180 94 1 -3 
S N-10 S D-5083 188 1 -3 

S N-10 S K-5118 192 1 -3 

数字は個数、 （ ） 内は破片の数、 B は か み あ と

イ ネ 、 炭化胚乳、 1
オオムギ、 炭化胚乳、 7
スゲ属、 果実、 1
モモ 、 核、 1
ト チ ノ キ、 果実、 (7)···計約 1
オニグルミ 、 核、 1
イ ネ 、 炭化胚乳、 1
カ ナ ム グ ラ 、 種子、 多数
ヒ ョ ウ タ ン仲問、 種子、 36、 (14)…計約40
ナ ス 、 種子、 1 
メ ロ ン仲間、 種子、 182
不明
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